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急いでカウンセリングをお願いします 

 

12 月に入り、寒くなったと感じる日の朝、私立高

校の教育相談担当教員から、｢大急ぎで面接をして

もらいたい家族がいるのです」と電話が入った。 

急いでいるのは、子どもが危機的な状態にあると

いうわけではない。卒業するためには、今のままで

は規定出席日数に足らないので、カウンセリングを

受けて、何とか再登校に結びつけたい、というのが

その理由だった。 

高校には専任のカウンセリング担当者がいるも

のの、本人が、男性のカウンセラーだと話しづらく、

校内に設けられたカウンセリング室に行けるぐら

いなら、教室に入れる、なので学校のカウンセリン

グは無理と話している。 

急いでいる事情がつかめてきた。 

オフィスには、学校からの紹介で家族が相談に訪

れることが多いが、カウンセリングを効果的に進め

るためには、紹介先である学校との関係が、大きく

影響をする。 

学校から厄介者扱いをされて相談に来られる場

合や、家族に問題があるからカ 

 

ウンセリングに行くようにと言われ、納得できない

様子で、来られることもある。 

今回の先生は過去に何度も紹介の経緯があり、情

報交換をしたり、ともに方針を立てたりして、子ど

もと家族を支援してきた、いわば協力的な学校組織

だ。 

無理な要求をする先生ではないこともわかって

いる。それに、学校内の調整役やまとめ役、一定の

権限を持っているキーマンでもある。当オフィスと

紹介先の高校はとても良好な関係であると考えら

れる。 

関係者の連携は築けているが、家族に会ってみな

いとわからないところもあると思いながら、 

「それではできるだけ近いうちに来ていただけ

るよう、こちらも準備しておきます」と返事をした。 

引き続いて、母親から予約希望の電話が入り、さ

っそく、家族と会うことになった。 

 

ほっそり娘の高校三年生と大柄な母 

 

母親とともに高校三年生のマナミが面接にやっ

てきた。家族面接は父親の参加をお願いすることが

あるが、来所できる人からまずは来てもらおうとの

判断から、母と娘の二人の来所となった。 

ゆっくりした動作でマナミが面接室に入ってき

た。手足は細く、さらさらの長い髪。色は白い。一

方、母親は身長が高く大きい、そして日焼けしてい

る。体を小さく丸めながら椅子に座った。 

「学校の先生からのご紹介で来られたのですね」

面接が始まった。 

卒業するためには欠席は一日も認められず、新学

期からは休まずに登校しなければならないという。

その内容は厳しい条件だった。 

「マナミさん、よくお越しいただきました。お母



さんから少し様子はうかがいました。これからのこ

となのだけど、できる、できないは別にして、どう

なったら良いなと、思っていますか？」 

「⋯⋯卒業したい」 

しばらく間があったものの、しっかりとした言葉

が返ってきた。 

「卒業したい、そう、卒業したいよね。うん。卒

業したあとは？どうしたいと思っているのかな？」 

「卒業できないかもって思っていたから、あんま

り考えていない。前は、大学に行こうと思っていた。

今は、コンピューターの専門学校に行けたらいいか

なぁ。よくわからない。探してないけど」 

とまどいながらも、専門学校の話をしていると、

少しずつマナミの表情が和らいできた。 

「先日の個人懇談のときは、てっきり留年の言い

渡しだと、覚悟をして学校に行きました。でも、こ

のあとすべて登校したら、卒業できる可能性がある

といわれて、それで⋯⋯」と母。 

「それでここにも来ました」と今度はマナミから

話す。 

厳しい条件を示されながらも、この時期に学校か

らカウンセリングをすすめられるということは、卒

業を踏まえてのことかもしれないが、勝手な解釈は

できない。 

どちらにしても、高校では卒業できるかどうかの

話ばかりで、その先については何も描かれていない。

留年することになったとしても卒業ができるとし

ても、これからどうなりたいのかの話を投げかける

ことで、将来を考え、一歩踏み出せる機会になるは

ず。 

マナミの身にこれまでどんなことがあったのか

の『過去調べ』ではなく、これからどうなりたいの

か『未来を見つめて』の話を中心に面接が進むこと

になった。 

つねづね面接では、『なんで？』という言葉を、

できるだけ使わないようにしている。この問いかけ

は人を責める言葉になりかねないからだ。『なんで、

こんな状況になったのですか？』の質問は、まるで

本人にすべての原因を押しつけるように感じるか

らだ。なんでといわれても困るばかりだ。なんで？

よりもどうなりたい？の問いかけをする。 

そして、年明けの始業式から毎日学校に行くため

はどんなことをしたらいいのか、周囲の人が整える

ことのできる、準備を母親と考えてみた。 

毎日、お父さんが学校まで車で送る。最初は、少

しの時間だけ登校して慣らしていく、担任教師にお

願いをして、冬休みの間に登校練習をする。などの

提案が挙げられた。 

クラブ顧問の先生との衝突、選択科目の失敗など、

さらっとではあるが学校関係者からの情報がカウ

ンセラーの手元にある。くわしくたずねたい点があ

るが、あまりにも時間がない。 

あと一日でも休んだら留年と切羽詰まっている

今を『休まずに登校できたら次の進路へつながる』

という見方に置き換えると少し柔らかく受けとめ

られるだろう。今はまだ彼女は何も失っていない。 

幸い、この高校との取り決めで、カウンセリング

に通った日の報告書を提出すれば、その日は、公欠

とみなされることになっている。このように不登校

状態にある生徒への支援策もこの私立高校は整っ

ている。 

さて、面接も終盤。 

「では、マナミさんは、卒業したらどの学校に進

みたいのかもう一度資料を調べておいて下さい。次

に来られた時は進路の話をしましょう。マナミさん

がお母さんといっしょに来られて面接をしたと私

は学校に連絡しておきます」 

マナミの顔はにこやかだった。 

続いて、次回の面接予約の日にちを決めるため、

マナミと母親が打ち合わせをした。 

「お母さんはいつでも良いの？」 

「いいよ。マナちゃんは、学校に行った後でもこ

こに来られる？」 

「うん。大丈夫。お母さんは晩ごはんの用意はど

うするの？」 

「晩ごはんはお店で何かおかずを買ったらいい

から、それでいいよ」 

「ふーん」 

比較的すんなりと次回の面接日が決まった。もう

一度、日にちと時間を確認して面接の費用を受け取

り、領収書を渡す。 

相談に来られる家族の多くは、カウンセリング費

用を封筒などに入れて準備し、支払い時は封筒ごと

手渡されることが多い。が、マナミの母はかばんの



紙袋から出した現金を無造作にテーブルに置き、お

つりと領収書を受け取った。 

マナミは傍らでその様子をじっと目で追

っていた。彼女の目前で、面接費用の受け取りをし

てまずくなかったかな？と、気になりながらも初回

面接は終了。 

学校の男性カウンセラーに会ったときは、話さな

かったらしいが、面接室でマナミは自分のこれから

の希望を話した。 

繊細な感じの娘さんと大柄でのんびりした印象

のお母さん。次の予約決めのときは、もしかしたら

マナミの方が母親よりも、気まわりができるような

様子もあった。 

次の面接につながりそうだ。この流れが続けば良

いなと、そう思いながら二人を見送った。 

 

面接前日「キャンセルしたいのです」 

 

二回目の面接予定日の前日、マナミの母から電話

があった。面接をキャンセルしたいという内容だっ

た。母親の話すキャンセルのわけはマナミだった。 

「これから毎日学校に行くから、もうカウンセリ

ングには行かなくていい。面接にお金がかかるのだ

ったら、必要ない」と，マナミが言っているという。 

「マナミはカウンセリングに費用がかかること

を知らなかったのです。一度、行かないと、言い出

したら、きかないと思います。本人に黙って私だけ

が通ってもいいのですが、そのようなことも、嫌が

りますので」と遠慮がちに話す。 

経済的に難しい事情があるわけではないようだ

が、マナミは公立高校の受験に失敗し、私立に通う

ことになったのも、親に負担をかけて申し訳ないと

考えている。そのようなことも母から伝えられた。 

経済的なことに敏感なのには、改めてわけがあっ

た。学校を欠席するようになってから、高校には内

緒で、週に3回程度パン屋のアルバイトをしていた。

そこで働くうちにお金の大切さを知ったようだと

いう。パン屋で働く時の彼女の時給は750円だった。 

つまり 1 回のカウンセリング料金の 15000 円は、

彼女のアルバイト 20 時間分に相当する額なのだ。 

アルバイトで稼ぐことができる元気があれば、そ

れほど心配ないのかもしれないと思いながらも、こ

のあたりの気配りパターンが生活の中にいろいろ

と存在しているかも、と考えた。 

経済的な自立に関する受けとめ方は、ひとそれぞ

れだ。家族の事情もあるだろう。マナミができれば

親に迷惑をかけたくないと思っているなら、今後、

母親ひとりで来所することを強くすすめるのはや

めよう。後に引けない土壇場の中で、何か得るもの

があり、力が湧いてくることもあるだろう。キャン

セルについて家族の意向に従うことにした。 

学校にその旨を伝えた。 

マナミは新学期から二日間の欠席があったもの

の、そのあとは、全て登校していると状況がわかっ

た。 

登校できている！ 

さらに、これまで、高校側としては、卒業が明確

でない時点で進路の話は持ち出せなかったが、カウ

ンセリングを受けたあと「もしも卒業できるのなら

専門学校に通いたい」と家族からの申し出があった

と、進路希望に関する動きの情報も入ってきた。 

母と娘がアクションを起こしている！ 

 

春、専門学校に進学したマナミ 

 

４月、高校の担当者から新年度のあいさつととも

に結果報告の電話が入った。 

マナミは同級生よりもやや遅れて、三月末に卒業

を迎え、春から専門学校に通っている。 

「もともと、母さんがのんびりした人で、ぼくと

つというか、かまわない人でした。でも、あのお母

さんがカウンセリングに行ったり、専門学校の見学

会に行ったり、それも娘さんの希望を確認しながら、

そのあたりが良かったのでしょうね。もちろん、マ

ナミはラストかなり努力したと思いますよ」 

母と娘の行動の呼吸が合ってきたのだろう。家族

が考えて、前に進むことができ、それがひとつの流

れになった。 

 彼女の進む専門学校は、高度な内容で授業数も多

く、ついていくことはたやすくないし、マナミのこ

れからの学校生活も、心配なく過ごせるとは言い切

れない。しかし、『ラストスパート再登校』の経験

が家族にとって、大きな意味を持つことは確かだろ

う。 



 
 

子どもと家族と学校と 
② 

『私立高校一年生・ハヤト・不登校』 

中島 弘美 

CON カウンセリングオフィス中島 

 

◇ 

高校生や大学生の不登校 

 

ハヤトは、高校一年生の男子。 

高校一年生という年齢は、CON のカウ

ンセリングにやってくる子どもたちの中

で最も多い学年。どちらかというと男子

生徒が多くそして高校中退数が一番多い

年齢でもある。 

今、ハヤトが抱えている問題は、不登

校。学校に行くことができない。 

小学生中学生に関心が集まりがちな不

登校だが、当オフィスは高校生大学生の

不登校相談を多く受けている。 

特に高校生は、欠席日数が超過して留

年になるかもしれないという事態に直面

し家族とともに学校や病院からの紹介で

相談にやってくる。 

また、高校生だけでなく気がかりなの

は大学生の不登校で、相談件数は増加傾

向にある。 

「大学生の不登校」は、あまり使われ

る言葉ではないので、妙な表現だと受け

止められるかもしれないが、希望して入

った大学にもかかわらず、学生が通うこ

とができない状態にある。 

朝起きられない、講義室に入れない、

昼休みが過ごせない、グループ発表の打

ち合わせでトラブルになった、サークル

活動の交友関係がうまくいかないなどで

不適応状態になり、欠席をする。 

このままでは単位を落としてしまう。

別の大学を再受験しようかそれとも、再

登校を考えてみようか、休学しようかと

カウンセリングに訪れている。 

もちろん大学生の場合は、摂食障害や

過呼吸、不安神経症、対人緊張、うつ状

態など、何かの症状を持っていることが

多く、そのため通学が難しくなっている。

大学の教員からするといわゆる精神的な

問題をもっている学生ということになる

のだが、大学受験をクリアすることはで

きても、通い続ける力がない学生たちだ。 

そんなに無理して大学に通わなくても

休んで治療に専念するべきとの考え方も

あるがどうしても大学に通いたい気持ち

を持っている。 

大学にキャンパスワーカーなどが常駐

していると、大学生への支援も手厚くな

るのだが、まだまだワーカーがいる大学

は少ない。 

 

◇ 

高校の不登校生徒支援 

 

昨今、小中高生の不登校状態にある生

徒に対しての理解が進み、学校にもよる

のだが、たとえば私立高校などはその対



 
 

策がさまざまになされている。 

ひとりひとりの生徒をどれだけ丁寧に

対応できるかは、私立高校の特徴の一つ

になっているのだろう。 

大学進学も重視される一方で、できる

だけ中退せずに、卒業することに重点が

おかれている。 

定期試験の点数が一定の基準に達して

いなくても特別課題をこなすことや補講

などで回復措置を準備して、単位を取得

し、送り出している。 

高校の教員がとても細やかな指導をす

るため保護者としてはとても安心だ。だ

が、不登校状態から元気をとりもどす前

に、大学受験をする。大学に入学したら、

あとはなんとかなるからまずは入学とい

う考えから、学校に適応できない個人の

課題や問題はあとまわしになっているの

だ。 

本人や家族からすれば、高校がうまく

いっていなくても大学入学へのルートは

魅力的であり、自信にもつながるが、毎

日講義に出席することができない状態の

まま、入学することになっているのも否

めない。大学でつまづいている学生は、

かつて、不登校を経験していた場合が少

なくないのも事実だ。 

 

◇ 

高校入学後に再び不登校 

 

面接室のハヤトはぽっちゃりした体格

のメガネ姿。ひとなつっこい表情をする

かと思えば、かたくるしい表情にもなる。 

一方、細身のジーンズがとてもよく似

合う母は、歳の離れたきょうだいと見間

違うぐらいだ。 

仕事で忙しくしている父はシャツ姿が

多くラフな服装。家族は自然に会話をし、

ハヤトは面接室ではきはきとこたえる。 

「一学期の中間テストは受けたけれど、

あとは教室に行っていません」 

中学二年生の時に不登校になった当時、

何かの出来事がきっかけとなったわけで

はない。ずるずると休んでしまったと家

族は思っている。それでも、中学三年生

のときに、週二回の塾の個別指導で熱心

に勉強し、高校受験を突破。本人はとて

も喜び、もう大丈夫だと周りは思ってい

た。 

入学後、調子よく登校していたが五月

半ばから息切れしたように遅刻や欠席が

始まり、ついには連続して休んでしまう

ようになった。 

友達ができないわけではないが、教室

は生徒が多くて圧迫感があり、中学のと

きにあまり出ていないので授業内容もわ

からず、だんだんと疲れていった。 

今の状態についてハヤトは、「やっぱり

高校中退はまずい」と自分では思ってい

る。勉強好きではないこと、さぼり癖が

あることを自覚し、家では、家族が病気

のときには、食事を用意するなどこまめ

に動くこともできるが、どうも学校での

人間関係が得意ではないようだ。 

どうしたいの？と言葉をかけると、ハ

ヤトは、ゆっくりしたいという、早く長

期休みになって、ゲームをしてマンガを

読んで、音楽を聴いて、家で学校のこと

を気にせずに過ごしたいという。 

学校のすすめで、現在、ハヤトは、教

室に入りづらい生徒のために学校内に用

意された別室スペース、相談室に通うこ

とができるようになった。 



 
 

「担任の先生がよく、連絡をくださっ

ています。先生の支えもありますが、中

学の時に比べると別室ではあるけれど登

校しているのは成長していると思いま

す」母はハヤトのゆるやかな変化を見守

っている。 

定期試験は受けられたが、毎日朝から

夕方までの授業となると、長い時間は無

理と言う。 

「留年したくないって言っているけれ

ど、卒業の後は、何か考えている？」 

 「あんまり考えていないけど、できれ

ば大学に行きたい、できればだけど」 

ハヤトは、大学行きを希望していた。  

これまで学校のことで悩まされていた

彼だか、大学進学を希望している。学校

に行けなくても、大学には行きたいのだ。 

ハヤトの在籍する高校では、不登校の

子どもたちを支援するためにいろいろな

制度がある。専任のスクールカウンセラ

ーはいないが、経験豊かな教員が教育相

談を担当している。学校全体に長期欠席

生徒対策がとられていて、委員会が設置

されていた。気がかりな生徒は不登校の

会議で対応を検討している。 

登校したいという希望があるにもかか

わらず登校できない状態にある生徒が、

カウンセリングや病院に通っていれば、

不登校生徒の認定を受け、別室登校が許

可され、出席扱いに認められる制度にな

っている。 

ゆるいルールかもしれない。ただし不

登校生徒と認定されると、別室登校は認

められるが、一定以上の成績はつかない

条件だ。 

 このルールに基づき、ハヤトの今後は

教室に入れなくても別室に登校すれば、

出席扱いとされることになった。ただし、

目標はあくまでも教室で授業を受けられ

ること。その日数がオーバーすると単位

取得はできず、原級留め置きつまり留年

になることも確認できた。 

高校入学後しばらくしてから不登校に

なったことで、家族の気持ちはさがり、

また欠席かと、がっくりしている。長い

期間にわたる不登校は親も子どももこれ

からどうなるのかという不安と、周囲か

らいろいろといわれて委縮しているよう

な様子が見られた。 

さてこれから家族をどう元気づけるか

になる。 

 

◇ 

仕切り直し 

 

不登校支援の制度を利用することで、

ある程度の生活目標が決まってきた。ま

ずは、別室でもかまわないので必ず登校

すること。そのことを確認したうえで、

改めてカウンセリングの仕切り直しとな

る。 

｢ここまで、休む状態が続くとご家族に

もさまざまな気持ちが生まれてくるでし

ょう。学校の不登校支援の制度の中で、

できることをすすめながら、一方で、ハ

ヤトくんの生活や行動を見なおしてみま

しょう｣ 

これまでなんとかピンチを乗り越えて

きたので、今回もなんとかなるとおもっ

ているのではないか。甘い考えがあるの

ではないか、と厳しい意見が、両親から

聞かれた。 

ぎりぎりにならないと動けないのもハ

ヤトの良くないところで、これまで夏休



 
 

みの宿題は始業式間際になってやってい

る。まじめに、コツコツ何かをすること

ができない。 

両親が話しているとハヤトは否定せず

に聞いている。 

ハヤトは友達はいるけど、かなり気を

つかっている可能性があること、調子が

悪くなると長時間腹痛になることが特徴

としてみられることがわかってきた。 

人の言いなりになっていることを自覚

していないかもしれないと、気がついた

のは父だった。 

「あいつ、いろんなことにＮＯと言わ

ないかもしれません。友達から誘われて

断っているのを聞いたことないですか

ら」 

少しずつハヤト君像が浮かんできた。 

｢穏やかで、幼い感じがするのは、この

子の特徴だと思っていたけれど、人に言

えないことが多いかもしれません。口下

手だし｣ 

母も何かに気づいている。 

学校に行かずに家で過ごしているとき

は、普通にしていると思っていたが、人

とのコミュニケーションの仕方に注目し

ていると、さらにハヤトの気持ちを理解

することができた。 

 ハヤトは、別に無理をしているわけで

もなく、我慢しているわけでもなくとい

う様子に見えるが、自分の気持ちが何を

望んでいて、どのような状態にあるかは

わかっていないようだ。 

 ｢お前、友達がお金返してくれないと言

っていたけれど、あれどうなった？もう

返してもらったのか？｣父がたずねると、 

「いいや、あれはもう返してもらわなく

ていいわ～」 

もういいわ、とか、どっちでもいいと

か、流してしまうような表現が多い。 

両親がハヤトに注目すると少し戸惑っ

ている。このような話題がただ面倒なの

か、複雑な表情だ。 

 ハヤトは人づき合いの中で、断れない

でいるのではないかと両親は考えている。 

他にも苦手なことがでて来るかもしれ

ない。 

｢なんで返してくれっていわんのや？｣ 

父が問いかける。 

「えっそれは、かわいそうやし、どっち

でもいいねん」 

 黙っていられなくなった父がハヤトに

話す。 

｢お前みていたらイライラするわ。もっ

とはっきりせんか～｣ 

｢お父さんそんなにきつく言わなくて

もいいじゃないの｣ 

と母が助け舟を出す。 

｢わたしもハヤトに何かを頼むとあん

まり断れられたことはないように思う、

この子、気が良いのよ。｣ 

  

家族がふたたび、ハヤトの今をなんと

かしようと動き出している。 

なんで不登校が続くのかと疲れ切って

いた家族は、もう一度ハヤトの行動パタ

ーンを見直し、なんとかたくましくなっ

てほしいという気持ちが出て、これまで

はただ甘えている、怠けているハヤトの

イメージから、実は、人づき合いで困っ

ているハヤトに気づくことで、両親が応

援し始めた。 
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子どもと家族と学校と 
③ 

『不登校は、学校が悪い？ それとも、家族が悪い？』 

CON カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

◇ 

学校生活のなかで、いじめ、暴力など

気がかりな問題は後を絶たない。そして、

あいかわらず、長期欠席をしている子ど

もたちも多い。 

その不登校の支援をしていて目にする

ことは、学校側と家族がうまく協力でき

ていないことだ。 

学校は、家庭教育をもっとしっかりし

てほしいと考え、家族は学校にさまざま

な思いや要望をもっている。 

今回は学校と家族との関係調整の中で

考えた不登校支援について記してみる。 

 

◇ 

派手な家族？！ 

「遊び人風のお父ちゃんですわ～髪の

毛を茶色くして、ラフな格好です～お母

ちゃんはいつもミニスカートです。生徒

さんは中学二年生ですが、大人っぽく見

えます。母親と二人で歩いていると姉妹

みたいですよ。まぁとにかく目立つ両親

ですね」 

リナの家族は、学校の先生方からする

と、派手に映っていたようだ。 

リナが抱える問題は不登校。二学期が

始まった九月上旬から、長期欠席をして

いる。すでに四カ月を経過した。 

中学生になってからのリナは、熱心に

クラブ活動を続けていたが、レギュラー

に選ばれなかった頃から、だんだん元気

がなくなっていった。定期試験の成績も

トップクラスから、まん中よりも下に降

下し、思い通りに進まないことが重なっ

ていた。 

家のごたごたも同じ時期だった。自営

業の父の仕事をめぐって意見の食い違い

があり、両親はもめているという。 

子どもが不登校になっているのは、家

族に問題があるから再登校できないので

はないか。家族関係を修復して再登校に

向かうには家族療法が適しているという

ことで、学校から当オフィスを紹介され

た。 

家族療法は『問題がある家族』を治療

する。そう誤解されて捉えられているが、

実際は、『家族が協力をする』ことで問題

解決をするので家族療法という名称なの

だ。 

学校が家族療法をすすめたわけは、母

が、家からいなくなったことにあった。

実際、リナの母は、しばらく実家に戻っ

ていた。夫婦の対立から体調を崩し、実

家で養生していたのだ。 

子どもが不登校の時に、母が自宅を空

けて実家に帰っている。よっぽどの事情
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があったのだろうと受け止める人がある

だろうし、一方、やっぱり家族に問題が

あると受け止める人もあるだろう。 

◇ 

初回面接 

さて、そのような事前情報の中で、カ

ウンセリングの当日、初回面接には、親

子三人でやってきた。三人とも髪の毛が

金髪に近い茶色だ。 

学校に行かないのだからと、リナも髪

の毛を染めている。しかもきちっと髪型

がきまっている。整えるのに三十分以上

かかるというのも、うなずける。手には

マニキュア、眉毛を細く整え、メイクを

している。身長は母より高い、大人っぽ

く見えるが、時折見せる表情はまだまだ

あどけない。 

 確かに見た目は派手だが、三人そろっ

て面接にやってきているところからする

と、まとまって行動できているのではな

いか。良いスタートが切れている。 

 「いますぐに学校に行くことは望んで

いないけれど、いつか、もどることがで

きれば良いなと思っています」父も母も

同じような考えを持っていることもわか

った。 

 カウンセリングに来たのは初めてとい

うリナは、口数は多くないが、日記を書

くのが好きだという話がでたので 

「良かったら、その日に思ったことを、

ノートに書いてみませんか」 

と、すすめるとニコリとうなずいて、書

いてくると返事が返ってきた。  

 リナとの関係も少しずつ築くことがで

きた。 

        ◇ 

もっと学校がかかわってほしい 

リナの家族が学校に対して、感じてい

たことは、成績優秀だったリナが、成績

が降下し、元気がなくなっていったにも

かかわらず、学校側は、あまり手をさし

のべてくれなかったと考えていた。もっ

と早く、学校側が対応してくれていたら、

ここまで欠席が長期化しなかったのでは

ないか、進学指導の勉強が中心で、つい

ていけない生徒のフォローや困っている

ときにかかわってくれないのと感じてい

た。 

問題がこじれてしまうと、家族は学校

に責任を求めたくなり、学校は家庭に問

題ありだという姿勢を強めていく。その

ような体制に陥ると物事は進展しない。 

不登校支援の場合は、学校と家族が子ど

もの再登校に向けて、いかに協力する体

制を築けるかどうかが重要である。 

まずは、その体制づくりから調整して

いくことになった。 

◇ 

学校訪問 

CON のカウンセリング支援の特徴の

一つに『カウンセラーによる学校訪問』

がある。それは、在籍している学校に行

き、子どもさんの関係者とお会いして、

情報交換し、その後の連絡をとりあう道

筋をつくっていく。 

もちろん、ご家族にもその目的を説明

し、了解を得て、学校訪問をしている。  

学校の先生方にお会いして、クラブや教

室での子どもの様子などをおききして、

関係者の話を総合的にあわせていくと、

子どもさんの理解を深めることになる。 

また、学校訪問では、学校の内規を把

握することも目的としている。 

それぞれの学校で、教えていただける
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範囲で、どのようなルールが存在してい

るのかの情報収集をする。それは、子ど

もさんやご家族のモチベーションと、再

登校する場合のタイミングをうまくあわ

せていくために重要な情報となる。 

リナの学校の制度として、長期欠席で

あったとしても、三年生に進級すること

ができる。つまりこのまま学期末まで欠

席をしていても、問題はなく、本人と家

族が望むのならば三年生に進級できると

いう内規を提示してもらうことができた。 

高校生の不登校のように、あと、何日

休んだら単位がとれない、留年になるか

もしれないなどのしばりがないので、あ

せらずに再登校にむけて準備をする環境

下にある。 

学校側がなかなか手をさしのべてくれ

ないと母が言っていたが、その事情は担

任と話をすることでわかってきた。 

特にトラブルがあったわけではないが

家庭訪問をしても、リナは話さずにずっ

とだまっているし、電話口にも出ない。

訪問することがかえってリナへのプレッ

シャーになるのではないかと判断し、訪

問を控えているためだった。もちろん、

家族の希望があればできるだけ取り入れ

たいと考えていることも伝えられた。 

本人の特徴としてわかったこともある。

リナは、授業ノートをかなり几帳面に書

いていることだった。相当時間をかけて

書いているようだ。教科担任の先生もそ

の様子を知っていた。 

学校側の情報やご家族の話をまとめて

いくと、少しずつ全体像がつかめていく。 

その後の面接では、過去にどのような

ことがあったのかの話よりもこれからど

うなっていきたいのか、どんな家族だと

いいなと思うのかなどの話題を取りいれ

ながら、面接が進んでいく。 

両親のこれまでのことにはあまり触れ

ずに、「これからどんな家族でありたいで

すか。今どんなことができますか」 

今後に焦点を当てた話題が中心になっ

た。 

◇ 

修学旅行に参加したい 

面接の時に、語られたことは、家にい

ても仕方がないので、気分転換するため

に父が職場にリナを連れて行き、パソコ

ンで数字を入力する仕事を手伝わせたと

いう。 

「正確に入力するので助かります」と

話す。リナの几帳面さが頭に思い浮かん

だ。 

母は犬の散歩をリナといっしょに出か

け買い物に行き、夕食の用意やお菓子を

つくったりしてゆったり、過ごしている

という。 

父が話す。 

「これまで、この子は毎日夜中の 3 時

ぐらいまで予習などの勉強をしていて、

もうちょっとゆっくりしたら良いのにと

おもっていたのです」 

家族は、できるだけ休養をとること、

リフレッシュできるような環境作りをし

ていることがとてもよくわかった。 

しばらくすると、家族でスキーに行っ

ているうちに、リナが「修学旅行は行き

たいなぁ」と口にし始めた。 

彼女のノートにも、修学旅行のスキー

には、行ってみたいと書かれていた。 

学校に行きたいとは言わないが、修学

旅行には、行けたらいいなと話しだした

のだ。 
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そのころ、クラスのともだちから、電

話があり、自宅に来てもらって、いっし

ょにゲームをして過ごすことも増えてい

った。 

春に予定されている修学旅行に参加す

るためには、中学三年生の新年度からの

登校できていれば良いのになぁというの

が、家族が意識し始めていることだった。 

｢新年度までにどのようになっていた

ら良いと思いますか｣ 

と家族にたずねると、 

「規則正しい生活と、遅れている学習

をかたづけていくこと、それに、髪の毛

も黒くしないといけないしね」 

と、母がリナの髪の毛をさわりながら、

話した。 

◇ 

新 学 期 

中学三年生の新学期になった。 

新しい学年の担任は女性の先生が担当

することになり、出席しやすいとリナが

考える授業からすこしずつ教室に入るこ

とになった。出席できない授業科目の時

間は学校側が準備した別室で自主勉強を

続けながら、学校にいる時間を増やして

いった。 

自然な流れで再登校につながっている

のは、リナがこの春休みに、ひとりで新

幹線に乗って親戚の家まで行き、テレビ

局の見学もして帰ってきたという経験が

自信になっているのではないかと母は話

した。行動力もついてきているようだ。 

学校の各授業の連絡や調整は、担任の

先生がリナと話し合いをする、そして学

校と家族の間の調整を当オフィスが担当

する、そのような役割分担もうまくなが

れるようになっていた。 

その後リナは、念願の修学旅行に参加

したものの、クラスの友達とけんかをし

たのでそれほど楽しくなかったと話した

が、修学旅行以降はすべての授業に出席

するようになっていた。 

朝起きてから、学校にいくまでの支度

は、以前は三時間ぐらいかかっていたが、

今では、一時間ほどで準備ができる。髪

型のこだわりも以前のようなことはなく

なった。生活の中でもこれまでと違うリ

ナの様子を確認できるようになり、安定

してすべて登校できているために面接終

了を迎えた。 

 

        ◇ 

 

子どもが続けて学校を欠席し始めると、

親の育て方や家庭環境、学校の協力姿勢、

ここぞ問題だ！というものを見つけ出し

たくなる。 

だが、家族、学校は、それぞれがせい

いっぱいやれることをしてかかわってき

ている。その前提に立ったうえで、関係

者がお互いに協力をする。その時点から

何ができるのか、何をやめておいた方が

良いのか、何をはじめたら良いかに着目

すること、それらの視点を持って支援を

続けていきたいと考えている。 
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子どもと家族と学校と 

⑤ 

『姉 13 歳と弟 3 歳のきょうだい』 

CON カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

◇ 

ひきつけられる情報 

 

さまざまな家族に出会って面接をして

いると、なんとなく気にかかる話題や珍

しいなぁとひきつけられる情報があった

りする。 

たとえば、年齢差もそのひとつだ。 

年齢の離れている親子、夫婦、きょう

だいなど、年齢差に注目することで、家

族のことをより理解できることがある。 

そのことばかりに注目するわけではな

いが、ジェノグラムを作成してみると、

この家族は日々どんなドラマがあるのか

なと、いろいろ想像して面接をする。 

時には、そのひきつけられた情報が、

面接回数を重ねていく中で、大きな意味

を持つことがある。 

 

◇ 

父、母、姉、弟 

 

ユリエは私立中学の一年生。長期欠席

状態になり、家族カウンセリングにやっ

てきた。 

父は自営業。母はパートタイムで働い

ていた。 

母・父・ユリエの順番で椅子に腰かけ

る。母と娘は、父を挟んで、離れて座り、

セラピストは家族の正面に座っている 

ユリエは入室してからずっと不機嫌だ。

喜んでカウンセリング来る子どもはいな

いが、それにしても目つきは鋭く、荒々

しいしぐさが気になった。 

それぞれのあいさつのあとで、 

「もうひとり弟がいますので、四人家族

です」 

と、母が説明した。 

もう一人の家族、弟は 3 歳。ユリエが

13歳なので、10歳離れていることになる。 

保育所に行っている弟は、面接当日は、

祖母に預けて、カウンセリングには三人

でやってきた。 

母と離れて座っているユリエは、高い

鼻がお母さんにそっくり、だれがみても

すぐに親子だとわかった。 

セラピストが話しかけるとすんなり応

えるが、母がセラピストにユリエの家で

の様子を話していると、その発言内容に

よっては、何度か母をにらんでいること

があった。 

家族の話をまとめると、これまでのユ

リエの事情はこんな感じだ。 

受験をして、希望の私立中学に入学した
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ものの、長期欠席になった。特に目立っ

た理由があったわけではない。最近、外

に出かけることもなくずっと家にいると、

イライラがたまるようで、学校をやめる

と大声で叫び、弟にあたりちらして、蹴

ることもある。 

母は、不登校のユリエのことだけでな

く、弟への影響も心配していた。 

 

◇ 

初孫だったユリエ 

 

ユリエは、両親が働いていることもあ

って、近くに住む祖父母から大切にされ

てきたが、弟が生まれてからは、みなの

関心は、ごく自然に弟にうつっていった。

『ケンちゃん』とケンタのことをみんな

が呼び、愛想の良いケンタは、可愛がら

れていた。 

そのころから、「弟ばっかり」とユリエ

は言うようになっていった。 

初孫だったユリエにとって弟ができてみ

んながちやほやする、だからこの子は、

問題を抱えてしまった、これが原因でし

ょうか、と母が深刻に話す。 

たしかに、十三歳と三歳は年齢の差が

あるので、弟のケンタが生まれてからの

生活は、家族にとって大きな変化もたら

し、まだそのさなかにあるのかもしれな

い。両親も小さな子どもと思春期の子ど

もを同時に育てる中で、苦労も多かった

だろう。これが全ての原因だと思えない

が、ライフステージの変化による影響は

この家族の課題の一つと考えられる。 

ユリエは、口をとがらして話す。 

「弟が生まれてからは、ケンタのいう

ことばかりみんなきいて、ケンタには優

しい声で話しかけるのに、私には、お姉

ちゃんだから我慢しなさいってお母さん

はいう。不公平！」 

母は、 

「ユリエは、初孫だったからみんながう

れしくて、甘やかして育てたので、ケン

タが生まれて、お姉ちゃんになったのだ

から、これからは、しっかりさせなくて

はと思っていました。なので、多くの用

事をいいつけていたのかもしれません」 

年齢が離れて弟や妹が誕生すると、き

ょうだいの反応はまちまちで、極端に世

話を焼きたがり、母きどりの場合もあれ

ば、まったくかかわりたくない場合もあ

る、ユリエは、ケンタにたいしてお姉さ

んのようなかかわりはあまりしなかった

ようだ。 

一方、ケンタは姉にあまりなついてい

なかった。お姉ちゃんのことを怖がり、

その様子がかえってユリエを刺激し、ケ

ンタに「この子は可愛くない！」とあた

っていた。 

不登校状態になったユリエの家族は、こ

れまでのことをふりかえり、何が良くな

かったのか、何が問題なのかを家族なり

に話している。なんとかしたいと取り組

んでいる姿勢がとても伝わってきた。 

そんな中で、父の考えはこうだ。 

両親とも忙しくしている時に限って、

ユリエの機嫌が悪いようだという。季節

によっては、父は夜中まで仕事におわれ

ることもあり、そんな時に母は、弟が病

気で熱を出したりするとかかりっきりに

なっていた。どうしても弟中心の生活に

なっていった。 
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不器用なところの多いユリエは、もの

を出しっぱなしにしたり、壊したりして、

母によく叱られた。だまって祖母の家に

出かけるというか逃げ込むことが多かっ

た。祖母は、ユリエの気持ちを受け入れ

ていて、よく話をきき、彼女をささえて

いた。 

「おばあちゃんのところに行って、家

での不満をしゃべっているようです」 

どうも母はそれも気に食わないようだ

った。 

家族のそれぞれが精いっぱいのことを

やっているのが、理解できたし、それぞ

れの不満もわかってきた。 

 

◇ 

「ユリエの家出？」 

 

父からオフィスに電話が入る。 

「娘がいなくなりました、もしかしてそ

ちらに連絡はありませんでしたか？」 

父があわてている。 

「おばあちゃんのところにも行ってない

のですか」 

と聞き返すが行方がわからない。 

「もしも連絡がありましたら、ご自宅に

電話いれますね」 

 父はあちこち探し回っていた。 

母は、心配しているというよりも、ど

うしてこの子はこんなに人に迷惑をかけ

るのか、わがままなのかと、腹だたしい

思いでいっぱいになっていた。 

 その日、夜遅くになって、父から連絡

があった。近くのお店にいるところを父

が探し出した。ユリエはコンビニや近所

のスーパー、駅前のショッピングモール

で過ごしていたことがわかった。 

 

◇ 

怒鳴らないで、話し合いをする 

 

父は、捜している最中に、もしも見つ

かったときには、怒鳴ることはしないで、

ユリエの話をきこうと母に、提案してい

た。 

無事に見つかって、家にもどってきた

けれど、母は、気持ちがおさまらず、 

「なんで人に迷惑ばかりかけるのか」 

ときつく、ユリエに接した。 

ユリエは母をにらみつけている。 

一方的に話し続ける母は、なかなか落

ち着けない。いかに心配していたかをユ

リエに話すが、話せば話すほどヒートア

ップしていった。 

父が、会話に入り、三人で話をしよう

と語りかけた。 

 

◇ 

10 歳までひとりっ子 

 

ユリエがいうには、自分だけ叱られて、

ケンタは甘やかされ、母親がだんだんき

つくなっていると思っていた。 

確かにユリエは、同級生と比べても、

かたづけはできないし、いつもプリント

をなくして、常にさがしものをしている

状態だった。しっかりしているとは感じ

られず、無駄なく行動する母からみると
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だらしなさが許せなかった。そのために

何かと叱られていた。 

「お姉さんでしょとかいわれても、な

りたくてお姉さんになったんじゃない！

無理！ひとりっ子が長かったのやから、

仕方がないってお祖母ちゃんが言って

た！」 

その時、母は 

「一人っ子だったと改めて思い出しまし

た。良く考えると、十歳までひとりっこ

だったのですね。ハッとしました。」 

そのときの様子を神妙に話す。 

ユリエをお姉さんらしく、しっかりさ

せることばかり考えていたけれど、全然

それはユリエには伝わらず、かえって苦

手意識を感じさせていたのかもしれない。 

 

◇ 

ひとりっ子を二人育てる 

 

父は、母の態度に対して、 

「やっぱり、上には厳しくして、下に

は甘いよだから、ユリエのいうこと、僕

はわかるよ、相当怒っていると思う」 

ユリエとケンタ、一人っ子を二回育て

ていると思うと、良いのかもしれない、

少し異なった見方でユリエに接してみよ

うと母が気付いた。 

母と娘はいつもお互いを責めていたが、

本当は、お母さんといっしょにおしゃべ

りするのが一番楽しいというユリエ。似

たもの同士だからこそぶつかり合うのか

もしれない。いがみあっているようだが、

カウンセリングの帰り道に前回は、ドー

ナツ屋に行った。 

いつも弟が一緒だと、好きな場所に行

けないからちょっとうれしかったという。 

ユリエの気持ちが少しずつほぐれてき

ている。 

 

◇ 

学校よりもまずは塾？ 

 

学校についての話をしていくと、新学

期にもう一度登校することができるよう

にと両親は考えていた。が、ユリエは、

再登校について具体的に考えられる余裕

はまだなかった。ただ、勉強が必要であ

ることはよくわかっていた。 

父から、小学生のときに通っていた塾

の先生に勉強を見てもらおうという話に

なる。するとあまりユリエは嫌な顔はし

なかった。 

変化の兆しが見えてきた。塾に通う話

が進みそうだ。 

ユリエの通う学校は、熱心な進学校の

ため、いろいろと息がつまることがある

かもしれないが、それよりも、家族内の

息苦しさを和らげることがポイントのよ

うだ。 

幸い、在籍している中学は、長期欠席

になったとしても、退学勧告などはなく、

本人の意思を十分尊重してくれることが

わかり、両親の焦りは減っていった。 

 

一人っ子を二人育てる方式で、しばら

く両親は、やってみることになった。 
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子どもと家族と学校と 

⑥ 

『カウンセラーが教員の立場で大学生と接すると、、、』 

CON カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

大学で講義をしはじめて 14年が経っ

た。 

依頼があった時、教えるというのは私

には無理だと思っていたので、家族カウ

ンセリングを専門にしているその現場の

様子を伝えるので良ければ、と引き受け

ることにした。現在、四ケ所の大学で授

業を担当している。 

共通教育(教養)科目や資格取得のため

の科目、専門科目、通信制のスクーリン

グ、受講学生の数も 15名だったり、100

名以上だったり、講義は一回きりのもの

から、一日 10時間のハード集中講義など

さまざまな形式の講義をしてきた。 

学生時代は、社会福祉を専門に学び、

家族療法のクリニックに就職したことも

あって、社福と心理にまたがるような科

目を担当している。 

多くの学生さんに出会っていると、教

育よりも年々支援の割合が増えているよ

うに感じる。 

大学で支援を実践しているように感じ

るとそれはそれでとても意義があるよう

に思えてくる。 

今回は、カウンセラーが非常勤講師と

して学生さんたちとかかわるなかで気が

ついたところを記してみたい。 

 

 

講義のルール 

 

「10分以上の遅刻は欠席扱いになりま

す。この科目については、現場実習と同

じだと受け止めて、遅刻欠席せずに来て

ください！」 

第一回目の講義で、授業のルールや評

価基準を説明し、受講態度についても注

意事項をくわしく伝える。 

私が出講している 4大学のうち 3大学

で出席をしっかりとるシステムになって

いて、科目によっては、15回の講義回数

中、4回欠席したら再履修と明確に決ま

りがある。さらに出欠状況を把握するた

めの会議があり、欠席回数の多い学生へ

の対策が立てられることになる。 

一回目の講義に出てこない学生は要注

意で、二回欠席したら直接面談するなど、

単位取得してほしい願いが含まれている

上で、できるだけ遅刻欠席せず、すべて

出席するようにと、強調している。 

特に、最近は学生が講義に出てこない状

態にならないように配慮することが多く

なった。 

それは不登校の可能性があるからだ。 

不登校というネーミングは、しっくり

いかない人もいることだろう。大学生は、

もちろん義務教育ではないので、学びた

いと意志があって進学している。不登校



 

 

47 

 

という言い方は正確でないかも知れない

が、登校したいと思っても講義室に入れ

ない、昼休みをひとりですごせないなど、

高校生の欠席理由とおなじような事情で、

講義を休み、大学生活を続けられない学

生がいる。 

 

目的意識は？ 

 

「この大学に入学したのはどんな目的

があったの？」 

と尋ねると、推薦で入ったとか、行く

大学を早く決めたかったからとか、担任

からすすめられたからとか、就職先がな

んとかありそうだからとか、目的意識が

高くなくて入学しているのは以前から

か？とも思うが、反応があいまいだ。 

「大学に進学することは、金額にする

と 1200万円の選択をみんなはしたって

いうことだよ」 

講義中に、ちょっと大げさな話をして

みる。モチベーションを上げるためだ。 

「私立大学の受験から卒業までの 4年

間にかかる費用は授業料など約 300万円

とするよね、もしも、高卒で就職をして

四年間働いて合計約 900万円の収入を得

たとすると、大学進学を選択することは、

差し引き 1200万円也！」 

数字を例にして説明をすると、真剣に

聞き入っている。 

大学に行って当たり前、親が授業料を

準備するのは当然だと思っているようだ。

中には、自ら授業料を払っている学生も

いるが、多くは親任せ。だからこそ、そ

の重みを実感できていないのかもしれな

い。 

かつて、大学に来なくなる学生の中に

は仮面浪人と呼ばれ、一応、授業には比

較的出席しているが、次のセンターテス

トの時期にもう一度国立大学などをねら

うという人もいた。希望大学に届かなか

ったら、あきらめて今の大学の二年生に

なるつもりだ。 

そんなややこしいことをしなくても、

昨今、大学の編入制度や、入学後の学部

変更も場合によっては可能なため、再度

受験する人は多くは見られない。 

かつて、○○大学中退でも、世の中で

ある程度評価されるような時代はあった。

入学することができたその実力を認めら

れてのことだった。大学を卒業しても、

就職先がないとなる現在は、大学中退は

さらに不利になるだろう。 

そのため、できるだけ退学しないよう

にと、学生に理解を求めることになる。

担当教員は、出席時間数が足らないと、

単位取得の資格が無くなるので、事前に、

その可能性があることを予告している。 

学生さんからすると、うっとうしいと

いうことになり、欠席のことを話題にし

すぎると、個人の事情を持ち出してきて、

単位落とさないで下さいお願いしますと、

頼まれてしまう。 

 

大学生の欠席理由 

 

あと一回欠席すると、単位取得ができ

なくなることを伝える。 

｢僕、店長をしているので、休めないん

です！｣ 

はてな？何を言っているのか意味がわ

からない。詳しく聞いてみると、アルバ

イト先で、責任ある仕事についているの

で、アルバイトは絶対に休めない。その
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結果、大学の講義に出られない。欠席回

数のことを言われても、アルバイトが休

めないので、落とさないでほしいという。 

彼の基準は、アルバイトが中心。あま

りにも真剣なので、将来はそのアルバイ

ト先に就職するつもりなのかと確認する

と、労働条件がよくないので、就職する

気はないという。 

アルバイトに責任をもっている姿勢は

わかるが、学生の立場だと許してもらえ

るとおもって頼んでいるのか、ただわか

っていないだけなのか、ちぐはぐな態度

に驚いてしまう。 

欠席日数が超過しそうになってから、

話し合いをしてもどうすることもできな

いので、講義の最初に念押しの説明をす

ることになる。 

 

教えてもらってわかること 

 

私が大学生の時に教えてもらって知っ

たこと分かったことが多くあった。注意

されないでいると、そのまま非常識な態

度を続けていたことだと思う。 

ある総合病院の相談室で、メディカル

ソーシャルワーカーの助手の仕事をさせ

てもらうことになった。たいした仕事は

できなかったが、それでも電話応対や資

料整理などをさせてもらっていた。医療

福祉の現場にいることがうれしくて、私

なりに一生懸命だった 

朝九時からのアルバイトは遅刻せずに、

行っていた。しかし、 

「九時までに出勤するではなく、九時ま

でにモップ掛けやテーブルの掃除を済ま

せてほしいので、もっと早く来てくださ

い」と注意を受けた。 

契約時間は九時からなので、間に合う

ように行っていたけれど、それではだめ

なんだと、わかった。 

いまふりかえると、ごく当たり前の指

摘だが当時は、仕事のイロハを知らず、

このバイトで働く上での基本をいろいろ

と教えてもらった。 

 

教えることが予防につながる 

 

おせっかいだと感じる学生も多いと思

うが、学生さんにエチケットや礼儀のよ

うなものを意識して伝えるようにしてい

る。 

「社会福祉施設見学に行くときは、裸

足で行くのはだめ。靴下をはいて、かか

とのある靴で行くこと。パンツとか下着

が見えるような格好もしないでね。わか

っていると思うけれど、利用者さんにあ

ったら、ちゃんとあいさつするんだよ」 

完全に母親口調になっている。 

前もって伝えておかなければ、それぐ

らいわかっているだろうと思っていても、

勘違いをしている場合もあり、あとで大

慌てをすることになる。 

 受け入れる側もよく心得たもので、特

別支援学校の実習生対応をきくと、除光

液やかみそりなど用意して、マニキュア

をとってひげをそって身支度を整えてか

ら、教室に入ってもらうようにしている

という。  

誰かがちゃんと教えてあげなくてはい

けない、教えられて、わかったことが何

かの予防につながることがあるかもしれ

ないので、今は、学生さんが社会人にな

るまえの準備期間につきあっているつも

りでいる。 
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特別な配慮 

 

ある学生さんが、五回連続で欠席した

あと、六回目の講義で初めて出席。 

「卒業したいのでなんとかしてくださ

い、この科目の単位を落としたら、とて

も困ります。診断書を提出するので配慮

してほしい」 

真顔で訴える。 

さぼっているのではないというのは理

解できるが、そういわれても、非常勤講

師になんとかする力量はなく、生半可な

返事もできないので、担任教員に相談し

てくださいと伝える。 

学生の中には、身体に何かの障害があ

る人もいるが、講義に出席している時間

中に過呼吸や持病の発作が出て、保健セ

ンターに付き添うこともある。絶対に休

んではいけない講義なので、高熱にもか

かわらず、出席して、倒れてしまう学生

もいる。 

少し休んで回復するとほっとするが、

精神疾患などにより大学生活の継続が、

困難になっている学生には、たとえ診断

書を提出した場合でも、対応の限界があ

り、残念ながら休学手続きをとる学生も

いる。 

退学や休学にならないようにと、平常

の講義で、学生の中に何かきになるもの

を感じると、さりげなく本人から事情を

きいたり、 

「私が知っておいた方がよい事情など

がある人は、言いにきてください」 

と伝えている。 

休み時間に話にきて、クラスの学生さ

んが、ある学生さんの気になる事情をし

らせてくれることもある。 

あかん彼氏とつきあって、ふりまわさ

れているとか、パチスロにはまって、友

達に借金しているみたいなど、親が知っ

たら、心配するような話も出てくる。 

けれど、友人がいて、なんとかネット

ワークを持っているとわかると、ちょっ

とは救われる。 

 

キャンパスワーカー 

 

現在、大学では、学生支援のためにキ

ャンパスワーカーを常駐させるところが

ある。まだまだ広がってはいないが、増

加傾向だ。 

全ての大学にワーカーがいて、その専

門性が発揮されると良いと思っている。

ただし実情は、大学の予算の都合で、実

現できていない。 

義務教育機関にスクールソーシャルワ

ーカーが導入されているので、将来に期

待したいものだ。 

そのころには、他の教員にとっても、

それぞれの研究に今よりも深く取り組む

ことができることなるはず。 

 

「私カウンセラーになりたいんですけ

れど、」 

と学生がやってくる。 

「専門性を本当に身につけたいと思っ

ているのなら、大学での勉強では足らな

いところもあるので、大学院に行くこと

を考えてみて」 

と勧めている。 

専門の勉強は大学ではなく、大学院に

入学することで、学問とは何かを学ぶこ

とになるだろう。 
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子どもと家族と学校と 

⑦ 

『 新一年生は要注意 』 
CON カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

◇ 

一年生の一年目 

 

ピカピカの一年生といえば、うんと大

きなランドセルを背負い、喜びいっぱい

の小学一年生の姿を思い浮かべる。もち

ろん、一年生は小学生だけでなく、幼稚

園、中学、高校、大学、そして入社一年

目の社会人一年生、さらに新婚の花嫁や、

赤ちゃんが誕生してはじめて母になる女

性も、同じ新一年生にあたるだろう。 

それぞれが大きな期待や希望をもって、

これまでとは異なる環境のなかで生活を

スタートし、ひかり輝いている。 

この新一年生、とりわけその一年目は

注意を要する時期だと考えている。 

新しい生活のリズムを作ることがスム

ーズにできれば、いろいろな可能性を広

げることになり、大きな成長につながる

一方で、張り切りすぎて持続できずに体

調を崩したり、事前に思い描いていた新

生活と異なり、その落差から元気がなく

なったり、環境の変化があっても、これ

までと同じような調子で過ごしていて、

誤解されてトラブルに巻き込まれたりす

る。そんな、予期せぬ事態が発生しやす

いのが新しい環境のもとでの一年目だ。 

 

◇ 

休み明けの五月と九月 

 

春、当オフィスのカウンセリングにや

ってくる人たちは、学校からの紹介や、

医療関係からの紹介が多いということも

あって、高校や大学一年生が最も多い。 

新年度からの新しい場面になじめず、

不登校やうつ状態、不安、原因不明の体

調不良に陥ったりする。 

季節でとらえるとそのつまづきの著し

い時期は、まずは大型連休明けの五月だ。

四月のあいだは、新入生全員が浮ついて

いて、落ち着かないが、五月になるとそ

れぞれがペースをつかんでそれなりの生

活をしはじめる。その波に乗れずに、う

まくいかないまま、停滞すると五月の連

休明けの登校が重荷になり、元気をなく

す。 

もうひとつの時期は、夏休み明けの九

月だ。秋分の日以降の後半から十月にか

けて、欠席日数がじわじわ増える時期と

なる。この時期どのようなことが考えら

れるかというと、新年度の最初はあまり

思い通りにいかなかったけれど、なんと

か一学期を終えた。夏休みのあいだに挽

回をして二学期から軌道に乗せたいと思

って、迎えた二学期。予想に反して夏休
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みに充電した元気もあっという間になく

なっていく。そんなとき欠席が増えてず

るずると過ごしてしまう。五月と九月は

そんなドラマが見受けられる。 

 

◇ 

私立学校進学はギャップが大きい 

 

多くの人が、環境の変化を実感する最

初の経験は、たとえば、私立高校に進学

したときや大学入学後ではないだろうか。 

 それまで、地元の学校に通っていた人

が、離れたところにある私立の高校や大

学に進学する場合は、環境の変化がかな

り大きい。(もちろん、私立小学中学受験

をしたあと入学する一年生も同じような

体験をしていることだと思う。) 

私立の学校は規模も大きく、ひとクラ

スの人数も多い。しかも、いろいろな地

域からいろいろな人が集まっている。見

知らぬ人ばかりの学校に通い、友人関係

もゼロから築いていくことになる。 

学校では、話すことばのちょっとした

違い、習慣の違い、当然と思っていたこ

とが通用しなかったり、カルチャーショ

ックがあったり、新しい仲間と溶け込む

までには、紆余曲折がある。 

仲間外れにならないか、気の合うとも

だちができるかどうか、友人関係の不安

は、はかり知れない。 

 高校一年生の男子のなかには、入学式

直後から、ひそかに同級生の力比べをし

ていて、ささいなことをきっかけにトラ

ブルに発展したりする。 

 仲間作りのために、オリエンテーショ

ンとして、新入生を対象に宿泊研修を実

施しているところもある。行事をきっか

けに多くの生徒は、気の合うともだちが

できるが、クラスのなかでもめてしまい、

立場を複雑にすることもあるだろう。 

 うまくいくチャンスがあると同時に、

なじめないとおきざりにされる気分にも

なる。 

 

◇ 

こんなはずじゃなかった！ 

 

私立の学校に進んだ新一年生の子ども

に対して、 

「入学して、思っていたのと違っていた

ことはどんなことがあるかな？」 

という質問をよく投げかける。 

すると、新生活に溶け込んでいない生

徒にとって、思っていたほど、学校生活

が楽しくないという返事が多くをしめる。 

学校見学のときにみた学校紹介の映像

と現実が違う！ 

ある新一年生が心境を話す。 

｢大学受験は楽だからと私立高校をす

すめられた。入学後は、もうそんなに勉

強しなくてよいと思っていた。七時間目

まで授業があるとか、毎日小テストがあ

って点数が悪ければ居残りとか、常に勉

強ばかりしなければならない。それに高

校に入学したばかりなのに、大学受験の

話が出てきて、うんざり」 

私立高校は、大学進学に力を入れてい

るところが多く、高校の教科と大学受験

の学習塾が一体になったような授業時間

数の多い高校が多々ある。 

学校としては、生徒の学力向上などを

願って、さまざまなプログラムを用意し

ている。保護者も質の良い教育をまとめ

る傾向があり、これだけ整っているのは
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大歓迎と賛同する。提供する側と、求め

ている側の思いが一致すれば、問題はな

いが、すべての生徒が同じように感じて

いるとは限らない。 

 さらに通学の負担もあるようだ。 

これまで七時に起きて準備をして近く

の学校に行ったらよかったけれど、学校

までの距離が遠いので、朝六時前に起き

て、六時半に家を出て電車に乗らないと

間に合わない。クラスのともだちは、同

じ方向に自宅があるわけではないので、

登下校はひとりの場合が多い。その交通

機関での混雑は、疲れを増すことにもな

るだろう。 

教科書が多くてカバンが重いし、決め

られている革靴も歩きにくい。 

いったん、ひっかかってしまうことが

あると、うまくいかない理由や不満が次

から次へと出てくる。 

 

◇ 

最初の一カ月の過ごし方 

 

ある私立高校の先生がとても大切なポ

イントを話してくれた。 

「入学してから、中間テストまでの出

だしの過ごし方が大切です。厳密にいえ

ば、最初の定期テストで、どのぐらいの

成績を残すかによって、そのあとの学校

生活がほぼ決まってしまうようなところ

があります。ある程度、納得できる成績

をとることができる生徒さんは、友人関

係や、クラブ活動など高校生活全般がだ

いたいうまくいっているという目安にも

なります」 

反対に気になるところは、 

「最初の定期試験を欠席して、受けら

れない場合は、その生徒さんは同じよう

なことを今後くりかえす可能性がありま

す、最初の試験は成績が良くないだろう

と予測しても必ず試験を受けるようにと

指導します。成績よりもまずは、学校の

スケジュールをこなすことです。その後

の定期試験で、成績が急激に上がったり

する生徒さんはそれほど多くありません。 

特にその傾向は女子が強く、男子の中

には途中から成績アップする生徒さんも

います。けれど、成績が急に上がる生徒

さんよりも、徐々に成績が低下していく

生徒さんの方が多いです。」 

高校生活を充実したものにするために

は、四月の過ごし方がポイントとなると

いう高校教師の経験話。そのような傾向

を事前に教えてもらっていると、保護者

は、どこにポイントを置いて子どもを見

守ったら良いのかとてもわかりやすくな

る。 

 

◇ 

家族の解放感 

 

受験生のいる家族は、希望する学校に

合格できるようにと受験前までは熱心に

応援し、なにかと協力的に接している。

受験期間が終了して進学する高校が決ま

ると、イベントが終了したかのように、

たちまち関心が薄れ、家族全体が荷物を

下ろした気分になる。 

入学後家族が新一年生をサポートする

ことは受験時期に比較すると多くない。

なかには、第一希望校に入学できなかっ

たので、高校では勉強がんばれ、巻き返

しをねらってさらに熱が入る場合もある

だろう。高校入学を成績のみの尺度でみ
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ていくと、まさにその応援スタイルにな

るのだが、新しい環境に適応するには、

大きな負担が伴うことは、あまり認識さ

れていないようだ。 

保護者である親も新しい高校の行事や

懇談会などに参加すると、これまでより

も緊張することだろう。保護者同士も知

り合いがいなくて、心細く、よりどころ

は、担任の先生のみだったりする。 

子どもも親も同じで、新一年生は、乗

り越えるべき山がいくつも存在する。 

 

◇ 

クラブ活動をどうするか？ 

 

クラブ活動にまつわる話題もよく登場

する。高校によっては、必ず運動部に入

部することが義務付けられているコース

のある学校もある。クラブ活動が授業と

同じくらい重要でその成績が大学進学に

反映されスポーツ推薦枠での入学なども

用意されている。そう簡単にクラブ活動

に入部したり、退部したりするわけには

いかない。 

本格的に活動しているクラブは、全国

大会を目指して、毎日厳しい練習がある

と、ついていくだけで精いっぱいの生活

になってしまう。 

よくある話は、レギュラーに選ばれな

かったのでクラブを続けるのが苦痛にな

った、どうしようと悩むことだ。 

クラブをやめてしまうと、レギュラー

に選ばれた友達と顔を合わせるのがつら

い。かといって、やめずにクラブ活動に

参加していることも、不完全燃焼。 

そこでどうするか、何かを決断しなけ

ればならないことが目の前にいくつかわ

き起こってくる。 

これまでうまくできていたこと、やれ

ていたことも、新しい場面では、必ずし

も通用しない。 

こうやって新しい生活に、もまれなが

ら人は成長してゆく。わかってはいるも

のの、思い通りにならないのが続くと身

にこたえる。 

◇ 

予防カウンセリング？ 

 

受験勉強は個人作業で、自分の力の及

ぶ範囲でなんらかの結果がでてくるが、

入学後の新しい環境での適応は、努力次

第で問題解決できる部分は限られてしま

う。 

新しい環境で適応するか否かはそれま

での生活や過ごし方でなんとなく、予測

されているようなこともある。 

子どもの周りにいる親や大人が、ちょ

っとした変化見逃さないようにすること

が大切だ。 

人が生きていく中での節目や新しいス

テージへの移り変わりのときには、何が

しか予定外のことが起きていることに気

がつく。 

希望に胸を膨らましながらも、うまく

いかないことが多い。そのため、新しい

環境の中で生活をするまえに、気をつけ

るべきこと学ぶべきことを、尐しでも事

前に理解していたら、結果がことなって

いたかもしれないなと思うことがある。 

中学三年生の受験生に、高校受験の対

策話はよくされているが、進学する高校

が決定したあと、「入学したら、こんなこ

とがあるかもしれないから、気をつけて

よう」と前もって伝えていれば、予防で
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きることもあるだろう。 

子どもだけでなく、保護者も同様に事

前学習が必要だ。新しい学校に進む場合、

高校生活になじむための親対象の事前講

座=適応できるようにするための予防カ

ウンセリングようなものが実現できるこ

とを願っている。 
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子どもと家族と学校と 

⑧ 

『 学生さん、初めてこころの病を学ぶ！ 』 
CON カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

◇ 

 

『耳にしなかったら、知らないですん

だ』のに、知ってしまったからこそ、か

えって意識してしまう。 

と、思うこともあれば、 

『聞いて、知っていたからこそ、良か

った、役に立った、助かった』 

と、思うこともある。 

 

とくに、こころの病と呼ばれている状

態は、ひとびとの関心は高いものの、正

確に理解されているわけじゃないと感じ

る。どのような領域でも同じことはある

だろう。 

今回は、初めて対人支援や心理カウン

セリングを学んだときの学生さんの様子

から。 

 

◇ 

カウンセリングの授業 

 

ある大学で、心理カウンセリング関係

の講義を担当している。 

共通教育科目のなかに位置づけられて、

受講したい科目を選べるシステムになっ

ている。以前の言い方では教養科目のひ

とつ。つまり、専門科目ではないので、

理系の人も文系の人も、受けてみたいと

思った人が、受けている。 

受講のきっかけをたずねると、将来の

仕事に役立てたいとか、あるいは友人か

ら相談されたときに活かしたいなど、明

確な目的を持って受講する人がいる。と

ても熱心に受講していて喜ばしい。 

なかには、評価項目に試験がレポート

と書かれていたと率直な意見もある。て

っとりばやく単位取得をめざす気持ちも

わからなくはない。 

それぞれ学生さんは、カウンセリング

ということばにひきつけられて受講して

いるようだ。 

講義は、大学一年生から四年生までを

対象に、生活や仕事に活かすことができ

るよう、わかりやすく、かつ身近なテー

マをとりあげている。 

 

◇ 

わたし、病気かも 

 

「いま、話しかけてもいいですか？」 

講義が終わって、あと片付けをしてい

ると、ひとりの学生さんが控えめにやっ

てきた。 

大学生の女子はひとりで教員のところ

に来ることは少なく、教室に学生さんの

姿がすくなくなってから、神妙な表情で

話し始めた。 
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その時間の講義は、いわゆるこころの

病と呼ばれる症状をいくつか解説した内

容だった。いまの自分とそっくりの症状

があり、確かめたかったようだ。 

「わたしって、さっき習った強迫性障

害でしょうか。はじめて聞いた病名だけ

れど、ぴったりなので」 

とても切ない表情をしている。 

つり革が触れない、洋式トイレの便座

に腰かけられない、新聞をさわると汚れ

る気がして苦痛だという。 

強迫性障害とは、それを気にするのは

おかしいと理屈ではわかっていても、自

分の意思でなかなかとめられない行動の

ことで、長い時間の手洗いや戸締りの確

認を繰り返す。潔癖症や確認癖というこ

とばの方がわかりやすいかもしれない。 

 彼女の場合は、新聞をさわったあとに

何度も手を洗うので、新聞を読まなくな

っているという。 

「洗うときは、どのぐらい洗うの？」 

「洗うのは 1回だけど、5分ぐらいか、

もう少し、、、」 

「5分、、、気になるんだね。一番長くて

どれぐらい洗うの？」 

「15分以上洗うことはないと思う、多分」 

「そう。恐らく、あなたの場合は、強迫

性障害ではなく、非常に清潔好きの範囲

だと思うよ。生活に支障が出てなければ

の話だけれど、最近、講義は休まずに来

られるの？」 

「はい。休まず学校に来ています」 

「他には？」 

「他は特に困っていることは今のところ

ないと思うけど、、、」 

不安そうな表情は残るものの、あらた

めて説明をきいて少しは納得したようだ。 

その後も休まずに受講している。 

手洗いが長時間続くために登校できず、

生活に支障がでる場合は、治療を受ける

必要はあるけれど、多くの場合は問題な

いと考えられる。 

 

◇ 

登校できていれば大丈夫 

 

短時間の会話で学生さんを理解するこ

とに限界があるが、こころの病の症状の

説明をすると、必ず｢私は〇〇ではないで

しょうか｣と個人的な確認の質問がある。

不安で仕方がないようだ。症状名をさら

に調べて、そのことをレポートにしてく

る学生もいる。ちょっとした告白のよう

になっている。 

少なくない数の学生が、自分はその症

状がぴったりなので、そうじゃないのか

と思うために、講義中にいろいろな補足

説明をする。 

まず、順調に毎日登校できている状態

だと問題はない。だから、こうやって授

業を受けることができるみなさんのいま

の状態だと大丈夫。けれども、気になる

症状があったら、大学内の心理相談室に

行ってみること。また、友人の様子をみ

て気になる症状などがあったら、いっし

ょにいってみるのも良いと、提案する。 

クライエントさんの気持ちを体験でき

るきもしれないから、それも勉強になる

よと、つけたして話す。 

 

◇ 

カウンセリングを受けたいのか、 

それとも学びたいのか？ 
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「カウンセリングって特別なひとのも

のだとおもっていたけれど、大学内の相

談室を利用してもいいのですね」 

素直な感想も出ている。 

カウンセリングと精神科受診と同じ意

味に取っている学生もいなくはないが、

いずれにしても、思い込みもあるようだ。 

カウンセリングに関心のある学生さん

の特徴は、カウンセリングとはなにかを

追求してしっかりと対人支援のために学

びたいと思っている人と、自分自身がカ

ウンセリングを受けてみたい気持ちがき

っかけで、自分の深層心理に関心をもっ

ているひとがいる。 

学生さんそれぞれは、どちらもあわせ

もっているようだ。 

 そのため、カウンセリングが必要な人

の症状名をきくと、敏感に反応している。 

心のケアとか、ストレスとか、こころ

関係の言葉が世の中には飛び交っていて、

こころの病気への妙な関心熱は続いてい

る。 

 

◇ 

ママはヒステリー 

 

日常生活のなかに専門用語が浸透して

いて、本来の意味とは異なる形で使われ

ているものもあるように思う。 

ヒステリーもその典型的な例だ。 

一般には、女性が感情的になって喜怒

哀楽をおもてに出す(=ヒスを起こす)と

いうことになっている。 

｢ヒステリーは、うちのママみたいに、キ

ーキーわめく人のことだとおもっていま

した。本来は、体にマヒがおこることで

そんな意味なんて知りませんでした。し

かも男女関係ないのですね｣ 

受講後、まとめを書いて提出するふり

かえりシートには、授業の感想が記され

ている。 

正しく伝えることそして、理解するこ

との大切さを改めて痛感する。 

 

◇ 

おじいちゃんに優しくします 

 

また、症状の説明を聞いて、気づくこ

ともあるようだ。 

「うちのおじいちゃんは、いつも体調が

悪いと言っています。あっちが痛い、体

がしんどい、癌じゃないかとか病気の話

ばっかりです。親戚のおじさんも勝手に

病気をつくったらあかんっていわれてい

ます。いっしょに住んでいる家族は、お

じいちゃんのその愚痴みたいなものを聞

くのがいやなので、かかわらないように

しています。ぐずぐず言って私はわがま

まだとおもっていたけれど、今日の講義

を聞いて、もしかしたら、心気症かもし

れない。と思うようになりました。さび

しいとおもっているかもしれないので、

もうすこし優しくすることにします」 

 この学生さんのおじいさんが本当に心

気症であるかどうかは確かめられないけ

れど、受講して、発見があることは大切

で、身近にいるひとの理解につながれば、

それは、喜ばしいことだ。 

 

◇ 

不安神経症って心配ばかりしている人？ 

 

私が学生のころのことを正直に話すと

大学の講義内容にあまり関心はもてなか
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った。よくわからない内容をとりあげて

いるような気がして、授業よりも社会福

祉関係の施設でのアルバイトを優先する

ことが多かったし、それがとても充実し

ていた。 

バイト学生だった頃、唯一心理学の講

義が最も楽しかった。授業で心因性の症

状を学び、わくわくしたのを覚えている。

こういう内容を学びたかったのだと発見

した気もした。 

人が心理的に影響をうけることで、さ

まざまな症状があることに驚いた。 

具体的に症状の描写を説明してもらっ

たことは、今でも記憶に残っている。 

そのエピソードは、不安のために、電

車に長時間乗っていられない男の人のこ

とで、ひと駅ごとに電車を降りないと、

目的地にたどり着けないという話だった。 

こんなことが人にはあるんだと知り、不

安神経症という症状を初めて耳にした。 

文学の世界だけでない、臨床での話に

引き寄せられ、人のこころの不思議に触

れた気がする。 

 

◇ 

うしトラ？ 

 

カウンセリングに来られている、ある

年配のクライエントさんが、面接のとき

に、「う～し～と～ら～」を繰り返してお

話されるので、何を伝えようとしている

のかわからなかった。 

聴いていると、どうも、トラウマのこ

とだと理解できた。 

近年のこころのケア関連でのはやり言

葉があるとしたら、それはトラウマかも

しれない。 

なんでもかんでもトラウマだという。 

友だちと待ち合わせをしたのに、土壇

場でキャンセルになったので、それがト

ラウマになってしまっているとか、そん

な感じで使われている。 

いやな思いをした、悲しい体験、ここ

ろの傷などと同じ意味でつかっているよ

うだ。 

新しい言葉を耳にすると、何かの機会

に使いたいと思うのが常だが、もともと

の意味とはことなる。 

躍起になって訂正する気はないが、も

しも、対人支援をする立場になったとき

に、より正確に知っておくことが必要だ

と、そんなふうに前置きをして、トラウ

マのことを学生さんに説明する。 

日常生活と、対人支援の現場での出来

事の重要性も伝えたいとおもっているが、

時間をかけて理解をすすめてもらいたい

と考えている。 

 

ふーんそうなんだと、新しい知識を吸

収して、満足の表情を見せる学生。少し

離れたところで、それほど、関心のない

表情をしている学生さんもいる。 

こころの話はうさんくさいというよう

な感じの学生さんほど、心の健康度がた

かかったりする。 

健康的で対人支援のベースをしっかり

もっている学生になれば良いなと期待を

している。 
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子どもと家族と学校と 

⑨ 

『留年する生徒ゼロのクラス担任』 
 

CONカウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

 

 

 

不登校状態にある生徒さんとその家族

を長年、支援してきた。少しずつ世の中

の関心も広がり、いまでは小学生中学生

の不登校はかなり理解されている。 

高校生になると気がかりなのは、欠席

日数オーバーによる原級留め置き、つま

り留年。次年度にもう一度同じ学年を繰

り返すことになる。 

「留年するぐらいだったら学校をやめ

る」とあっさり退学を選ぶ生徒も少なく

ない。特に高校一年生の中退が目立つ。 

在籍高校から単位制通信制高校への転

校や高校卒業認定試験の利用など、さま

ざまな制度が準備されているようになっ

た。 

選択肢は増えたが、やはり入学した高

校において順調にすすんで卒業したいと

思っている生徒は多いだろう。 

そこで、あらためて気がついたことが

ある。 

担任教師のサポートの素晴らしさだ。 

ある高校の○先生から紹介された生徒

達は必ずと言ってよいほど短期間で解決

しているのだ。そのクラスの生徒は留年

するひとはいないという。 

どういう対応のコツがあるのか、今回

は、家族支援心理カウンセラーの立場か

ら、留年する生徒ゼロのクラス担任。 

その動き方を五つにまとめてみた。 

 

生徒対応のコツ 

欠席理由の把握 

家族との協力関係づくり 

適切な専門機関を紹介 

紹介後のサポート 

地道にすばやく広い視野で動く 

 

 

◇ 

担任教員の生徒家族対応 

 

CONには、「不登校で欠席日数が多く、

留年するかもしれない」高校生が家族と

ともに相談に訪れている。 

とても困っているのでなんとかしたい

という意識よりも、高校の先生から相談

に行くようにすすめられたので、最初は

しぶしぶ来所している様子だ。 

担任による紹介の仕方がとてもスムー

ズな場合は、初回面接から、高校生の本
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人と両親がそろって相談に来ることが多

く、気持ちのよいスタートとなる。事前

に担任が家族面接の重要性を家族に丁寧

に伝えていることがうかがえる。 

目立って特別な動きをするわけではな

いが、カウンセリングがうまくすすむよ

うに調整する担任教師がいると、カウン

セリングに入りやすい土台作りができて

いる。 

では、クラス担任が、カウンセリング

を家族に紹介するまでの経過について記

してみる。 

 

 

◇ 

連続欠席の理由を明確にする 

 

まず、受け持っているクラスの生徒が

連続して欠席した場合、しばらく様子を

みるのではなく、休んでいる状況を把握

するために、ただちに保護者に連絡をと

る。 

単なる体調不良だといってあいまいな

理由の欠席もある。ときに、制服を着て

自宅を出たものの、学校に行っていない

ことがわかって家族もあわてたりする。 

欠席の場合は、病院で診察を受けてい

るのか、医師の診断はどうなのかを家族

に確認し、なんとなくしんどくて家にい

る状態だとわかると、不登校の可能性も

視野に入れて今後のプランを立てていく。 

保護者はわが子が不登校であることを

現実に認めたくないため、見守っている

間に、ずるずると欠席日数が増えて対応

が遅れてしまう。そのような事態になら

ないように、生徒や家族に任せるのでは

なく、早め早めにかかわっていく。 

 

 

◇ 

家での様子を家族にきく 

 

次にポイントとなるのは、気になる状態

があれば、家族とコンタクトをとること。 

 家庭訪問して本人と話をする。ただし

生徒本人と直接に話せないあるいは、会

うことができない場合もある。生徒との

関係をつくりながらも、並行して、保護

者から生徒さんの様子を詳しくきく。 

学校を休んでどのように日々を過ごし

ているのか、どのように家族がかかわっ

ているのか、家族の問題点を詮索するの

が目的ではなく、現在なにが起こってい

るのかの情報を得ておく。あくまでも原

因探しい悪者探しはしない。 

○先生の話では、つねに家族とうまく

話し合いができるとは限らないという。 

欠席日数が増えていくと、学校に保護者

に来てもらい、家での生徒さんの様子を

たずねようとするが、 

「仕事があるから学校に出向くことはで

きない」と返事が返ってくることもしば

しばある。それでも保護者となんとかあ

って、顔を突き合わせて、家での様子を

確かめる。 

そうしているうちに家族にもこのまま

ではいけないという問題意識ができてく

る。 

そこで、担任は、家族から得た情報を

まとめて総合的に判断し、専門機関を紹

介する。 
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◇ 

専門機関につなげる 

 

 動きが早い。 

「わが校の○○さん家族にＣＯＮを紹介

しました。連絡があると思いますので、

よろしくお願いします。」 

と電話が入る。 

続いて、家族から申込の電話連絡があり、

面接の予約がはいる。 

「担任の先生からうかがっています」と

私が電話口で話すと、家族も安心するの

か、簡単に欠席状況をきいて、こちらも

事務説明をすますと、すぐに予約日時が

決まり、初回面接へとつながる。 

適切な対応で素晴らしいなと感じると

ことは、不登校などで困った状態にある

家族がどの専門機関にかかればよいのか

とても的確に判断していることだ。 

家族カウンセリング機関、思春期専門

の神経科、あるいは総合病院、ときに、

体の調子を整えるために整骨院、その上

担当者が女性なのか男性であるのかも把

握したうえで生徒と家族に適した紹介を

している。 

まるで、ソーシャルワーカーのような

ネットワーク力。なかなかここまで動け

る先生はいない。 

 

 

◇ 

紹介しっぱなしにしない 

 

紹介の仕方もかなり配慮がなされてい

る。 

家族は学校から専門機関にいくように

いわれると、やっかいもの扱いにされた

という思いや問題児扱いにされたという

思いが生まれることがある。 

これらは全くの誤解だが、もしもその

ような思いの中で、医療機関の受診やカ

ウンセリングに通うことになるとその後、

学校との信頼関係や、相談機関とのつな

がりもぎくしゃくしてくることが予想さ

れる。 

そのため、 

「専門機関の方針にしたがって、高校

側も対応して解決に協力したいので、相

談に行かれたあとも、ぜひ、どのような

状況なのか、お知らせください」 

と伝える。 

 専門機関にまかせっぱなしにしない担

任の姿勢は、生徒や家族をほっとさせて

いる。 

 

 

◇ 

学校内関係者と情報交換 

 

家族がカウンセリングに来られると、

そののち、初回面接での様子を学校側に

報告する。いうまでもなく、家族に了承

を得てからの報告で、必要に応じてカウ

ンセラーが学校訪問もする。 

学校訪問時には、面接をすることによ

って判断したことを担任に説明しつつ、

学校側の内規ルールの確認をする。 

特に現在欠席日数がどのぐらいなのか、

あと何回の欠席で、留年になるのかの数

字を把握する。 

 学校の担任だけでなく、学年主任ある

いは、クラブ顧問など、その生徒さんに

かかわっている先生方にお会いして、生

徒さんの高校の教室でのできごと、クラ
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ブ活動の情報などをうかがうと、知らな

い情報がぞくぞくと集まってきて、家族

のことがいろいろな面から理解がすすみ

多角的なものの見方ができるようになる。 

また、学校行事の特徴などをお聞きして、

その準備をすることになる。 

 学校関係者と相談機関が連携すること

ができるのも、調整役に動いてくださる

担任の影響が大きく、関係機関の強いネ

ットワークが生まれる。 

カウンセラーは、面接室のできごとだ

けで、家族や生徒さんを理解できないの

で、関係者から一気に情報を集めること

は、数回分の面接に匹敵するほど効果が

ある。 

 

 

◇ 

関係する機関が同じ方針で動く 

 

不登校や問題行動に対して解決力のあ

る教員の行動をみていると、特に秘策が

あるわけではない。ひとつひとつ駒を動

かしていくように地道に動いている。た

だしその取り組むスピードはかなり素早

い。 

 そして、家族と歩調をあわせ対立しな

いように、一体となって問題解決する状

況をつくっている。 

また、それを同じく専門機関ともうま

く歩調を合わせ、同じ方針を確認しなが

ら、日々の情報が更新している。 

 各関係機関が得意分野を活かして、動

くことができるように、担任教師の関係

者間の調整が、問題解決への原動力とな

る。 

 担任は、欠席している生徒の気持ちを

理解することに関心が向きがちだが、子

どもの保護者、そして専門機関の協力な

ど広い視野で支えていく視点が必要だ。 

 スクールソーシャルワーカーも兼任し

ているような担任教員が増えることを期

待している。 
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子どもと家族と学校と 

⑩ 

『私がこんな性格になったのは、母の育て方が悪かったからだ！』 
 

CONカウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

 

 

 

カウンセリングをしている過程で、ク

ライエントさんが変わってきたなぁと明

確に感じることがある。 

それと同じように、大学で講義をして

いて、学生さんたちの理解が進んでいき、

よくわかっている、ちゃんと伝わってい

ると思えてうれしくなることがある。 

それは、ともにある事象に対する受け

とめ方が変わり、柔軟になっていくから

だ。凝り固まってしまった考えから解放

されて柔らかくなる。 

 

 

お母さんの育て方が悪い 

「こんな性格になったのは、お母さん

の育て方が悪かったから、だから私はお

となしくなってしまった、上手に育てて

くれていたらもっと明るくて活発な性格

になっていたのに」 

 彼女は大学に通う学生さん。 

自分の性格が好きではない。おとなし

くて、どちらかというと暗くて、人から

好かれない、いわゆる内向的な性格だと

思っている。お母さんがもっと上手に私

を育ててくれていたら、こんなことには

ならなかったのにと母親批判を繰り返し

ていた。 

 たとえば、大学に入ることができたの

はお母さんが上手に育ててくれたおかげ

などと、スムーズにいったことについて

は、お母さんの影響だとは考えない。う

まくいかないことに関しては決まって、

お母さんが悪いということになっている。 

思い通りにならない状況に向き合わな

ければならないとき、多くの人が同じよ

うな考え方になる。何が原因か、誰が悪

いのかを追求して、その原因らしき要因

がひとつ浮かび上がると、まさにそれが

悪の根源であると集中砲火を浴びせて、

おとなしい性格になったのはお母さんの

せいという考え方が固まっていく。 

ところがこの学生さんに少しずつ変化

が起きる。 

お母さんは、お母さんなりにいろいろ

と考えて、私を育てるために精一杯やっ

てくれたのではないかと思えるようにな

った。 

 習い事もいろいろ行かせてもらったし、

洋服も何かとおしゃれをさせてくれた。 

 勉強しなさいと、そんなに口やかまし
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くいわれた覚えはないし、どちらかとい

うと黙って見守ってくれた気もする。 

このように、考え方受けとめ方が変わ

ってきた。 

 

 

お父さんイヤ 

もうひとり別の学生さんの場合。 

実は、お父さんとうまくいっていない。 

お父さんのことが嫌で仕方がないという。

家族に迷惑ばかりをかけている父が好き

になれない。 

仕事から帰って、家にいるときは、い

つもお酒を飲んでいる。飲み過ぎが原因

でからだを壊して入院をした。回復する

と、また家でお酒を飲んで、再び病院に

入院する。からだのことや家族のことを

考えずにずっと家でお酒ばかり飲んでい

る。母がお酒を飲まないように父にいっ

ても言うことをきかないままだった。 

その姿をみているので、父親に対する

印象は良くない。父と顔を合わせると、

無視するし、話かけることもほとんどな

く、父親否定を続けていた。 

高校生のとき、進路のことでどうして

も父と話しあわないといけないことがあ

った。父が、大学進学を応援してくれる

のはよくわかったが、その話し合いのと

きですら、お酒を飲んでいたのだ。父は

最低だ！と思った。 

 

 

寂しいのかもしれない 

あとでわかったこと、父はお酒を飲ま

ないと、人と話しあえないような気の弱

さがあると母が説明してくれた。わが子

と話すのもアルコールなしでまじめな話

をすることができない状態にあった。 

大学に入ってから、いろいろなことを

学んでいくうちに、少しずつ父に対する

受け止め方がかわってきたことに気がつ

いた。 

たとえば、居間にいて母とふたりで話

をしているところへ父がふらっと姿を現

すと、ふたりとも急に話をやめてしまう。

とく父に聞かれたくない話題ではないが、

楽しそうに話している姿を見られたくな

い思いからついつい無視してしまうこと

も多い。 

このような環境にある家で暮らしてい

ると、もしかしたら、お父さんは寂しい

のかもしれない、、、。 

父のすべてを理解することはできない

けれど、ちょっとかわいそうな気がして

きた。 

大学生になると、これまで抱いていた

親像と異なって見えてくる。親の態度が

大きく変わるということではなくて、親

の行動に対しての子どもの理解が変わる。 

姉妹のように仲良しの母娘、なんでも

おしゃべりする親子もいるが、中学高校

では、友人とのつながりが強くなる一方

で、親に対しては、反抗的な態度を取っ

ていることも多い時期だ。 

高校を卒業すると受験のストレスもな

くなって、新しい生活が始まり、自由に

行動できる範囲が広がる。 

するとそのゆとりも手伝って、親の立

場からものごとを考えられるようになっ

ていく。さらに、親を一人の人間とみる

ようにもなってくる。 

 このころ、お父さんやお母さんから、

おやじやおふくろという呼び方にかわっ

ていく青年もいる。 
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 あるいは、アルバイトを経験すること

によって、毎日親が働いている大変さを

痛感し、そのことから歩み寄れる場合も

あるだろう。 

 これまでさんざん親に対して批判を繰

り返してきた学生さんの受けとめ方が少

しずつ変わったのは、個人の成長と言え

るだろう。そして、対人支援の講義の中

で、学んだことが自らの立場をふりかえ

るきっかけになり、受けとめ方が変わっ

ていくこともある。 

 

 

人は最善の選択をして行動 

 講義の中で、対人援助を必要としてい

る人を理解するとき 

～人はその場その場で、最も有益だと思

ったことを選択して、行動しているとい

う前提で人と接する～ 

あとから、ふりかえってみて、あの行

動は正しくなかったとか、もっとこうし

たら良かったと判断することがあるかも

しれないけれど、そのとき、その場では、

その人は、そうするのが一番良いと思っ

てやったことであるとその人の選択を尊

重した態度で接する。 

そのように、講義において力説してい

る。講師の私の気持ちとしては、対人支

援の現場にいるとき、支援を必要として

いる人には、いろいろな人がいて批判し

たい気持ちになるかもしれないけれど、

人のことを簡単に責めないでよ、という

願いがあるからだ。 

クライエントさんを理解することを通

して、自らの立場や家族のことをふと思

うと、受けとめ方が大きく変わってゆく

のにつながっていったようだ。 

親に対してだけでなく、きょうだいに

ついても同じような感想があった。 

詳細を記すことはできないが、ポイン

トはこうだ。 

 

 

姉はキツイ 

年齢が三歳離れている姉妹の妹は、い

つも姉のことをうっとうしいと思い、ケ

ンカを繰り返していた。 

姉が断りもなく、妹の持ち物をさわっ

たり、洋服を着ていったりすることで衝

突を繰り返していた。 

姉は感情的な表現を多く使って話をし

て、言い合いになり、妹はあまりにも姉

の言い方が激しいので言い返すことがで

きず、黙ってしまう。黙ってしまう妹を

みて、姉がイライラしてまたキツイ言い

方をしてしまう。その繰り返しになって

いることがわかった。 

 妹としては、姉がキツイ言い方をする

ので悲しく感じて、その言い方はやめて

ほしいと思っていた。姉は姉で、感情を

込めて話さなければ人には自分の思いが

伝わらないと考えて、結果的に激しい表

現やキツイ言い方になっていた。 

一生懸命に話をしているのに、妹は黙

るので、その態度にイラついて、妹のこ

とをぼろくそに攻撃していた。 

 

 

姉に言いたいこと言ってみよう 

 そんなときに、講義で人はその場その

場で一番有益だと思うことを選んで行動

をしているということを学んだあとは、

いままでとはことなった受けとめ方がで

きるようになったという。 
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 あのキツイ言い方でもお姉ちゃんなり

に考えた態度。お姉ちゃんに、もうちょ

っと自分の言いたいことをいっても良い

のかもしれないと思うようになり、つね

に姉批判で終わるのではなく、自分でや

れることをやってみようと考えるように

なったという。 

 他者批判を繰り返すのではなく、何を

しはじめたら良いのかそのポイントが見

えるととても動きやすくなる。 

 

 

家族の変化 

相談に来られているクライエントさん

やご家族は、柔軟な受けとめ方をするこ

とができるようになり、かつ次の行動を

起こすことができるためには、時間が必

要だ。 

家族が困った状況から解決に至るまで

によく見られるプロセスがある。 

それはまず、困った状況の渦中にある

場合たとえば、子どもが不登校になり欠

席が長く続くと、私の育て方が悪かった

ら、子どもがこうなってしまったのでは

ないかと、しきりに過去のことを思い出

し反省を繰り返すお母さんがいる。 

また、お父さんは仕事で忙しいからお

母さんにまかせっきりになってしまった、

それが良くなかった。 

 おじいちゃんやおばあちゃんたちは、

孫を甘やかせすぎたと反省する。もっと

ガツンといわないからこそ、子どもが図

に乗ってしまった。好きなものをどんど

ん与えてガマンさせることをしてこなか

ったから、このようになった。 

 それぞれが過去に思い当たることを掘

り起こして、何が良くなかったかのオン

パレード。 

そして、学校の担任がもっと的確に動

いてくれればこんな事態にはならなかっ

た、クラス担任の配慮が足らないなどと、

攻撃対象が学校になったりする。 

そのように、これまでのことを見つめ

なおしていくと、少しずつ全体像が把握

でき整理される。そのまとめができると、

さぁ次のステップ。 

これからどんなことができますか？ 

と考えていく。 

少なくともこれまでと同じように続け

ていくのが良いと思うことはどんなこと

ですか？ 

あるいは新しく始めると良いと思うこ

とはどんなことですか？ 

と、過去ではなく今後に焦点を当てて、

話し合いができる状態になっていく。 

これからについて考えていくことがで

きる状況になると、家族が能動的になり、

少しずつ変化がやってくる。 
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子どもと家族と学校と 

⑪ 

『どこからが問題？なのか、早期発見、早期対応』 

 

CONカウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

 

 

問題がいろいろある学校生活 

 

現在、この複雑な社会で暮らしている

子どもたちは、何かの問題を抱え、困難

なことに直面することが少なくない。 

発生する場所は、学校内だけでなく、

生活している地域、そしてインターネッ

ト上にあり、児童生徒が被害を受け、思

わぬところで、加害者側になっている。 

このような環境のなかで、クラス担任

は、さまざまな事象に対して、どの程度

から｢これは問題だ！」と判断して対応す

るのだろうか？ 

 

 

何が問題？どの程度からが問題？ 

 

つぎの内容をイメージしてみてくださ

い。 

『あなたは、中学１年生のクラスを受

け持つ担任教師です。あるとき、35名の

生徒うち、ひとりが欠席しました。保護

者から風邪をひいたので欠席すると連絡

がありました。そして、その翌日、始業

時間前に欠席連絡がありました。さらに、

翌日も連絡が入りました。欠席は連続三

日になりました』 

さて、クラス担任のあなたは、この時

点でどのようなことが頭の中にめぐって

いますか？ 

 欠席している生徒がクラスでどのよう

な表情をしていたかを思い浮かべてみる。 

明日は登校してくるかなと期待しつつ、

インフルエンザが流行し始めているのか

もしれないと考える。 

持病やアレルギーは？クラブ活動は？

教科科目の成績など、急な変化はあった

か、学校行事で本人が気にかけているよ

うなことはなかったか、などと見直して

みる。  

保護者、お母さんは在家庭それとも仕

事？何人きょうだいなのか、同じ学校に

兄や姉は在籍しているか？妹や弟は何

歳？家族構成を再確認する。 

保護者から生徒への対応について要望

はなかったかと情報を整理する。 

 

 

判断のための情報集め 

 

「うちのクラスの生徒、三日連続欠席だ

けれど、何か気がついたことありますか」

と他の教科担任、クラブ顧問に様子をき
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いてみる。 

何か困っていることがあるのか？いじ

めがあったかな？不登校かな？もしかし

て、子どもの安全が疑われる状態？  

情報を集めて仮説を立てつつ、今後の

動きを考えていく。 

 こちらから保護者に電話をするとした

ら、自宅あるいは携帯？父あて、それと

も母？本人と会うことはできるのか。家

族が家庭訪問に抵抗を示すことはない

か？保護者は担任に相談しにくいと思っ

ているのか、これまで、なんとなく気に

なることや疑問点のようなことを感じた

ことは？ 

いろいろと想像力を働かし、家族と話

し合う前に、もういちど情報を整理する。 

 

 

スケーリングクエスチョン 

 

 ある生徒が連続三日にわたって休んで

いる場合、担任のあなたは、今の時点で

どのぐらいの問題意識を持ち始めるだろ

うか。その支援の必要度合いについて、

数字に置き直して考えてみる。 

 

１←―――――――→１０ 

 

必ず支援が必要だというのを 10、支援

は必要なしを 1とすると、今の時点でこ

の生徒に対するスケール＝問題意識の尺

度は、１～10のうち、どのあたりになる

だろうか。 

あるひとは、５のところに印を入れた。

まだ判断できる情報が集まっていないか

ら５。 

あるひとは、１のところに印を入れた。

インフルエンザかどうか、高熱が出てい

るのか、医師の診断はどうなのかなど、

病状の確認をする。そのうえで、メンタ

ルな問題の可能性を含めて考える。 

メンタル以外でも家族の生活状況で、

お母さんが病気がち、父親は単身赴任な

ど、知っておくべき情報はないかと収集

する。 

再び、スケールについての話にもどる。 

このスケールのうち何点が妥当だと断

定するものはなく、人によって受け止め

方は異なる。 

ここでは、スケールを頼りにするより

もその数字にした理由に注目をする。 

なんだか気になるなと感じる人がひと

りでもいる場合は、いろいろな可能性を

考えて、支援するために動く準備が求め

られる。  

だれかが問題だと感じた時点で、問題

が存在し始めるのだ。 

  

 

３０日休むと長期欠席児童生徒 

 

 実際は、長期欠席の児童生徒として、

統計上にあらわれる規定の欠席日数は、

３０日や５０日だ。 

わかりきっていることだが、２９日間

の欠席日数では、長期欠席として当ては

まらない。もちろん、三日休んでいる場

合も長期欠席ではないが、今後この欠席

日数がどうなっていくのか年度末には、

規定日数の範囲にはいる可能性もある。 

欠席している、その背景などをしっか

り把握していく必要がある。 

担任教師の中には、問題意識を感じる

とすぐに対応するタイプ、じっくりみて
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から動くタイプ、見守ることが多いタイ

プ、解決するのが得意なタイプ、教員に

もさまざまな先生方がいる。 

何人かの教員の目を通して、つまり担

任を中心に学年団で情報を共有して協力

体制を整えることが必要だろう。 

 

 

問題行動への対応が先で 

メンタルな問題はあとまわし 

 

生徒同士がケンカをしてけがをした、

万引きで警察から連絡が来たなど、法に

触れる問題行動の場合は、即時の対応が

必要だ。 

一方、連続して欠席している生徒の緊

急性は高くなく、目の前で事態の変化が

あるわけではないため、対応があとまわ

しになりがちだ。 

 また、担任によっては、問題行動の児

童生徒に対する対応は慣れていても、メ

ンタルな問題はよくわからない、得意で

はないと自覚している教員もある。 

 

 

問題視しない親と気にしすぎの親 

保護者の意識の差 

 

親によっても受けとめ方がまちまちだ。 

学校を連続して三日休んでしまうと、

授業についていけなくなるではないかと、

勉強の遅れを心配する親。 

病気かもしれないし、不登校かもしれ

ない、怠けているのかもしれないし、ど

うも様子がおかしいけれど、親に話そう

としないので、子どもへの対応をどうし

たらよいのかと困惑する親。 

あまり学校がかかわってほしくないと

思う保護者もいれば、できれば、相談に

のってもらうことを待ち望んでいる保護

者もいる。 

はずすことができないのは、親が、子

どもの状況をどう受け止めているのか、

子どもの様子そのもの情報把握と、親の

受けとめ方を区別して理解しておくこと

だ。 

 

その日のうちに家庭訪問 

 

「私は、生徒が二日連続して欠席する

と、その日のうちに家庭訪問をすること

にしています」 

とある教員は話す。 

インフルエンザ等の医師の診断があっ

たとしても、学校の様子を生徒と保護者

に伝えたいのでプリントを持参して、家

を訪れるという。 

家庭訪問をすることで、生徒本人と会

えなくても、親と協力関係を作ることが

できるのでというがその理由だ。 

中には、子どもが学校を休んでいても、

しばらくしたら元気になって登校できる

と、子どもが困難な状況にあることを認

めない場合がある。そのときは、「完全に

不登校になるまえに、相談に行きましょ

う」とカウンセリングや医療機関を紹介

するという。 

このように、教員の家庭訪問は、さま

ざまな問題発生の予防になると考えられ、

早期対応の一例だ。 

 

 

支援の妨げになるもの 
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ＣＯＮのカウンセリングにやってきた

家族の中には、あと一日休んだら単位が

取得できないと学校から示された家族が

いた。 

カウンセリングにやってくるまでに、

すでにいろいろなドラマがあったにもか

かわらず、来られなかったのは、本人が

「明日は行くから」と、子どもの言うこ

とを信頼していたのがその理由だという。 

学校からは、以前にカウンセリングを

紹介されていたが、カウンセリングに行

くということは、子どもはだめな状態に

あるということをはっきりさせてしまう

ので、避けたい気持ちがあったのも事実

のようだ。 

問題が起こった時に、解決を妨げるも

ののひとつが、ある状態を認めない、認

めたくないという姿勢だ。カウンセリン

グにお世話になるとは情けないというよ

うな恥ずかしさもあるだろう。 

確かな手立てをもたないまま、問題視

をしないことで先送りする。そのままに

するのは、事態を悪化することにつなが

ると考えられる。 

もちろん、自然に回復することも可能

性としてあるが、対応可能な場合は、で

きるかぎり早い取り組みが、より早い解

決につながると考える。 

将来は、問題が起こってからの対応で

はなく、問題が発生する前に対応できる

ように、予防カウンセリングを兼ねたさ

まざまな種類の教育プログラムも準備さ

れることになるだろう。 

 

 

問題を先延ばししない 

 

現在、不登校状態にある生徒が一日も

中学に登校することなく、卒業し、高校

に入学することは決して珍しくない。 

また、高校に入学したあとも引き続き

様々な支援があり、時間がかかっても卒

業でき、別の学校への転校が可能で、高

校卒業の資格を手にすることができる。 

高校入学することができれば、あるい

は、卒業できれば、すべて問題が解決し

たかのような気になる。 

しかし、ここでは何がどのように問題

なのかを把握して、今後子どもがどうな

っていく必要があるのかを描かなければ、

いつまでも事態はこう着状態だ。 

大学生の不登校が増えているのは、そ

れまでの問題事項を先延ばしにしてしま

ったがゆえの結果とも考えられる。 

 

 

関係者が協力して早期対応 

 

問題だ、心配だ、こんな可能性がある

と、大騒ぎするのは、心理職の人に多い

と言われたことがある。実際そのように

感じる。 

一方で、職種に限らず、年齢を重ねる

うちに、危機感が薄れていく気もしてい

る。鈍くなっていくのだ。 

心配し過ぎも良くないが、何とかなる

と根拠もなく楽観視するのも、賛成でき

ない。 

大切なのは、問題の程度に限らず、子

どもの関係者の多くの人が集まり、さま

ざまな立場から、気になる状態を把握し

て、見守りながら協力して支援すること

だと思っている。 
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子どもと家族と学校と 

⑫ 

『安心してカウンセリングを受けるには！』 

 

CONカウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

 

相談をお受けできない事情 

 

｢うちの息子、調子が悪いので中島さん

のところでカウンセリングしてやってく

れませんか｣ 

仕事関係の仲間から依頼があった。 

息子さんが、学校生活をうまく過ごせ

なくて、家にいるという。 

かなり困っておられることが話しぶり

から伝わってきた。なんとかできないか

と思いながら話をきき続けていると、子

どもさんとよく話し合いをして状況につ

いてもくわしく理解されている様子がわ

かってきた。 

｢それは心配な状態です。相談に行かれ

るのがよいと思いますよ。大変残念なの

ですが、私のところでは知り合いの方の

子どもさんの相談はお受けしたくても、

できないのです。それは、相談内容に対

して、冷静に判断ができず、個人的な感

情がからんでしまうからです。なので、

よければ、私が信頼している専門家を紹

介しますが、どうされますか？｣ 

こんな説明をゆっくりとしていく。 

私に対して信頼を寄せて、話をしてく

ださったにもかかわらず、引き受けられ

ないと伝えるのは、申し訳ないと思う。

しかし、 

『ここで相談を引き受けてしまうと、

かえって迷惑をかける。フェアな立場で

説明しなければならない』 

と、言いきかせる。 

 

一般的には、何か困った状態になった

とき、サポートの専門家が身近にいて、

しかもよく知っている人だと、相談依頼

をしやすい。 

が、相談内容によっては、知り合いだ

からこそ、逆にマイナスも出てくる。 

たとえば、あなたの息子さんの状態は、

〇〇の可能性があります、なので、△△

してみましょうと、専門家としてある判

断をして、その情報を伝えるとすれば、

お互いにさまざまな感情が揺れ動くこと

になる。 

共感することは大いにできても、リー

ダーシップを発揮するときや、何かの決

断をするときに妨げとなるため、家族支

援心理カウンセラーは、友人や親族のカ

ウンセリングは引き受けられない。 

 

今回は、安心してカウンセリングを受

けるためにどのようなポイントがあるの

か、考えてみたい。 
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うちの子が不登校？戸惑う親 

 

子どもが学校を休んでいる。 

微熱があり、風邪による欠席だと思っ

ていても、欠席日数が重なっていくにつ

れ、本当に風邪なのかと疑問がでてくる。 

もしかして怠けているのか？それとも

誰かにいじめられているのか？それとも

精神的な病気なのか？とあれこれ思いめ

ぐらす。 

子どもの様子をじっくりとみていくう

ちに、学校に行けない状態＝不登校かも

しれないと考え、適切な情報を得たいと

思い、インターネットで情報を集める。 

誰もがよくとる行動だ。 

情報集めをしつつ、少しずつ現状を受

け入れていき、なんでうちの子に限って

こうなったのだろうと関心が過去に向い

ていく。 

 中には、お父さんが◇◇だから子ども

がこうなったのだとか、おばあさんが孫

を◇◇するからこうなったと、家族内に

問題が飛び火したりすることもある。 

子どもの問題にどう対応するのが良い

のかと家族は大きな影響を受け戸惑う。 

 

相談先の見つけ方 

 

では、子どものことで、不登校など何

か困った状況にあるとき、どこの誰に相

談に行けばよいのだろうか。 

おすすめは、学校関係者や医療関係者

など、現在、直接子どもにかかわってい

て、子どもの様子を少しでも知っている

人から紹介をしてもらうことだ。 

子どものことを理解している担任、学

年の先生や、家庭医が適任だろう。 

学校によれば、スクールカウンセラー

やスクールソーシャルワーカーが専任で、

常駐しているところがあり、学校内の専

門家を紹介される。常駐していない場合

は、心理療法の専門家と連携しているこ

とがあるので、地域のネットワークのな

かからカウンセラーを紹介しているとこ

ろが多い。 

 

避けるべき相談スタイル 

 

ここで、注意をひとつ。 

おすすめではない相談スタイルもある

ので記しておきたい。 

近頃は、カウンセリングや心理療法に

関心が集まり、カウンセリングを勉強し

ている人がいる。 

しかし、カウンセリングを学んでいる

人と、カウンセリングを仕事にしている

人とのあいだには大きなへだたりがある。 

専門家ではない、勉強中の大学院生な

どに相談をするのは控えること、さらに

学校の先生は教育のプロであっても、ヒ

ューマンサポートのプロではないので、

必ず、専門家に相談をすることが大切な

ポイントとなる。 

 また、最近は、インターネットで検索

をして選び出し、いろいろ比較しながら

読んでいると、書かれている内容に納得

して、行ってみたいと思うことがあるか

もしれない。 

ただ、子どもの相談に関して言えば、

いま通っている学校や医師による紹介先

に通うことが適していると考えている。 

 多くの学校では、過去に児童生徒のさ

まざまな問題に対して、関係する相談機
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関と協力して対応にあたるという経験を

してきている。 

 学校と相談機関、さら家族が協力して

子どもの問題解決を支えていくためには、

連携しやすいところの方が効果的と考え

るためである。 

子どものことで困った場合は、学校関

係者、医療関係者にまず事情を話し、子

どもの様子を知っている人から紹介して

もらうことをすすめたい。 

 

法に触れる問題行動 

 

子どもの問題行動で困っているときに

なかでも他者に何か迷惑をかけてしまう

ような行動があるときは、注意が必要だ。 

法に触れるような行動の可能性がある

場合は、カウンセリングや心理療法より

も、各地域にある公的な相談機関に行き、

適切な指導をうける必要があるかもしれ

ない。地域の規模によって相談窓口は異

なるが、児童相談所などが相談機関にあ

たる。 

たとえば、ライターを使用して火遊び

を繰り返し、庭で紙を大量に燃やしてい

ることが日常的にあり、近所でボヤ騒ぎ

あった。どうもわが子がかかわっている

かもしれないようなとき、とくに子ども

が 18歳未満の場合は、児童相談所に行き

相談することが望ましい。 

 また何かの事件に巻き込まれて、被害

者になっている可能性のある場合も同様

だ。 

 このあたりの判断は慎重に行う必要が

あるが、カウンセリングや心理療法がす

べてにおいて適切であるとは限らないこ

とを付け加えたい。 

 

医療機関が適している状態 

 

子どもの様子がいままでとは異なり、

話しのやりとりがうまくできなくなるこ

とがごくまれにある。 

たとえば、つじつまが合わないような

ことを口走ったり、決してあり得ないこ

とを言い始めたりする。常にそのような

状態にあるのではなく、あることがらに

対しては、極端に変わった言動が増え、

現実から大きくはなれている。そのよう

な場合は、医療機関、神経科や精神科な

どに行くことが適している。 

本人が受診できないような場合は、ま

ずは、親が行き、子どもの状況を説明し

て、担当医と治療方針を話し合い、たと

えばまずは投薬治療を開始することが先

だと考えられることもある。 

治療を継続して子どもの様子に一定の

落ちつきがみられたあと、心理治療が有

効の時期であると判断されると、医療機

関での治療と並行してカウンセリングを

行うことになる。 

カウンセリングには、適切な時期も存

在する。 

 

相談に行きはじめたら一か所で 

 

相談機関にかかることになったら、改

めて大切なポイントがある。 

それは、相談がスタートしたら別の相

談機関には行かず、必ず一カ所に絞るこ

とだ。 

現実には、 

「いろいろな人の意見をききたい、よ

り適切な対応を教えてほしい」 
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という思いから、同時に複数の相談機

関を掛け持ちする家族がおられる。 

できるだけ早く解決したいので、いろ

いろ試してみたいとの気持ちは理解でき

なくはない。が、各相談機関による問題

解決の目的は同じでも、そこに至るまで

のプロセスが同一ではなくさまざまなや

り方がある。 

まるで漢方薬と市販薬とサプリを同時

に服用するようなものだとたとえると、

おわかりいただけるだろうか。 

同時に多機関にかかることは、逆効果

となり、子どもの状態改善のために何が

適しているのかわからなくなってしまう。  

それぞれの相談機関から、多くのことを

示唆され、混乱し、子どもにしわ寄せが

いってはいけない。 

そのためにも相談先を一つに絞り、土

台作りをしっかりしてカウンセリングを

受けることが大原則だ。 

 

カウンセリングは敷居が高い 

 

講義をしている大学で学生さんから 

｢中島先生のカウンセリング受けてみた

いので申し込みはどうしたら良いです

か｣ 

そうたずねられると、受講している学

生さんのカウンセリングはできないこと、

深刻に困っている状態ならば、学内の学

生相談室を利用するように話している。 

もちろん、立ち話程度ですむ相談内容

なら、その場で話し合いをするけれど、

個人的に深刻な問題については引き受け

られないので、 

「相談に行って体験するのもひとつの勉

強だよ、クライエントさんの立場になっ

て初めて、わかることもあるよ」 

と言葉を添えている。 

実際に申し込んで、相談室に行くケー

スは少ないようだ。 

 

まとめ 

 

カウンセリングに行くということは、

弱い人だからカウンセリングが必要だと

いうイメージがありどうしても敷居が高

くなっている。 

だからこそ、身近に専門家がいると、

つい相談をしたくなるが、本来カウンセ

リングがうまく進むにはいろいろな要件

が含まれるものである。 

適切な相談先といえば、現在、属して

いるネットワークの相談機関に行くこと

がもっとも効果が期待でき、安心できる

カウンセリングだと考えている。 

 

子どもについて 

安心できるカウンセリングは 

①学校や医療機関から紹介してもらう 

②専門家に相談をする 

③相談先は一カ所に絞る 
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子どもと家族と学校と 

⑬ 

『もしも、あなたがカウンセリングに行ったなら』 

 

CONカウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

 

 

前回の内容は、子どもが何か問題を抱

えてカウンセリングが必要になった場合、

子どもの状況に適した専門家を関係者に

紹介してもらい、一カ所にしぼって通う

のがポイントということを記した。 

今回は、その続編。 

相談に行く専門機関が決まり、初めて

カウンセリングを受けることになった。

紹介者もいてひと安心だが、さぁここか

らが本番。 

カウンセリングを効果的に受けるポイ

ントがあるとすればどんなところにある

のかについて記してみたい。 

 

 

初めてのカウンセリング 

 

どこかに行くとき、慣れない場所を訪

問することが苦手な人もいれば、苦痛を

全く感じない人もいる。 

どちらにしても、カウンセリングを受

けに行くのを、喜びとして通う人はあま

りいない。 

 カウンセリングを受けようとするとき

問題を解決したいという期待とともに、

こんな状態を人に話すなんて恥ずかしい、

こんな格好の悪い話は言いづらい、依存

的で甘えていると思われないかと不安が

入り混じっている。 

弱みを人に話したくないと考える人も

いて、日本では費用を払って相談に行く

習慣はまだまだ定着していないため、気

が重い人も多いだろう。 

 

 

責められることはない 

 

親の育て方が良くなかったから子ども

がこうなってしまったと批判されるので

はないかと、不安になる。ながながと家

族の事情を話すのはエネルギーがいる。

ましてや、知らない人に話すのはためら

いがあって当然だ。 

初回面接の前から、落ち着かないのは、

カウンセリングの様子があまり知れられ

ていないからで、実は誤解も多い。 

カウンセリングでは、誰が悪いなどと

いうような悪者さがしや、親批判はなく、

どんな話にたいしてもしっかりと聴くこ

とが基本、カウンセラーは白紙の状態で

聴かせていただくという姿勢で、来られ

る方を待っている。 
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お説教はもちろんない。 

カウンセリングに行く前に準備をする

必要はないのだけれど、責められること

はないということを知っておくと良いか

もしれない。 

 

 

子どもの様子を具体的に伝える 

 

子どもの様子をたっぷりと聴かせてい

ただくことが中心になるので、余裕があ

るなら、いまの様子そのものを伝えるよ

うに心がけるとスムーズに面接が運ぶ。 

どうしてこのような困った状況になっ

たのかの原因を考え始めると迷路に入っ

てしまうので、できれば避けたい。 

まずは、いまの子どもの様子そのもの

を伝えるという気持ちで訪れるのが良い

だろう。 

たとえばこんな要領だ。 

子どもが学校を休み始めた。学校を休

んで自宅でどう生活しているのか、学校

に行くことができたときの様子は？学校

が休みのときはどうか、少し元気がある

ときはどんなときか、子どもが得意なこ

とは？など。 

カウンセラーとともに子どもの行動を

ふりかえっていきながら整理をしていく

と、あらためて特徴を確認でき、これか

らの方向性をさぐることにつながってい

く。 

 

 

気になることは質問 

 

カウンセリングに行ったときに、なか

なか話しだせなかったりすることもある。 

個人カウンセリングの場合はなおさら

その傾向があるので、話せるところから、

自分なりのペースで話していくとよい。 

初めてカウンセリングに行くと、担当

のカウンセラーはどんな人なのかと強い

関心を持つ。何が待っているのか、何を

きかれるのか、話しやすい雰囲気なのか、

気難しくないか、苦手な感じはないかな

ど、よりどころがない分さまざまな感情

がゆれ動く。 

万が一、何か気になることがあった場

合は、できる範囲でかまわないので、質

問をしてみることだ。 

受け身になりがちな立場のなかで、い

ろいろと湧いてきた疑問を示し、それに

対してカウンセラーが正直にこたえる。

そのようなやりとりを通して、コミュニ

ケーションが成立していく。 

カウンセラーの指示のもとに問題解決

するというよりも、カウンセラーととも

に問題に対して向き合い、次のステップ

に進んでいく協力者だと位置づけるとイ

メージがつきやすいだろうか。 

「私の話を良く聴いてくれているのは、

よくわかるけれど、なにもいってくれな

い」 

「話をしたあとは少しすっきりするけ

れど、おなじことばかりで進展がなく行

っても仕方がない」 

カウンセリングを経験した人からこん

な言葉を耳にすることがある。 

カウンセラーはすでに答えをもってい

て、教えてくれないと思っているようだ。

解決法をズバリ教えてもらえるのがカウ

ンセリングだとおもって、通っていると

このような感想になるのだろう。 
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カウンセラーとの相性 

 

ここである研究結果を示したい。 

カウンセリングや心理療法で良い結果

がもたらされたとき、何が良くて変化し

たのか、その要因について、マイケルラ

ンバートが研究をしている。 

その結果によると、四つの要因のうち

のひとつは、クライエントとカウンセラ

ーとの関係性によるところが大きいこと。

（30％）つまり、カウンセラーとの相性

が影響するということになる。 

 

担任の先生との関係がそれぞれの生徒

さんによって異なるように、カウンセラ

ーとの関係も見極める必要がある。 

ある生徒にとって、ある担任はとても

ストレートな対応で、話しにくいとおも

っていても、ある生徒にとっては、さっ

ぱりしているから、話しやすいと思う場

合もあるだろう。 

すべてのクライエントさんと良い関係

を築くことができるカウンセラーはそう

多くはないため、相性が合うかどうかと

感じる点は、素直に受け止める必要があ

る。異性の立場からすると生理的に受け

入れられないこともまれにあるので、相

性ついては、しっかりとその感覚を確か

める必要がある。 

 

話を要因に戻す。 

カウンセラーとの相性よりもさらに大

きな要因として、クライエントの個人的

な要因によることが影響していると結論

付けている。（40％）これは注目すべき点

だ。 

個人的な要因とは、カウンセリング以

外のことがきっかけで変化をしている。 

極端な言い方を許してもらうとすれば、

自然に発生した何かの事象により変化を

している。カウンセラーとの良好な関係

も大切な要因だが、さらに重要な要因＝

個人的なきっかけがあって、クライエン

トは元気になっているというのだ。 

 

もう少し続ける。 

その他に挙げられた、元気になった要

因は、カウンセリングに対する「希望や

期待」が 15％。そして、同じ割合で心理

療法等の技法の要因が 15％。ここでやっ

と技法の効果が登場する。 

カウンセラーが研鑽を積んで、何とか

派の心理療法や技法にこだわって面接を

しても、その効果はわずか 15％にとどま

っている。もちろん常にカウンセラーは

学ぶ姿勢をもって技法も大切だけれど、

クライエントが元気になるのは、まわり

でおきた個人的なできごとと、カウンセ

ラーとの相性による効果を合わせると、

70％にもなる。 

 

これらの結果からは、クライエントさ

んの周りで起きた出来事を見守りながら

変化のチャンスを逃さず、信頼関係を築

きながらすすめることを忘れずいること

の大切さを理解した。 

示された結果から思い起こされるのは、

いまから 18年ほど前の阪神淡路大震災

後の出来事だ。 

当時、阪神地区に暮らしていて震災の

影響で亡くなった人も、甚大な被害を受

けた人もあり、悲しみに覆われていた。

そんななか、カウンセリングに通ってい
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た人が無事でいて、震災直後から活発に

動き出した例もみられた。 

うつ状態や不登校などの困りごとより

も、生きることに直面したクライエント

さんたちは、まずは生活することが先決

になった。面接場面で話していた話題で

はなく、自然災害による大きな変化が人

を動かしたと考えられる。 

このような経験をした人は必ず元気に

なるというものではないが、何か予期せ

ぬ出来事をきっかけにして変化する人は

多く、カウンセリングの有無や技法など

にこだわらなくても人々は回復力を備え

ていることを確認するに至った。 

家族療法の考え方のなかに、意味のあ

る雑音(＝meaningful noise)が変化につ

ながったということは、以前から指摘さ

れてきたことだ。意図的にハプニングを

作り出すことはできないが、日々いろい

ろな影響のもとに人は生きていると感じ

た。 

 

 

人はもともと 

元気になる力を持っている 

 

カウンセリングの実際の様子は、比較

的地味な作業だ、しかし、世の中にひろ

がっているイメージは、カウンセラーが

的確な指示をして、みるみるうちに元気

になって 

劇的なドラマあり！というところか。 

そのようなことはめったにないので、

かなりギャップがある。 

大変身を期待してカウンセリングに行

くと、かえって変化のチャンスをのがし

てしまうことになりかねない。 

人はもともと元気になる力を持ってい

るということをしっかり理解したうえで

カウンセリングに通うこともポイント。

カウンセリングを含めた日々の生活全体

を見渡す大きな視点をもっていると助け

になると考える。 

 

 

まとめ 

 

もしも、あなたがカウンセリングに行

ったなら 

① 責められることはない 

② 気になることは質問する 

③ カウンセラーとの相性を確かめる 

④ 人はもともと元気になる力を持って

いることを忘れない 

 



 

 

44 

 

子どもと家族と学校と 

⑭ 

『体調不良と不登校』 

 

CONカウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

 

 

子どもが病気になり学校を休むと、その

ことをきっかけにして、学校に行きづら

くなる場合があります。大人でも病み上

がりは、つらいものです。 

今回は病気や体調不良で学校を欠席す

ることと、不登校状態の欠席がテーマで

す。 

 

 

 

風邪それとも不登校？ 

 

「風邪をひいて発熱が続き学校を休み

ました。しばらく静養して熱は下がりま

した。学校に行ってもいいと医師から許

可がおりても、しんどいから無理だ、行

きたくないと言って家にいて、結果的に

長期欠席になりました。病院で改めて検

査をしたのですが、特に体に悪いところ

はなかったのです」 

このような話を聞くと、どこまでが風

邪でどこからが病気でないのか、その区

別がわかりにくいと感じる。 

病状はすっかり回復したにもかかわら

ず、学校に通わないとは、いったいどう

なってしまったのだろうと家族は理解で

きない思いでいっぱいになる。 

 

 

体調が悪いから学校に行けない 

 

これまで小学生から大学院生までの不

登校状態にある子どもさんとその家族へ

の支援を長年してきた。 

すると、からだがしんどいから学校に

行けなくて休むという話題がたびたび登

場する。 

学校に行くべきだとわかっているけれ

ども、朝になると起きられない、お腹が

痛くてトイレに入りそのまま出られなく

なる。前日の夜は、わりと元気で翌日は

行くつもりでいるけれど、登校すべき時

間が近づくと何かと体の不調がでてきて、

欠席するといったぐあいだ。 

 

 

病気でないときの欠席は要注意 

 

体調不良を訴えるものの、なんとなく、

子どもの様子がおかしいなと周囲が感じ

始めたころには、不登校の可能性が濃厚

になっている。 
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何日ぐらいの欠席で不登校と考えれば

良いですかと尋ねられることがある。統

計上は、年間 30日以上の欠席をした児童

生徒を不登校状態としているが、明確な

理由がないのに休んでいる場合は、すぐ

にでも支援が必要で、相談に行くことを

すすめている。 

不登校かどうかを明らかにするよりも、

病気ではないのに学校を休まなければな

らないほどの状況は、緊急事態で、蓄積

された「何か」があるため、すぐに対応

が必要と考えるからだ。 

 

 

何かが無理になる停滞状態 

 

欠席理由は、何なのか、その正体はと

てもわかりにくいものだ。あるひとつの

要因というよりも、いろいろな事象が絡

み合って、がんじがらめになっていると

考えられる。 

怠けているのか、それとも、わがまま

や甘えなのか？あるいは根性がない？と

欠席しているのは、子どもの性格による

ものと考えがちだが、まずは、今いきづ

まっている状態に向き合うことが大切だ。 

本人や家族は、不登校と認めたくない

気持ちと、それでも登校できない状況が

あわさると、その影響がさらにひろがり、

次の事態をひきおこす。 

欠席日数がかさみ、気持ちばかりがあ

せってしまい、とくに親の方が、頭を抱

えて、何が良くなかったのかしらと、原

因さがしの渦に入り、不安定になってし

まうこともたびたび起こる。 

なかでも体調不良の場合は、気持ちの

危機感がさまざまな症状としてあらわれ

ているかもしれないので、体調回復とと

もに、しんどくさせている何かに向き合

う必要が求められる。 

では、こんなとき、親や教員はどのよ

うに対応すればよいのだろうか。 

 

 

「なんとなく休む」を回避する 

 

今日は学校を休むと子どもが言ってい

るあるいは、登校時間になっても行こう

としない様子なので休むことになったと

したらそのあとどう過ごすのかについて

考えてみたい。 

無理やりに親が引っ張って学校に登校

させるようなことはしなくてよいけれど、

ここからは、親の出番。 

登校時間を過ぎた場合には、これから

どうするのかについて、見通しを示す必

要がある。 

それは、体調不良への対処。つまりで

きるだけ病院に行き、診察を受けること

だ。 

 

 

欠席の意味づけ 

 

ここでポイントとなるのは、どうして

休んでいるのかの意味づけを明確にする

こと。つまり、体調不良で休んでいるの

なら、病院にいき、診察をうけ、病気か

どうかを診断してもらい、病気の場合は、

医師の指示にしたがって、その日はきっ

ちりと療養する。 

診察の結果、学校を休むほどの病気で

はないことがわかったとき、登校できそ

うならば、家で過ごさずに少しの時間で
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も学校に行くなど、子どもと話し合いを

して、めりはりをつけることだ。 

これは、親の態度を子どもに示すこと

と、学校への報告は、医療機関による診

断や病名を伝えるためである。 

あいまいなままで、欠席を続けること

だけはできるだけ、避けたいと考える。 

 

ここで、あるエピソードをひとつ。 

長期欠席の相談に来られたある家族は、

医療機関に行き、診察を受けたところ実

際に病気を患っていることがわかった子

どもさんがあった。 

それは次のような経過だった。 

朝になると体がだるくて、何かをする

気力もなく、しんどいといって、学校を

休む。自宅ではゴロゴロとよこになって

静かに午前中を過ごすが、午後は少しず

つ元気になり、比較的食欲もあり、明日

は大丈夫、登校できると話す、というこ

とが繰り返された。 

これだけゆっくり家で過ごしても登校

できないのは、てっきり不登校だと両親

は思って、まずは、親が学校の紹介で相

談面接にやってきた。念のため、受診を

したところ、疾患が見つかり、すぐに入

院。こんなにしんどかったのは、病気だ

ったのだと、その結果に青ざめた。体も

頑丈で大きく、うちの子どもが病気にか

かっているとは想像していなかったとい

う。 

このような経験からも、病気かどうか

の診断をしっかり受けておく必要がある。 

 

 

欠席した日の過ごし方 

 

では、ここで、以下のような過ごし方

はしないようにという例をあげてみたい。 

それは、体調不良だけれど、病院に行

くほどでもないと家族が判断して家にい

る状態だ。 

そのような欠席が繰り返されると、朝

の登校時間が過ぎれば、まるで休日のよ

うな気分になって、すっかり、自分のぺ

ースですごしてしまう可能性が考えられ

る。 

そのような過ごし方になっているとす

れば、その生活スタイルを長く続けない

ように改善する必要がある。 

子どもの気分転換のために、親子で買

い物や食事に行って、「明日は行くのよ」

と念を押しても、とくに効果があるとは

考えられない。 

もしも、ゆったり過ごせる時間がある

場合には、親はやるべきことをしてすご

し、子どもも、静かに過ごす。 

そして、子どもは、とりもどさなけれ

ばならない勉強の時間などに充てるなど、

休んでいる自覚を持つことが、新たな行

動に移行するきっかになりやすい。 

ただ、学校などで大きなトラブルなど

があり、充電期間を必要として休んでい

る場合は、別である。 

あくまでも、あいまいな状態は避けた

いということであって、授業が行われて

いる時間帯から、おやつを食べる。制限

なくゲームして過ごすことは、親は許可

しない、一貫した態度を示すことだ。 

 

 

学校は欠席理由を把握すること 

 

また、学校側の対応も家族に対して明
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確にしておく必要がある。それは、欠席

理由の把握だ。 

保護者とのやりとりで、病欠だと報告

されていても、きがかりな様子が感じら

れる場合は、家族とともに協力して子ど

もさんをサポートする準備はいつも整っ

ていることを示す必要がある。 

家族にプレッシャーを与える必要はな

いけれど、可能な限り学校はかかわって

いくということを示しながら、スクール

カウンセラーや専門の相談機関とのコン

タクトなど、適切な紹介先を明示してい

くことになる。 

 

 

病状は気持ちの叫びかも！ 

 

 うれしいことや悲しいことなど自分の

気持ちを表現できる子どもは、周りの人

も理解しやすいが、体調不良を訴える子

どもの傾向として思い当たるのは、なか

なか言語化できないし、困った状況に陥

っている自覚があまりないことだ。 

体調の悪さは、本人に代わって、体が

悲鳴をあげている可能性が多いので、何

か問題を抱えていることはないか、最近

の小さな変化や違いはないかなど、子ど

もを取り巻く出来事を理解するように周

囲は配慮する必要がある。 

 

 

改めてわが子を知る 

 

 体調を崩していた子どもが回復してい

く経過でよくあることは、親、教員など

日ごろ子どもとかかわっている周囲の大

人があらためて、子どものことを知るこ

とだ。 

 こんなことを考えていたのかとか、こ

んなことを望んでいたのだとか、これが

負担になっていたわけかと発見がある。 

 うちの子は、こんな子だと理解してい

るつもりでも、知らないことがあり、思

春期などを経験すると、わが子が大変身

していることもある。 

 

 親も子もしばし立ち止まり、新しい何

かをスタートさせるべき機会のようだ。 
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子どもと家族と学校と 

⑮ 

『開業カウンセラー学校へ行く』 

CON（こん）カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

当オフィスは家族の心理支援をする個

人開業の相談機関で 1995 年にスタート

した。 

独立をする前の私は、家族療法を専門

とするクリニックに心理カウンセラーと

して勤務し、不登校や対人恐怖症、摂食

障害のカウンセリングをしていた。その

頃、まだ数少ない民間の心理療法施設は、

オーナーが精神科医であったため医療機

関のような雰囲気があり、カウンセリン

グをするときは白衣を着ていた。 

個人開業をしてからは、白衣の代わり

にジャケットを着て面接をするようにな

った。個人で相談を受けるようになると、

自分の流儀とはどうあるべきか、服装に

限らず、何かと意識をした。 

そのひとつに『歩くカウンセラー』で

ありたいということがあった。 

 

歩くカウンセラー 

 

相談に来られる家族を面接室で待って

いるだけでなく、できるだけ自分自身の

目で見て聴いて感じたいと思っていた。

フィールドワークを視野に入れて支援を

したいとの思いから実践したことが、カ

ウンセラーの学校訪問だった。 

「担任の先生のところにうかがって、

学校での生徒さんの様子をお聞きしたい、

面接室でのやりとりで子どもさんのこと

をわかった気になってはいけないし、ご

家族からの話しだけだと一面的になって

しまう、できれば多方面から理解したい」

と思っていた。 

 

学校訪問 

 

学校訪問までの流れは、こんな感じだ。

不登校など支援が必要な状態にある生徒

さんとそのご家族が相談を希望されると、

まずは電話で簡単に様子をおききする。

→カウンセリングの進め方について納得

していただくと、面接予約日時を決める。

→当日約 90分の初回面接をする。そのな

かで今後の方針を話し合い、ご家族の希

望を確かめる。→ご本人が通っている学

校に出向き、学校の先生方とお会いする

というプロセスだ。 

日々、子どもの生活に関係している

人々が協力して問題解決をするという支

援方法はごく自然なことだと考えていた

が、中には、「民間のカウンセラーによく

学校の先生が会ってくれるね」と感想を

もらうこともある。 

学校訪問を申し出ると、対応批判をす

るためにカウンセラーが学校に来るので

はないかの懸念からか、しぶしぶ応じて

いただく場合もある。学校にクレームを

つけに行く気は全くないが、部外者であ

ることは確かなので、事前に家族から担
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任教員に、｢カウンセラーが学校に行きた

いと話している｣と伝えてもらっている。

すると、誤解は生じにくい。 

最近でこそ連携が当たり前になってい

るものの、子どもの問題解決のために協

力的な学校と消極的な学校があるが、三

者が協力をしてバランス良く関わりなが

ら、子どもの問題解決へつながることを

目的として、学校訪問をしている。 

 

学校訪問１ 

学校での子どもの様子を知る 

 

学校関係者と連携するために学校訪問

するポイントは 3つあると考える。 

第一は、不登校など問題を抱えている状

態にある児童や生徒さんの情報を共有す

ること。 

担任や教科担任、学年の教員、部活顧

問、前年度の担任、養護教諭など、学校

で子どもにかかわっている人にお会いし、

それぞれの立場からみた子どもさんの様

子を教えていただく。すると面接室では

語られなかった話題や、両親も耳にした

ことのないエピソードが浮き彫りになる

こともある。たとえば、 

「音楽の時間に、楽器の演奏ができなく

体が硬直して、ほろりと涙を流していた

ことがあった」 

そのように、学校の先生方からとても

貴重なできごとを知らせていただけるの

で、いろいろな情報を得る中で、家族か

らの話と学校関係者との話を合わせて理

解を深めていく。 

 

学校訪問２ 学校のルールを知る 

 

子どもが困難な状態になり、学校の先

生方がサポートするときの方法は、私立

公立校に限らずそれぞれに特徴がある。

学校によっては、専任のスクールカウン

セラーや学校ソーシャルワーカー、別室

登校対応の支援員が常駐していて専門的

な対応をしているところがある。また、

教育相談や生徒指導担当の教員が決まっ

ていて、不登校生徒のための特別委員会

で対応を決めているところもあり、さま

ざまだ。 

担任の意見重視や学年全教員の判断が

重視されるなど、進級留年判定等のプロ

セスなどは、学校のルールを把握する必

要がある。 

一度きりの訪問ですべて学校の情報を

提示されることはまずないが、明記され

ている文書はすぐに内容を確認しつつ、

家族面接の様子を随時学校側に報告する

やりとりのなかで関係を作りながら、

徐々に学校の動き方や、決定過程を知り、

把握していく。 

私がこれまでかかわってきた学校は、

ＣＯＮに意見書や報告書の提出を求めら

れることがたびたびあった。カウンセリ

ングに通っていることは、回復の努力を

しているとみなされて、通った日にちに

ついては公欠扱いになった。個人開業の

相談機関が学校に信頼されていることに

大きな意味があると思う。そうなると子

どもや家族は安心をしてカウンセリング

に通うことができるようになる。 

 

学校訪問３ 

再登校に役立つヒントを探る 

 

これは、子どもが再登校の準備を考え
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られるほど落ち着いてきたら、学校の敷

居を低く感じるために、何か行動に移せ

ることはないか、そのヒント集めをする

ことだ。 

たとえば、学校が認める登校スタイル

を教えてもらう。図書室登校、進路指導

室、保健室など教室ではなく別室に行く

ことで出席になるのか。また、職員室へ

あいさつに行くだけや部活だけの参加も

出席として認められるのかなどを確認す

る。 

時間的に、午後からの登校や、一時間

だけの授業出席は可能か。さらに長期休

みに登校練習をしても良いのかなど、出

席条件や学校側の受け入れ体制を知るこ

とも、大きな収穫になる。 

学校の設備のなかに、他の生徒とは全

く顔を合わせないで通うことができるス

ペースが存在していると、そこだったら

チャレンジできそうという気になること

がある。 

また、修学旅行や研修、遠足や芸術鑑

賞会など学外での行事や、本人が関心を

示すイベントなど、参加しやすいものは

ないかなどたずね、再登校のきっかけの

ヒントを探る。 

参加できるかどうかは別にして、授業

以外の行事だったら行ってみたいと思う

場合もあり、長期に学校を休んでいる生

活でも、所属している学校行事の話題や、

季節の出来事を知ることは、子どもと家

族とともに負担にならない程度に把握し

ておくべきことだと考える。 

さらに、協力的な学校の場合は、学校

側から他の不登校の生徒への対応例など

を知らせていただくことがあり、特別な

配慮の例や学校側の柔軟な対応例を確認

することもでき、大きな手助けとなる。 

 

通学路を歩いてみる 

 

予想しない副産物があったりするのが

学校訪問の魅力でもある。それは、実際

に歩いてみて感じる地域や学校の様子だ。 

「あの坂がいやだー｣ 

と、顔をゆがめて話す新中学一年生の男

子。大きめの制服が目立つほど、身体が

小さく、声も子どもっぽい。 

｢朝、学校に行くとき、学校の最寄り駅

から校門までが急な坂道なので通学がつ

らいと話しています｣ 

母親が説明する。登校のつらさすべて

が不登校とつながっているわけではない

が、登下校の負担があるようだ。試験に

合格して私立学校の一年生になり、何も

かも初めての新しい生活が始まって戸惑

うことが多い中、大きく違いを感じるも

ののひとつに通学があった。 

学校訪問をするときに、彼が話してい

た同じ通学路を歩いてみた。 

確かに中学一年生の小さな身体で教科

書や体操服の入った重たいカバンを持ち、

慣れない革靴でこの坂道を登るのは、い

やなのだろうとわかる。 

山の上にある学校の環境はとても良い

が、あの坂は急でつらいため保護者会の

とき親たちはタクシーを使うという。卒

業までにかなり体力がつきますよという

学校側の解説は、こういう意味も含まれ

ているのだとしっかりわかる。 

通学路を歩いてみたあとの面接では、 

｢あの坂道だったら、車で送り迎えして

ほしいって言っていたけれど、わかるわ

～｣と実感を込めて話しながら、相互理解
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が深まり家族とのカウンセリングができ

る。 

 

学校や地域の雰囲気に触れる 

 

初めて学校を訪れて、校内に入ってい

くと、ごくありふれた日常の雰囲気から

おのずと伝わってくるものがある。 

ある学校は、出会う生徒さんたちから

訪問者に対して｢こんにちは｣とさわやか

なあいさつ！しかも、ひとりだけでなく、

出会うひとすべてなので驚く。 

ある学校は出入り口に警備員がいて、

名前を告げて訪問の趣旨を伝えると、お

待ちしていましたとあいさつされ応接室

に通される。連絡が行き届いていること

に感心する。 

放課後クラブ活動をしている子どもた

ちが熱心に練習していたり、ジュースを

飲んでのんびり笑いあっていたり、下校

途中の会話が耳に入ると、どんな話題で

盛り上がっているのか、思わず注意を向

けようとして、ふと発見する。 

｢ここの男子生徒の髪型はアイドル系

だ！さらさらの髪が肩まである！だから、

あの髪型なのか」 

と面接室での様子を思い浮かべて妙に納

得する。謎が解けていく感じだ。 

そして、学校がどのような地域の中に

あるのか歩いてみると、一戸建て庭付き

分譲の新興住宅地が多く目についたり、

学校の近くに越境入学反対の看板があっ

たりする。大きな商店街があり商売をし

ている家が多いところ、駅前に学習塾が

あちこちにある地域など、行ってみての

発見があり、その地域の特性をさらりと

感じる。こういうところで暮らしている

のだと、環境も含めて子どもたちの理解

が深まっていく。 

 

独立相談機関 

だからこそできる役割 

 

子どもと家族と学校の理解をしつつ、

支援をしたいと考えるＣＯＮの特徴は、

どこかの付属機関ではなく、独立した立

場で家族の相談を受けられることにある。

つまり、来られている家族の意向に忠実

に沿うことができると考えている。 

詳しく記してみると、学校内のスクー

ルカウンセラーに相談を持ちかける場合

は、中立な立場ではあるとはいうものの、

学校の関係者であるため、できるだけ在

籍している学校に再登校することや留年

してでも良いから学校に戻りましょうと

いう対応に流れる可能性があるかもしれ

ない。 

今後の進路を考えるとき、在籍する学

校のカウンセラーに転校したいとは言い

出しづらくなってしまうだろう。その点、

独立した相談機関の場合は、転校するこ

とを視野に入れた話しあいも自由にでき、

本人と家族の意向に沿った支援が実現す

る。 

さらに転校後も変わらずカウンセリン

グを継続できるし、卒業してからのサポ

ートやフォローも可能というのも大きな

利点だ。家族はときに学校側には伝えた

くない事情などがあり、さまざまなこと

をオープンできないこともある。完全に

家族のプライバシーを守ることができラ

イフステージが次の段階に移っても、家

族の応援団として長期支援の役割ができ

る。 
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不登校状態、問題行動、情緒不安定、

摂食障害、強迫性障害、不安神経症など

さまざまなしんどさを抱えた子どもが学

校や医療機関で紹介されてカウンセリン

グにやってくる。 

中学生、高校生や大学生、そして小学

生の姿もある。 

低学年の子どものカウンセリングは限

界があるという考え方もあるが、年齢に

かかわらず、親と同席の家族面接をして

生活のようすをうかがっている。 

 

早くしなさい！ 

「早く起きなさい！いま、何時だと思

っているの！遅刻するよ」 

子どものいる家庭では、毎朝、このよ

うな親の声が飛び交っているのではない

だろうか。 

「うちの子はいうことをきかないし、

勉強もしないし、いつまでもゲームをし

ているし、お風呂だって何回言っても入

らない」 

困っている話がつぎつぎと出てくる。 

子どもが、親の思い通りに行動するわ

けはないとわかっているものの、ぐずぐ

ずしている様子を目の当たりにすると、 

いい加減にしなさいよ！と、大きな声が

家中に響く。 

 

「起きなさい」と「早く起きなさい」と

は、期待する行動は同じことを意味する

が、「早く」ということばが加わると、せ

かされて、いらだっている印象を受ける。 

それでは、子どもがナーバスになって

いるとき、どんな点に気をつけるとよい

のか、今回は子どもに伝えるときの、こ

こちよいことばかけについて、すこし考

えてみたい。 

 

親のことばかけは？ 

子どもの問題で、カウンセリングに来

られる家族は、家族全員、両親だけ、あ

るいは、母親のみで来所される。 

面接では、親の焦りから子どもにきつ

く言ってしまうという反省の声がたびた

びある。 

よくないことはわかっているけれど、

見ていると腹立たしくなり、どなってい

ることが多く、実際どういうことばを使

って子どもに伝えているか、意識してい

る親は少ない。 

子どもの気になる行動に注目するだけ

でなく、親がどんなことばかけをしてい

るのか、少しずつ確認をしていくと、親

子どもと家族と学校と ⑯ 

『きっとよいことがあるよ式 子どもへのことばかけ』 

CON（こん）カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

CON(こん)カウンセリングオフィス中島 中島弘美 
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の対応パターンが見えてくる。 

 

登校前は命令口調 

早く起きなさい。早くご飯食べてしま

いなさい。まだ着替えてないの！顔を洗

いなさい。 

登校前の準備は、子どもをせかす言い

方になりがちだ。遅刻しないように送り

だすために、早くしなさいの指示ことば

が繰り返される。命令口調だ。 

いわれっぱなしの子どもは、お母さん

の機嫌が悪くて怒っているから〇〇をし

よう、お父さんがこれ以上どならないよ

うに〇〇しようという動機で行動してい

るかもしれない。 

そのときその場では、いうことを聞く

かもしれないが、子どものために役立っ

ているかどうかは疑問だ。 

 

〇〇しないと口口は禁止！は有効か 

あまりにもいうことを聞かない場合に、

親がよく口にする言い方がある。 

ここで例をあげて考えてみよう。 

子どもが学校から帰って来て、時間が

あるにもかかわらず、宿題をしようとし

ない場合。 

A「早く宿題をしなさい！やらなかった

らおやつはなしよ！聞いているの！」 

と、高いトーンでがなりたてる。 

〇〇しないと□□はなし、禁止 

という言い方だ。 

やらないという行動が結果として罰に

つながるように感じられる。実際、イラ

イラしがちの親がこのパターンのことば

かけをしている。 

「勉強しないと、今月のお小遣いあげ

ない！」も同じだ。 

勉強しないことと、小遣いの受け取り

は別問題だが、子どもに宿題をさせたい

ために、お楽しみを取り上げる、脅しの

言い方だ。 

もしこんな対応をしているなら、見直

しが必要だ。 

 

おいしいおやつがあるからね 

それではこんなことばかけはどうだろ

う。 

B「宿題ができたら、おいしいおやつが

あるからね」 

〇〇ができたら、□□にたどり着きま

すよ、と伝えると、良いできごとが待っ

ているように感じられ、委縮することは

まずない。 

A と B の表現は結局のところ同じこと

を伝えているにもかかわらず、B の言い

方は、気分良く行動できる。 

 

きっとよいことがあるよ 

B のことばかけを『きっとよいことがあ

るよ式ことばかけ』と呼ぼう。 

つぎに、勉強面に限らず、生活習慣の

ことばかけも同様に考えてみる。 

食の細い子どもに、 

｢ご飯食べなかったら病気になるよ｣ 

というよりも、 

｢ご飯食べたら大きくなっていろんな
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ことができるよ｣ 

の、ことばかけは、子どもに明るいイメ

ージを与える。 

親が心配するあまり、病気になるとい

われると、子どもは毎日びくびくしなが

らごはんをたべるので、たのしくないだ

ろう。 

できるとこんなよいことがあるよ、と

期待しながら行動するとすがすがしい生

活をおくれると考えている。 

 

さらに場面を学校に置き換えてみる。 

生徒に対して 

A「この勉強をしていなかったら、受験

のとき痛い目にあうよ」 

と担任の先生に言われたらどうだろう。 

そうなりたくなかったらこの勉強に取

り組みましょうと励ますつもりの発言が、

いやみだと受け取る生徒がなかにはいる

かもしれない。 

B「この勉強を続けていたら、希望校の

合格圏内に近づくよ」 

きっとよいことがあるよ式パターンの

ことばは、応援されている気になり、良

好な関係作りに役立つ。 

生徒たちがやる気を起こすのならば、

ここちよく届くことばを使っていきたい。 

 

うまくできたときはチャンス！ 

面接のなかで、あるお母さんが、 

｢そういえば、子どもに宿題ができたら、

今日はスペシャルな□□しようねと話し

たら、そのときはあっというまに宿題を

終えました」 

と、子どもがやる気を起こしたときの

ことを語った。 

ことばかけで手ごたえがあれば、大成功。 

そんなときは、パワーアップして次の段

階へ進む。 

 

どうやってそれができたの？ 

良いところを伸ばしていくためにとっ

ておきのことばがある。 

｢どうやったらそんなに早く宿題を仕

上げることができたの？｣ 

と、対処の質問をするのは有効だと認め

られている。 

これは、家族療法の流れをくむ、ソリ

ューションフォーカストアプローチ(解

決に焦点をあてた支援)のソリューショ

ントークといわれるものだ。 

なんで宿題やらないのと原因追究をす

るプロブレムトークよりも、どうやって

やったの？と、ソリューショントークの

ことばかけをする。 

このことばを耳にすると、早く宿題を

できたのは何が良かったのか自分なりに

考えて、うまくいった点や工夫や努力に

ついて、思い起こしていく。 

「やろうとおもったらすぐできた。今

日の宿題は簡単だって知っていたから」 

話している子どもの表情がちょっと得

意顔だ。 

 

ほめる以上の効果 

すごいねとほめることが子どもの励み

になると広く知られている。 
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「どうやってそれができたの？」の問

いは、さらに効果的だ。 

それをきっかけに、うまくやれたこと

を振り返ることでいちだんと自分の強み

を確認し、次に同じような経験をしたと

きに、スムーズに乗り越えられる。 

 

子どもとのかかわりのポイントは、ど

うしたら気分良く行動にうつすことがで

きるかの視点にたって、ことばかけをし

ていくことにある。 

 

親のうっとうしいことば 

「早く宿題して、今日はさっさと寝なさ

い。あんたいつもだらしないのだから」 

などとひとまとめにして言われると、子

どもは、親の口やかましさにうんざりす

る。 

そんなことは、いわれなくてもわかっ

ている！と、思春期の子どもなら、親を

にらみつけることもあるだろう。あるい

は、知らん顔をして取り合わず、そそく

さと自分の部屋に行ってしまう。 

親が子どもに発する｢いつも▽▽だ｣ 

の決めつけは要注意。やる気を下げる可

能性もある。 

 

私が良い子にしていなかったから？ 

家族面接をしていて、子どもは大きく

誤った認識を持つことがあると実感する

場面がたびたびあった。 

とくに、子どもの身の回りで予測しな

い事態が発生すると、自分が良い子にし

ていなかったからこんな目にあったと思

いこんでいる。 

 たとえば、元気だったおじいちゃんが

急に病気で亡くなった。ぼくがいろいろ

と心配させたから、おじいちゃんが死ん

でしまったと、関係づけて物事を解釈す

る傾向がある。全く関係はないと考えら

れず、繰り返し自分を責める。こんな状

態にあるときには必ず親や周囲の大人の

支援が必要となる。 

 

人はもともと回復する力を持っている

存在だ。 

 ナーバスな状態にある子どもが少しず

つ自信をとりもどしていくために、ここ

ちよいことばかけの 

「どうやってやったの」 

「きっとよいことがあるよ」 

式のメッセージを届けるよう心がけたい。 

 

                             

子どもと家族と学校と これまでのタイトル 

①アルバイト２０時間分のカウンセリング料金 

②高校一年生 ハヤト 不登校 

③不登校は学校が悪い それとも家族が悪い？ 

④息苦しくて教室に入れない 

⑤姉１３歳と弟３歳のきょうだい 

⑥カウンセラーが教員の立場で大学生と接すると 

⑦新一年生は要注意 

⑧学生さん、初めてこころの病を学ぶ！ 

⑨留年する生徒ゼロのクラス担任 

⑩私がこんな性格になったのは、母親の育て方が悪かったからだ！ 

⑪どこからが問題？なのか、早期発見、早期対応 

⑫安心してカウンセリングを受けるには、 

⑬もしもあなたがカウンセリングに行ったなら 

⑭体調不良と不登校 

⑮開業カウンセラーの学校訪問 
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新入社員の離職率 30％女子 46％ 

新入社員の離職率の高さが注目されて

いる。長期にわたる就職活動をくぐり抜

け、念願かなって正社員として入社した

にもかかわらず 3 年のあいだに大学卒業

者の 3 割が職場を退職する。四年制大学

卒業の女子になるとその数字が 1.5 倍の

46％になり、同じ職場で働き続ける難し

さを物語る。 

各学校ではキャリア教育が熱心に行わ

れているが、学校を卒業し社会人になっ

て初めて実感することも多いのだろう。

この傾向はこれからも続きそうだ。 

 

大学の中退率 10％ 

就職活動を続けているときに内定がも

らえるとひと安心するが、就職活動をす

るまでもなく、さまざまな事情で学生が

大学を離れている。 

いまや中退率およそ 10％。 

大学進学率が 50％を超えた今、高い授

業料を払って大学に進む学生は年間およ

そ 60万人。そのうち卒業者は 55万人。 

単位が修得できずに卒業延期や留年、

編入、学部変更など、入学後ストレイト

に卒業しない学生も多い。 

 

不登校から中退へ 

なかでもいま、調査が急がれているの

が、中途退学だ。 

大学中退は、本人の明確な意思や目的

があってのことだと一般的に考えられが

ちだが、実際は大学に行きたくても行け

ない状態つまり、不登校から大学中退を

している。 

定期試験を受けず、単位が取得できな

くて、再履修科目が増えていき、四年間

で卒業できそうもないというのが見えた

時点で退学を選ぶという学生が目につく。

そのため、大学一年生から二年生にかけ

て多くの単位を落としてしまうと、徐々

に大学から足が遠のいていくようだ。 

体調不良など病気のため加療が必要な

ら休学願を出すのも選択のひとつだし、

経済的な事情がある場合には、大学の制

度などを利用することも視野に入れれば

よいが、多くの学生が卒業できそうにな

子どもと家族と学校と ⑰ 

『大学生の中退率 10％と不登校』 

CON(こん)カウンセリングオフィス中島 

中島弘美 
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いと、明確な理由ではなく、大学を辞め

ていく。そんなにあっさりと決めて良い

のだろうか、それほど大学に魅力を感じ

ていないのだろうか。 

入学者の一割が去っていくという背景

にはどのような状況があるのか、いまど

きの大学生活の様子を記してみよう。 

 

アルバイトで忙しい 

企業の人々や親世代はあまり感じてい

ないかもしれないが、大学生は、日々何

かと忙しく過ごしている。 

まず、7 割の学生がアルバイトをして

いる。週に 11～15時間働いている学生が

最も多く、勉強する時間は週に 5 時間以

下で、アルバイト時間のほうが勉強の時

間よりも多いと、大学生の学習状態に関

する調査は報告する。 

時給の高い夜間勤務をしたあと講義に

出席し、週末はフルでアルバイトに入っ

ている学生も多く、生活費や学費をねん

出しているのが現状だ。 

 

大学はのんびりしているのか？ 

かつて、大学といえば、のんびりして

いる象徴だった。 

大学の授業で出欠をとることは少ない

ため自主休講ができたし、教員の都合等

で正式に休講になることも頻繁にあった。

出席しなくても、試験さえクリアすれば、

単位を取得できることも実際にあった。

なかでも文系の大学生は自分なりの時間

を多く持ち、友人と語り、行動を共にす

る、それが大学生の特権とまで感じてい

た。ただし、大学を卒業すると、こんな

生活は出来ないと覚悟をしていたように

は思う。 

 

授業時間数が多く休めない 

いまは大きく異なる。 

資格取得に関する科目を選択すると、

授業時間数がぐっと多くなる。講義が、

休講になれば必ず補講があり、祝日や土

曜日、夏休みも集中講義の予定が組まれ

ている。 

私が非常勤講師を担当している大学は、

ハッピーマンデーの祝日もときには授業

があり、最初はおどろいたが、規定の授

業時間数確保のための多くの大学も同じ

システムのようだ。 

また、自宅での学習も必要で、課題提

出が多い科目、予習や復習が毎回必要な

科目もあり、大学生は勉強しなくていい

というわけにはいかなくなった。 

さらに、多くの大学は出欠をとってい

て、遅刻早退などもデータ管理されてい

る。とくに、国家資格取得にかかわる科

目の場合は、出席時間数が満たされてい

ないと、単位取得が不可能になる。 

せっかく在学中に資格が取れるのだっ

たらとっておきたい学生は、将来どのよ

うな仕事に就きたいのかを考えるまえに、

資格取得の蓄えに、せっせと授業に出席

しなければならない。 

 

往復 5時間通学 

最近は、下宿をする学生も少なく、費

用の面から考えて自宅通学を希望する学
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生が多い。往復で 5 時間以上の通学時間

も珍しくない。朝一番の講義に間にあう

ようにするには、6 時台の電車に乗って

いる。 

 このように、授業が多くの時間を占め

ているだけでなく、長時間通学でくたび

れつつも、空き時間に課題をこなし、ア

ルバイトに精をだす生活環境が浮かび上

がってくる。 

 

オープンキャンパスは楽しかったけど 

大学のホームページやパンフレットを

みて、オープンキャンパスに参加してみ

たら大学の教授と直接話ができ、先輩大

学生が親切に案内をしてくれて、とても

印象が良かった。 

就職率の良さや、資格取得率の高さが

魅力で大学に入学したものの、おもって

いたほど毎日がワクワクしているわけで

はなく忙しい。 

繰り返し考えるのは、将来への不安と

自分の劣等感、日々のアルバイトのこと、

友人関係や彼氏彼女のこと。 

いまの大学生の声を平均してみるとこ

んな感じになるだろうか。 

 

やりたいことがわからない 

忙しい日々の学生たちの様子をみてい

て、気がかりなことは、卒業後の希望つ

いてどうとらえているのか、把握しづら

いことだ。 

20歳前後の大学生は、つねに将来への

不安を抱え、考え、悩むことが特徴だが、

一方でその苦悩の時期は重要な意味をも

っている。が、あまり困っている様子が

見られず、将来について、考えるのを先

延ばししているのかもしれない。 

「大学がおもしろくない、やりたいこ

とがみつからない、わからない、どんな

仕事があるのか知らないので教えてほし

い」 

こんな学生さんからのセリフをよく耳

にする。どうしたいの、どんな人やもの

を対象に仕事をしたいのと聞いても、あ

いまいな返事。 

「しっかりみつめて、悩んでよ」 

と伝え、繰り返し同じ話をする学生さん

を応援している。 

しんどそうな仕事はいや、むずかしそ

うな仕事も無理、責任が重いのも困る。

通勤時間は短くて給料が良くて、残業が

ない職場を考えているようだ。 

このような考えは、学生たちだけでな

く大人もよく似たことを考えている。 

きっと、社会人になって予想もしない

ことにでくわす恐怖のようなものもある

のだろう。 

「そんな考えは社会で通用しないよ」 

などと、大人は学生たちにせまるため

委縮しているようだ。 

仕事をすることで、いろいろ体験して

すばらしいことに出会えるということが

見えていない。 

社会は厳しいかもしれないけれど、社

会人になると今よりやれることが増えて

もっと楽しいよ！と伝えることが足りな

いのかもしれない。 

 

大学の対策 
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学生の中退をどう防ぐかは、今、大学

教育の大きな課題になっている。 

資格取得率の輝かしい数字がおどって

いるホームページでは、中退率は公表さ

せておらず、学生獲得でせいいっぱいだ。

入学後の学生へのサポートが手厚いとは

感じられない。 

欠席者に対するサポートのルールをつ

くり教員が直接個別指導をしているとこ

ろも増えているが、それだけでは効果が

上がらないと考えられている。 

キャンパスワーカーの配置や学生相談

室の利用促進をし、不登校の学生につい

て教員同士の共通理解をする。 

さらに保護者家族とともに本人に多く

の関係者がかかわって支援する体制が必

要だ。 

そこまでするのかと疑問をもたれるか

もしれないが、保護者面談も随時行われ

るようになった。 

なかには、個人的な問題として入学以

前に不登校を経験している場合もあるだ

ろうし、発達障害等、精神疾患なども影

響していることも否定できない。 

サークルや部活でのトラブルもときに

は退学選択の理由になるだろう。 

大学側は学生から、中退する理由が進

路変更であると告げられてしまうと、継

続してサポートしづらい立場になってし

まう。進路変更が最良の選択であればよ

いが、明確な意思によるものでない場合

もあると考えられる。 

本人の退学希望は止められないが、進

路変更の話題が出る前に、大学での授業

内容がいかに卒業後必要となるのか、学

士の資格を取得することがどれほど有利

であるかとともに、将来の夢を描けるよ

うに伝える必要があるだろう。 

 

文部科学省が大学の中退の理由を詳し

く調査することになった。 

さまざまな制度の整備、支援によって、

高校一年生の中退率が大きく減少したよ

うに、大学の中退率も改善されることを

期待している。 

 

 

子どもと家族と学校と これまでのタイトル 

①アルバイト２０時間分のカウンセリング料金 

②高校一年生 ハヤト 不登校 

③不登校は学校が悪い それとも家族が悪い？ 

④息苦しくて教室に入れない 

⑤姉１３歳と弟３歳のきょうだい 

⑥カウンセラーが教員の立場で大学生と接すると 

⑦新一年生は要注意 

⑧学生さん、初めてこころの病を学ぶ！ 

⑨留年する生徒ゼロのクラス担任 

⑩私がこんな性格になったのは、母親の育て方が悪かったからだ！ 

⑪どこからが問題？なのか、早期発見、早期対応 

⑫安心してカウンセリングを受けるには、 

⑬もしもあなたがカウンセリングに行ったなら 

⑭体調不良と不登校 

⑮開業カウンセラーの学校訪問 

⑯きっとよいことがあるよ式子どもへのことばかけ 
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体験をしたことのない衝撃を受けると、

えっ、そんな受けとめ方をするの！！！

子どもの反応を目の当たりにして考えさ

せられることがある。 

親や周りにいる大人、教員など、子ど

もに関わる人はそのことを知っておく必

要があると考えている。 

 

就学前の子ども 

小さい子どもといっしょにご飯を食べ

たり、遊んだり、おしゃべりをしている

と、なにげなく口にした言葉にほろっと

心動かされることがある。 

ホ～ホケキョ～とさえずりを耳にし、

それをたよりにうぐいすの姿を見つける。 

「おうちにも春が来たね」 

なんてかわいいことを口にするのだろ

う、それにしても春ってどうやって知っ

たのかなと感心している矢先に、地面に

いる虫をつぎつぎに石でつぶしている。

荒っぽい行動も平気だ。 

毎日の生活のなかで、こんなふうにさ

まざまな体験をして子どもは育っていく。 

 

生活環境の変化 

突然、平穏な生活の環境が大きく変化

する。 

最近は自然災害による影響もたびたび

で、急な引っ越し、家族の病気や事故、

そして死別など、子どもとは直接関係な

く、親や大人の事情により、それまでと

異なる生活を余儀なくされる。 

たとえば、父と母の離婚もそのひとつ。 

これまでの住まいを離れて、母と子ど

もが母方の実家で生活することになった。

うれしい移動とはならない。 

近隣の人や友だちとの別れ、毎日遊ん

でいた公園、スーパー、習いごと、見慣

れた景色をあとにして、新しい場所へ移

る。 

親しい人も少なく、あまり知らない場

所、まだ友だちもいない、悲しい気持ち

の切り替えは簡単ではない。 

そのような状況の変化を子どもは、ど

う受け止めるのだろうか。 

 

こんなことになったのは！ 

子どもと家族と学校と ⑱ 

『極端に誤った認識をする子ども』 

CON(こん)カウンセリングオフィス中島 

中島弘美 
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こんなことになったのは、お父さんが

悪い！離婚するなんて、ひどい！いった

いうちの親はふたりとも何をしているの

だ！わけがわからない、もう知らない！ 

そのように親に向かって攻撃的なこと

ばが飛び出る。 

あるいは、ただ不機嫌になる。周囲に

あたり散らす。乱暴な行動に出ることも

あるだろう。これは男の子にみられる傾

向。 

お父さんとお母さんを何とか仲直りさ

せる！と力む子どももいる。自分が仲介

すればなんとか元通りになると信じ切っ

ているし、そうしなければならないと考

えている。 

内にエネルギーが向く子もいる。 

お母さんはイライラしているから、い

ろいろとたずねちゃいけないみたいだ。

心配かけないようにしよう、おとなしく

しておこうと自分に一生懸命にいいきか

せる。悲しんでいるにもかかわらず、感

情をおさえて平気を装う子ども。じっと

様子をうかがって、気遣いをする女の子

に多い傾向。 

年齢もよるが、さまざまな反応を子ど

もたちはあらわす。 

 

わたしが悪いからこうなった 

どこからそんな考えが出てきたのか、

全く関係ないとらえ方をする子どもがい

る。 

親の離婚は、私がいい子にしていなか

ったから、自分のせいで悲しい出来事が

起きたと関係づけてものごとをうけとめ

る。 

僕がおばあちゃんをもっと大切にして

いたら長生きしたのに、こんなにも早く

死んでしまった。ぼくのせいだ。僕が良

い成績をとっていたらおばあちゃんは喜

んで元気になっていたはずなのに、僕が

悪いのだと考えてしまう。 

お母さんがガンになったのは、私がお

母さんのいうことをちゃんときいていな

かったから心配をかけてしまった、だか

らお母さんが病気になったのだ。 

子どもがせいいっぱい考えて出したこ

たえが、私が悪いという結論。 

大人や親は子どもが胸の内でそんなこ

とを考えていることを想像すらしないの

で、驚き、唖然とする場合もあるだろう。 

大人は離婚手続き、葬儀の準備、手術

入院の対応、生活の維持など、対処すべ

き事柄が多く、子どもの心情を正確に把

握するゆとりは少ない。 

難しいことだが、そんなときほど、子

どもの気持ちに関心を向ける必要がある 

と考えている。 

 

大人が修正する 

お母さんと父さんが別に暮らすことに

なったのは、話し合いをしてそうするこ

とになったの。それがみんなにとって一

番良いと思ったからね。あなたとは全く

関係ないよ。これから別々に暮らすけれ

ど、これまでと同じようにお母さんもお

父さんもあなたのことを大切に思ってい

る気持ちはかわらないよと説明をするこ

と。 

環境の変化をともなうできことがある

ときには、子どもにわかりやすいことば
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で簡潔に伝える。子どもは親の離婚に関

係ないから問題外と、蚊帳のそとに子ど

もをほおりださないこと、反対に、さま

ざまな事情について過度に子どもを巻き

こまないこと。夫婦の争いは子どものこ

ととは別なので、大人世代の話に子ども

が首をつっこまないようにする配慮もい

るだろう。 

日頃から、子どもの考えていることは

だいたいわかるような気がして生活して

いるが、いままさにどのようなことがお

こっているのかの事実をことばで簡潔に

伝えることが大切となる。 

 

お母さんもどこかに行ったりしない？ 

離婚により、もう一人の親が子どもの

もとを去って別のところで生活すること

になった。すると子どもは、いま一緒に

暮らしている親もいつかどこかに行って

しまうのではないか、また同じことがさ

れるのではないかとあり得ないようなこ

とも考える。 

今後の生活のようすがわからないとき、

不安や疑問でいっぱいになり、勢いをつ

けてモヤモヤが膨らんでゆく。 

そして、子どもは悲しい思いをすると、

もうこれから楽しいことはやってこない

のだと考えることもある。極端に誤った

認識は小さなうちに修正をし、ひろがら

ないようにする。 

お母さんはどこかに行ったりしないよ、

ずっといっしょにいるよと、直接子ども

にことばを届けるだけで、モヤモヤは少

しずつ小さくなっていく。 

 

黙っている子 イライラしている子 

子どもが考えていることを口に出すと、

その場その場の感情の揺れがわかるので、

親や大人は修正することができる。しか

し、自分の気持ちをおさえこんで、モヤ

モヤだけが暴走すると、子どもが何を感

じているのかつかめなくなり、知らない

あいだに距離が生まれてくる。 

子どもは、表情がなくなったり、おと

なしくなったり、反対に乱暴な行動がく

りかえされたりして、余分に親から叱ら

れることになる。いつもと様子が違うこ

とに気が付いていても忙しくて対応でき

ないつらさがある。 

 

子どもにふりかかる大きな環境の変化

があるとき、心配なこと不安なことはな

んでもたずねていいよと念を押し、具体

的にこれからどうなるのかを説明をする。 

 子どもの適応力は、すばらしいものが

あり一定の時期を過ぎると、飛躍的に伸

びる。もちろん、ゆっくり慣れていくス

ロースターターの子どももいる。 

過剰な不安を抱く必要はないが、特に

変化のかわり目のころは、大人も子ども

と手探り状態なので、お互いにいろいろ

ことばを交わして、トンネルから少しず

つ脱出していきたい。 

 

中学生も誤った認識 

2014年夏の土砂災害で大切な友だちを

亡くした子どもが、 

｢心臓移植をしても生き返らないの？｣ 

と語った話に心が痛む。 
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友だちを救ってもらいたい気持ち、元

に戻らないことを認めたくない気持ち、

どうしようもない悲しい気持ちからこん

なことばになったのだろう。 

 

平成17年長崎県の小学4年生、6年生、

中学2年生の児童生徒対象にした「生と死」

に関するアンケートに注目する。 

84.6%が死んだ人は生き返らないと思

っている一方、生き返ると思っている児

童生徒も15.4%いると結果を発表してい

る。 

予想外なのは、学年別では中学校２年

生が18.5%と最も高くなっていたこと。 

中学生になったらわかって当然、と大

人が思っていても、死を理解してないの

だとある意味ショックを受ける。 

人の死をなかなか実感できないのかも

しれない。 

子どもたちが、わかるまで、気がつく

まで成長を待つことはもちろん大切で、

カウンセリングをしていると見守る重要

さをつねづね説いている。 

ただ誤った認識については、こうだよ

と伝えることも同じく重要。 

そして、なによりも事実を受け止める、

そのプロセスにつきあえるような関係で

いたいと考えている。そのためにも、日

頃から、子どもの話を聴ける大人であり

たいと思う。 

 

「耳」偏
へん

に「十四」の「心」 

子どもが、何か話したそうにしている

とき 

「はい、なに？どうしたの？」 

と、聴くことができるのが理想だ。 

耳偏
へん

に十四の心と書いて「聴」の文字

が浮かんできた。 

子どもが抱えている不安を話し、大人

はその気持ちを受けとめ、適切なことが

らを伝える、そのようなやりとりが求め

られている。 

 

 

子どもと家族と学校と これまでのタイトル 

①アルバイト２０時間分のカウンセリング料金 

②高校一年生 ハヤト 不登校 

③不登校は学校が悪い それとも家族が悪い？ 

④息苦しくて教室に入れない 

⑤姉１３歳と弟３歳のきょうだい 

⑥カウンセラーが教員の立場で大学生と接すると 

⑦新一年生は要注意 

⑧学生さん、初めてこころの病を学ぶ！ 

⑨留年する生徒ゼロのクラス担任 

⑩私がこんな性格になったのは、母親の育て方が悪かったからだ！ 

⑪どこからが問題？なのか、早期発見、早期対応 

⑫安心してカウンセリングを受けるには 

⑬もしもあなたがカウンセリングに行ったなら 

⑭体調不良と不登校 

⑮開業カウンセラーの学校訪問 

⑯きっとよいことがあるよ式子どもへのことばかけ 

⑰大学生の中退率10％と不登校 
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Ｃ
Ｏ
Ｎ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島
（
み
ず
と
り
）
弘
美 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

当
ペ
ー
ジ
に
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び
た

い
と
い
う
人
や
、
対
人
支
援
を
や
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、
わ
か
り
や
す
い
こ
と
ば
を
使
っ

て
、
そ
の
イ
ロ
ハ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

少
し
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。 

私
は
、
学
生
の
こ
ろ
に
社
会
福
祉
を
学
び
、
就
職
し

た
と
こ
ろ
が
家
族
療
法
の
専
門
相
談
機
関
で
し
た
。
対

人
支
援
の
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

 

今
は
、
個
人
開
業
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
つ
つ
、

大
学
や
専
門
学
校
で
講
義
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

会
福
祉
に
関
す
る
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
現
任
研
修
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
養
成
講
座
な
ど
、
社
会
福

祉
や
心
理
学
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
講
師
を
し
て
い
ま

す
。 阪

神
淡
路
大
震
災
以
後
、
心
の
ケ
ア
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
つ
い
て
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

実
態
を
知
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
か
ら
た
び

た
び
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
の
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
は
簡
単
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
、
ま
る
で
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
占
い
師
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
人

も
お
ら
れ
ま
す
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
め
ざ
す
も
の
は
、
ひ
と
が
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
支
え
る
こ
と
で
す
。
や
や
こ
し
い
言
い
方
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
大
学
三
年
生
の
ハ
ナ
コ
さ
ん
が
就
職
の

こ
と
で
話
し
に
来
ま
し
た
。
内
定
を
も
ら
っ
た
け
れ
ど
、

ど
ち
ら
に
進
ん
だ
ら
よ
い
の
か
迷
っ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
社
会
福
祉
学
科
の
専
門
を
活
か
し
て
施
設
の
相

談
員
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
外

資
系
の
会
社
に
就
職
す
る
の
か
の
選
択
で
す
。 

さ
て
、
あ
な
た
な
ら
ハ
ナ
コ
さ
ん
に
ど
う
対
応
し
ま

す
か
。 

施
設
相
談
員
が
い
い
よ
と
か
、
注
目
の
会
社
で
が
ん

ば
れ
と
か
、
こ
の
よ
う
な
場
合
ど
ち
ら
が
有
益
か
を
示

し
た
り
、
ど
ち
ら
が
向
い
て
い
る
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
ハ
ナ
コ
さ
ん
が
自
分
で
納
得
し
て
答
え
が

出
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
す
。 

か
つ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
支
援
の
様
子
を
見
て
い
た
人
か

ら
「
お
も
て
な
し
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
い
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の

お
作
法
を
教
え
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
私
に
と
て
も
フ
ィ
ッ
ト

し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法=

入
門
を
タ

イ
ト
ル
に
し
て
、
ま
と
め
ま
し
た
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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カウンセリングっていったい何？ 

 

カウンセリングを学びたいと思っている初心者 はてな子さん 

質問「カウンセリングってアドバイスをしてくれることでしょ」 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

               

                    

 

 

 

               カウンセラーの CON子（こんこ）さん 

おこたえ「カウンセリングは、ひとが自分で自分を助けることができるように、カウンセラ

ーが支えることです。ハナコさんの場合、納得して結論を出せるように話し合います。こち

らが良いよとかアドバイスや指示はしません」

  大学 4年生のハナコさん 

 内定通知を二カ所からもら

いました。どちらに進むべきか

と迷っています。     

 社会福祉の専門を活かして

施設の相談員になるのか、それ

とも、注目されている外資系の

会社に就職するのか、決められ

ません。 

 

 

 

http://3.bp.blogspot.com/-8WbBhyReQKo/Uab3xxYp6iI/AAAAAAAAUUw/BHsx6LZZw38/s800/counselor.png
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や
さ
し
い
気
持
ち
と
思
い
や
り
が
あ
れ
ば 
 

 
 

Ｏ
Ｋ
で
す
か
？ 

 
 

 
 

支
援
を
す
る
と
き
、
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す  

 
  

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

誰
か
が
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う
な
状
態

に
あ
る
と
き
、
何
と
か
し
た
い
、
お
役
に
立
て
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
気
持
ち
が
動
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 そ

の
よ
う
な
や
さ
し
い
気
持
ち
、
思
い
や
り
、
熱
意

は
、
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。 

そ
の
気
持
ち
で
お
し
ま
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
実

際
に
支
援
に
つ
な
げ
る
と
き
に
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

考
え
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。 

こ
こ
で
は
「
バ
イ
ス
テ
ッ
ク
の
７
原
則
」
の
考
え
方

を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。 

 ① 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
は
人
そ
れ
ぞ
れ 

 

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が

異
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
を
理
解
し
、
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
た
と
え
ば
、
不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
対
応
は

こ
う
し
た
ら
良
い
と
、
ひ
と
ま
と
め
に
考
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
か
つ
て
、
あ
る
や
り
方
で
元
気
に
回
復

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
似
た
よ
う
な
状
況

の
人
に
、
同
じ
対
応
を
す
る
こ
と
が
適
し
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を

明
確
に
自
覚
し
て
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。 

② 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
な
感
情
が 

あ
る 

 

支
援
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
人
は
、
い
つ
も
と
は
異

な
っ
た
感
情
が
出
で
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
や
、
状
況
の
中
に
あ
る
と
、
激
し
い
感
情
が

わ
き
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

支
援
を
す
る
と
い
う
目
的
を
持
ち
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ

な
感
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。 

 

③ 

支
援
す
る
人
に
も
い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
あ
る 

 

支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
予

測
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
感
情
に
気
が
つ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
こ
と
を
苦
手
だ

と
思
っ
て
い
る
と
か
、
感
情
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
寄

り
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
な
ど
と
、
自
覚
す
る
こ
と
は
大

切
で
す
。
自
分
が
ど
ん
な
感
情
な
の
か
を
わ
か
っ
て
対

応
す
る
冷
静
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

④ 

受
け
と
め
る 

 

四
番
目
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
そ
の
も
の
を
受
け

と
め
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
考
え
方
は
特
に
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。 

 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
過
去
に
ど
ん
な
で
き
ご
と

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
動
を
許
す
必
要
も
な
い

け
れ
ど
、
責
め
る
こ
と
も
な
く
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

う
と
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
を
受
け
と
め
る
態
度
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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カウンセリング と 心理療法 と ソーシャルワーク 

支 援 支援する人 支援を必要とする人 

カウンセリング （面接・相談） カウンセラー クライエント 

心理療法・セラピー  （治療） セラピスト 患者  医療領域 

ソーシャルワーク （個別支援） ソーシャルワーカー 利用者 社会福祉領域 

対人支援

カウンセリング

心理療法

心のケア

ボランティア

介護福祉

ソーシャルワーク

臨床心理

コンサルテー

ション

スーパーバイズ

似たことばがたくさんあって  

ちがいがわからないなぁ 

いろいろなことばがありますね。 

まず、ここからまとめていきましょう 

 

カウンセラー

セラピスト

ケアワーカー

ソーシャルワーカー

臨床心理士

スーパーバイザー
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原
則
は
大
切
で
す
か 

体
験
も
必
要
で
す
か 

 
 

 
 

原
則
を
学
ぶ
こ
と
と
実
際
に
支
援
す
る
こ
と
、
と
も
に
大
切
で
す 

 
 
 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

バ
イ
ス
テ
ッ
ク
の
七
原
則
の
続
き
で
す
。 

 ⑤ 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
を
一
方
的
に
非
難
し
な
い 

 

お
酒
ば
か
り
の
ん
で
仕
事
を
し
な
い
の
は
怠
け
て

い
る
と
か
、
問
題
行
動
を
起
こ
す
と
は
ひ
ど
い
人
だ
な

ど
と
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
数
少

な
い
情
報
で
簡
単
に
決
め
つ
け
て
、
批
判
し
た
り
、
叱

責
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。 

 

良
い
と
か
悪
い
と
か
の
評
価
は
支
援
す
る
立
場
に

は
必
要
な
い
の
で
す
。
非
難
で
は
な
く
受
け
と
め
る
こ

と
で
す
。 

 

⑥ 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
ご
自
身
で
、
決
め
て
い
た
だ

く 

 

支
援
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
自
身
が
選

択
し
て
決
定
す
る
立
場
に
あ
る
。
こ
れ
が
六
番
目
の
原

則
で
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
を
支
援
す
る
立
場
の
も

の
が
、
よ
か
れ
と
お
も
っ
て
勝
手
に
、
支
援
方
法
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
主

人
公
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
対
応
し
ま
す
。 

 

こ
の
原
則
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
支
援
者
に
対
し
て
依

存
的
な
態
度
に
な
り
、
よ
り
自
立
す
る
こ
と
か
ら
遠
ざ

か
り
ま
す
。
意
思
決
定
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
に
あ
り

ま
す
。 

 

⑦ 

支
援
活
動
を
通
し
て
得
た
情
報
は
守
る 

 

支
援
を
し
て
い
る
過
程
で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
触
れ
ま
す
。
支
援
活
動
以
外
の

と
こ
ろ
に
、
そ
の
情
報
が
流
れ
な
い
よ
う
に
充
分
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
個
人

の
話
を
外
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
禁

止
で
す
。
さ
ら
に
、
記
録
し
た
書
類
や
パ
ソ
コ
ン
の
中

に
あ
る
デ
ー
タ
の
管
理
も
、
厳
密
に
取
り
扱
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
支
援
す
る
側
と
さ

れ
る
側
の
信
頼
関
係
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

七
つ
の
原
則
を
紹
介
し
ま
し
た
。
対
人
支
援
の
現
場

で
働
い
て
い
る
人
す
べ
て
が
こ
の
原
則
を
暗
記
し
て

い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
、
い
え
る
こ
と
は
、
支
援
す
る
た
め
の
原
則
を

理
解
し
て
実
践
し
、
ま
た
原
則
に
戻
っ
て
ふ
り
か
え
る

と
い
う
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、
よ
り
よ
い

支
援
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

実
際
に
支
援
に
た
ず
さ
わ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
現
れ
て
き
ま
す
。
理
想
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
多

い
で
す
。
原
則
な
ど
の
理
論
に
か
た
よ
る
の
で
は
な
く
、

実
践
ば
か
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
、
と
も

に
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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支援を必要している人とかかわるとき 

次のことを知って対応することが大切です 

1 クライエントさんは人それぞれ 

2 クライエントさんにはいろいろな感情がある 

3 支援する側にもいろいろな感情がある 

4 受けとめる 

5 クライエントさんを一方的に非難しない 

6 クライエントさんご自身で決めていただく 

7 支援活動を通して得た情報は守る 

 

 

 

 

          

バイステック（1957）『ケースワークの原則 援助関係を形成する技法』は、 

新訳版も出ています。（1996）誠信書房。 

さまざまな理論がありますが、バイテックの７原則は支援するときの原則だと 

考えられています。 

 

 

参考になる本のご紹介です 

参考になる本のご紹介です 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
二
回 

聞
く 

聴
く 

訊
く 

 
 

 
 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島
（
み
ず
と
り
）
弘
美 

 
 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び
は
じ
め
て
間
も
な
い
は
て
な
子
さ
ん
と
、

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｎ
（
こ
ん
）
子
さ
ん
の
会
話
で
す
。 

は
て
な
子
「
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
漢
字
『
訊
く
』
は
何
て
読

む
の
で
す
か
？
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子

「
こ
れ
は
『
き
く
』
と
読
み
ま
す
。
あ
ま
り
目

に
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
話
し
言
葉

で
よ
く
使
い
ま
す
。
質
問
す
る
、
た
ず
ね
る

と
い
う
意
味
で
す
」 

は
て
な
子
「
こ
ん
な
漢
字
を
書
く
の
で
す
ね
。
ほ
か
の
『
聞

く
』
と
『
聴
く
』
の
違
い
は
何
で
す
か
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子

「
新
聞
の
聞
と
い
う
文
字
の
『
聞
く
』
は
、
音

や
声
が
自
然
に
耳
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
意

味
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
『
聴
く
』
は
身
を

入
れ
て
内
容
を
し
っ
か
り
き
く
と
い
う
意
味

で
す
。
耳
へ
ん
に
十
四
の
心=

聴
と
文
字
が

成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
、
耳
を
大
き
く
し

て
、
心
を
込
め
て
き
く
こ
と
で
す
。
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
の
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と
が
要(

か
な

め)

で
す
」 

は
て
な
子
「
そ
ん
な
に
聴
く
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
の
で

す
か
？
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
は
い
。
重
要
で
す
。
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
、
い
ま
、ど
う
い
う
状
況
の
な
か
で
、

ど
ん
な
心
境
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
話

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
か
か
せ
ま
せ

ん
」 

 
 

 
 

は
て
な
子
「
話
を
聴
く
と
い
う
の
は
、
ウ
ン
ウ
ン
と
う
な

ず
く
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
そ
う
で
す
。
話
す
人
が
、
い
ま
何
を
伝
え
よ

う
し
て
い
る
の
か
想
像
し
な
が
ら
、
話
し
手

の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
て
、お
聴
き
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
ど
の
よ

う
な
目
的
で
行
わ
れ
る
の
か
も
正
し
く
理
解

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」 

は
て
な
子

「
聴
く
こ
と
が
大
切
な
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
、
重
要
な
の
か
ま
だ
イ
メ

ー
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
は
、
ち
ょ
っ

と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
突
然
で
す
が
、

い
ま
こ
こ
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
必
要
と

し
て
い
る
人
が
い
る
と
し
ま
す
。
そ
の
人
は

い
っ
た
い
、
ど
ん
な
心
境
に
あ
る
と
、
は
て

な
子
さ
ん
は
考
え
ま
す
か
？
」



 

 ３５  

 

 

 

聞く 音や声が自然に耳に入ってくる 

聴く 身を入れて内容をしっかり聴く 

= 耳 十四 心 

訊く たずねる 質問する 

               

 

聞く 聴く 訊く？ 

何か違いがあるのかな？ 

カウンセリングは、カウンセラーがクライエ

ントさんの話を聴くのが要(かなめ)です。何を

伝えようしているのか、想像しながら、しっか

り受けとめて聴かせていただきます。 

 

聞く 聴く 訊く？ 

何か違いがあるのかな？ 
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聴
く
こ
と
は
そ
ん
な
に
重
要
で
す
か
？ 

 

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
状
況
や
心
境
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

は
て
な
子
「
え
っ
ー
、
う
ー
ん
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
利

用
す
る
人
は
、
何
か
困
る
こ
と
が
あ
っ
て

落
ち
込
ん
で
い
た
り
、
悲
し
ん
で
い
た
り
、

と
に
か
く
元
気
が
な
い
状
態
、
た
ぶ
ん
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、多
く
の
場
合
、元
気
が
な
い
で
す
ね
。

そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
と
接
す
る
と
き

は
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
自
然
災
害
の
被
害
に
あ
っ
た
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
き
な
ど
を
考
え
て
み
る

と
少
し
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
」 

は
て
な
子

「
は
い
、
少
し
わ
か
る
気
が
し
ま
す
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
被
害
に
あ
っ
た
あ
と
に
、
思
っ
て
い
る
こ
と

感
じ
て
い
る
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
を
お
話

く
だ
さ
い
と
い
っ
て
も
、
混
乱
し
て
い
て
、

話
す
こ
と
す
ら
む
ず
か
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け
る
人=

弱
い
人
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
。
さ
ら
に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
お
説

教
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
こ
れ
は
誤
解
で
す
ね
。
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
関
心
が
あ
る
も
の
の
ど
こ
か
敷

居
が
高
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
支
援
が

必
要
で
何
と
か
し
た
い
気
持
ち
と
、
警
戒
す

る
気
持
ち
が
あ
り
、
複
雑
で
す
」 

は
て
な
子
「
そ
う
っ
か
。
い
ろ
い
ろ
理
解
し
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
ね
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
心
が
け
る
こ
と
は
、
話
し
や
す
い
と
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
表

現
す
る
こ
と
ば
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
と
ば
以
外
に
も
自
然
に
伝
わ
る
表
情

や
姿
勢
、
態
度
を
は
じ
め
、
空
間
か
ら
受
け

る
影
響
な
ど
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
立
場
に

た
っ
て
配
慮
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
ま
す
」 

は
て
な
子
「

確
か
に
学
校
の
先
生
で
も
、
話
し
や
す
い
と

思
う
先
生
と
、
な
ん
と
な
く
こ
わ
い
と
感
じ

る
先
生
が
い
ま
す
。
こ
の
先
生
だ
っ
た
ら
相

談
し
て
も
い
い
な
と
思
う
の
と
同
じ
こ
と
で

す
か
？
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
そ
う
、
同
じ
で
す
。
自
分
の
こ
と
を
話
し
て

も
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
安
心
で

き
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
に
心
く
ば
り
し

ま
す
」 



 

 ３７  

支援を必要としている人の心境は？ 

 

 

なんでこんなことになったかわからない 

何が悪かったのか、何とか問題を解決したい  

いや、もうだめなんじゃないか、無理だぁ～ 

つらいよ～ 苦しい、何も考えられない 

この気持ちをわかってもらえるのかな 

カウンセリングに行くなんてはずかしい 

                                  弱い人間みたいで情けない 

                                      説教されるのかな 

 

「今日はどういったことで来られましたか」 

クライエントさんは、問題解決したい気持ちと、カウンセリ

ングへの不安があり複雑です。初回のカウンセリングでは、今

どのように困っているかお聴きし、あらさがしではなく、解決

につながる強みや良さを見つけるように心がけます。 

 

 

 

元気がない、たぶん、、、 

 

http://3.bp.blogspot.com/-SsFlqBPGSZA/Ur1GX5ezR1I/AAAAAAAAcco/87FNpRkecO0/s800/utsu_man.png
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 ３８  

人
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
に
は
？ 

安
心
し
て
話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
聴
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

話
し
や
す
い
と
は 

し
っ
か
り
聴
い
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
か
ら 

 

は
て
な
子
「
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
う
と
き
の
作
法
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
で
す
か
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
は
い
そ
う
で
す
。
何
を
き
い
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
と
か
、
沈
黙
が
気
ま
ず
い
と
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
初
学
者
の
人
は
、
同
じ

よ
う
な
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
安
心
感
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
聴
く
練
習
を
く
り
返
す

と
良
い
と
思
い
ま
す
。
人
の
話
を
聴
い
て
い

る
よ
う
で
、
実
際
は
聴
い
て
い
な
い
こ
と
に

気
が
つ
き
、
そ
の
大
切
さ
が
実
感
で
き
る
と

思
い
ま
す
」 

は
て
な
子
「
そ
う
な
ん
だ
ぁ
、
体
験
が
必
要
な
の
で
す
ね
」

 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
質
問
す
る
の

で
は
な
く
、
『
今
日
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で

来
ら
れ
ま
し
た
か
？
』
と
い
っ
て
、
あ
と
は

し
っ
か
り
聴
き
ま
す
」 

は
て
な
子

「
練
習
を
し
た
ら
う
ま
く
な
り
ま
す
か
？
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
は
い
。
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
で
繰
り
返
し

練
習
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。
た
と
え
ば
、
テ
ニ
ス
の
試
合
を

た
び
た
び
観
戦
し
て
、
知
識
を
多
く
持
っ
て

い
て
も
、
実
際
に
プ
レ
イ
す
る
と
思
い
通
り

に
行
か
な
い
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
知

っ
て
い
る
こ
と
と
、
で
き
る
こ
と
と
は
別
で

す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
な
か
で
、
ま

す
ま
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
」 

は
て
な
子

「
基
本
の
姿
勢
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
子
「
は
い
。
以
前
話
し
た
バ
イ
ス
テ
ッ
ク
の
原
則

が
ベ
ー
ス
で
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
お
話
を

聴
か
せ
い
た
だ
く
と
き
の
お
作
法
は
、
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
語
る
こ
と
ば
に
関
心
を
持

ち
、
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
強
み
を
の
が

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
は
何
か
と
い
っ
た
犯
人

探
し
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
良

い
と
こ
ろ
を
つ
か
め
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
良
い

と
こ
ろ
が
発
見
で
き
る
と
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

さ
ん
と
の
あ
い
だ
に
自
然
と
信
頼
関
係
が
築

け
ま
す
」 



 

 ３９  

  人の話を聴くトレーニング  

三人組になりましょう  

1  役割を決める Aさん→クライエント話す役 Bさん→カウンセラー聴く役 

Cさん→観察者二人の様子をよくみる役  

2 テーマ 例「カウンセリングを学ぼうと思ったのは？」「現在取り組んでいることについて」 
3 時 間 

5 分間 
ＡさんとＢさんがカウンセリング Ｃさんはその様子を時間まで黙って観察      

Ⓐ→ ←Ⓑ                        

          Ⓒ  
4  ふりかえり 三人で感想を話しましょう 3 分間 聴く役の良いところに注目！ 

5 くり返し 役割を交代して、すべての役を体験し、ふりかえる 

 

 

◎四人組の練習方法 

1 回目 Aさん→クライエント話す役 Bさん→カウンセラー聴く役 CさんＤさん観察者   

    2 回目 Aさん→カウンセラー聴く役 C さん→クライエント話す役 

Bさん→クライエント話す役 Ｄさん→カウンセラー聴く役 観察者はなし 

            3 回目 C さん→クライエント話す役 Ｄさん→カウンセラー聴く役ＡさんＢさん観察者 

 

 

ポイント！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カウンセラー役をするときは、自分の話はＮＧです。聴くことに徹しましょう。 

クライエントさんに肯定的な関心をもち、良いところや強みを探すつもりで聴きましょう。 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
三
回 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
流
れ 

 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島
（
み
ず
と
り
）
弘
美 

 
 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
流
れ
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

面
接
の
段
階
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
存
在
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
状
況
に
合
わ
せ

て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
は
、
大
ま
か
に
四
つ
の
プ

ロ
セ
ス
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。 

第
一
段
階 

ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ 

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
や
そ
の
家

族
と
お
会
い
し
ま
す
。
支
援
を
す
る
う
え
で
ま
ず
大
切

な
こ
と
は
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。
こ
の
段
階
は
、

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
世
界
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
、
ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
話
を
し
や
す
い
よ

う
に
、
言
葉
や
言
葉
以
外
に
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
配

慮
し
な
が
ら
、
対
応
し
ま
す
。 

第
二
段
階 

状
況
を
知
る 

「
ど
う
い
っ
た
こ
と
で
、
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
ま
し
た

か
。
ど
な
た
か
ら
で
も
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
様
子
を
き

か
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
、
支
援
が
必
要
で
あ

る
状
況
を
知
る
段
階
で
す
。
ど
ん
な
出
来
事
が
あ
り
、

ど
ん
な
感
情
に
な
っ
た
の
か
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

ま
す
。
何
が
良
く
な
か
っ
た
の
か
の
原
因
追
究
や
悪
者

さ
が
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怠
け
や
甘
え
て
い
る
な
ど

の
評
価
を
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
把
握

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。 

第
三
段
階 

目
標
、
方
向
の
確
認 

 
 

 

「
ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
、
ど
う
な
っ
た
ら
い
い
な

と
お
考
え
で
す
か
」 

目
標
に
つ
い
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
お
考
え
を

確
か
め
ま
す
。
決
し
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
方
向
を
決
め

る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
と
ご
家
族
の
思

い
と
と
も
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ど
う
な
り
た
い
の
か

わ
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
家
族
で
考
え
が
異
な
る
場

合
も
あ
り
、
ど
う
な
る
こ
と
が
納
得
で
き
る
の
か
調
整

を
し
な
が
ら
方
向
を
確
認
し
ま
す
。 

第
四
段
階 

強
み
を
把
握
し
今
後
へ 

 
 

状
況
や
目
標
を
理
解
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
や
ご
家
族
の
強
み
や
良
さ
、
何
と
か
や
っ

て
お
ら
れ
る
点
を
把
握
し
な
が
ら
、
今
後
に
つ
い
て
話

し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
何
か
の
困
難
さ
を
抱
え
な
が

ら
も
な
ん
と
か
生
活
で
き
て
い
る
点
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
れ
ら
を
今
後
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
段

階
で
す
。 

「
こ
れ
ま
で
大
変
な
な
か
、
よ
く
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
ね
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」 
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2 

 

～  カウンセリングの流れ  ～ 

 
第１段階  ジョイニング クライエントの世界にカウンセラーが参加させていただ

くことで、信頼関係を形成するプロセス。 

「こんにちは、私は○○です。▽▽さんですね」 

第２段階 状況を知る クライエントやその家族がどのような状況にあり、支援

を必要としているのか、様子をきかせていただく。 

「どういったことで来られましたか、どなたからでも、

どんなことでも、けっこうです、おきかせください」 

第３段階 目標、方向の確認 支援を必要としている情報が集まれば、クライエントや

その家族がどうなることを望んでいるのかを確認する。 

「どうなったらよいとお考えですか？」                   

第４段階 強みを把握し今後へ クライエントやご家族の強みや良さ、何とかやっておら

れる点を把握しながら、今後について話し合うプロセス。 

「これまで大変ななか、よくやってこられましたね、こ

れからについて考えていきましょう」 

  1  ジョイニング 

  2  状況を知る 

  3  目標、方向の確認 

  4  強みを把握し今後へ 

聞く 聴く 訊く？ 

何か違いがあるのかな？ 

37 
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言
語
と
非
言
語 

 

話
す
言
葉
と
、
言
葉
以
外
に
相
手
に
伝
わ
る
こ
と 

 
 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

「
あ
し
た
か
ら
練
習
に
来
な
く
て
い
い
！
」 

 
 

 
 

あ
な
た
は
仮
に
中
学
生
だ
と
し
ま
す
。
も
し
も
、
所

属
す
る
ク
ラ
ブ
顧
問
の
先
生
が
、
ま
じ
め
に
練
習
を
し

て
い
な
い
部
員
の
姿
を
見
て
、
怒
鳴
っ
た
と
し
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
？ 

言
語
で
は
「
あ
し
た
か
ら
練
習
に
来
な
く
て
い
い
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
言
語
そ
の
も
の
の
意
味

以
外
に
、
大
き
な
声
や
表
情
か
ら
、「
お
こ
っ
て
い
る
、

こ
わ
い
、
叱
ら
れ
た
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

顧
問
の
先
生
は
し
っ
か
り
と
練
習
を
し
な
さ
い
と

い
う
思
い
を
伝
え
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
情
的
な

言
い
方
に
な
り
ま
し
た
。
言
葉
を
省
略
し
、
来
な
く
て

い
い
と
だ
け
大
き
な
声
で
話
し
ま
し
た
。
先
生
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
を
理
解
で
き
る
場
合
は
良
い
の
で
す
が
、

言
葉
だ
け
の
理
解
だ
と
、
混
乱
し
ま
す
。 

「
明
日
か
ら
練
習
に
来
な
く
て
い
い
ら
し
い
」 

 言
語
と
非
言
語 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
流
れ
、
第
一
段
階
の
ジ
ョ
イ
ニ

ン
グ
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
関
係

を
築
く
た
め
に
、
話
す
言
葉
と
、
言
葉
以
外
に
相
手
に

伝
わ
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
お
会
い
し
ま
す
。 

言
葉
そ
の
も
の
＝
バ
ー
バ
ル
、
言
葉
以
外
に
伝
わ
る

こ
と
す
べ
て
＝
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
と
い
い
ま
す
。 

言
葉
と
、
言
葉
以
外
に
伝
わ
る
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
一
致
し
な
い
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

る
側
は
、
不
快
、
混
乱
、
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
に
、

少
し
で
も
話
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
表
情
、
視
線
、
し
ぐ
さ
、
態
度
、
話
し
方
、
さ
ら
に

面
接
の
空
間
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。 

信
頼
関
係
を
築
く
過
程
は
地
道
な
作
業
の
く
り
返

し
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
一
瞬
の
で
き
ご
と
か
ら
、

そ
の
関
係
が
く
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
意
図
と
し

な
い
こ
と
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
伝
わ
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
ご
家
族

に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
言
語
と

非
言
語
を
意
識
し
な
が
ら
お
会
い
し
ま
す
。 
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4 

 

言語と非言語を一致させるコミュニケーションが重要 

 

 

 

 

 部員 

「叱られた！！ ショックだ～ 来なくていいと言っているけれど、   

練習に行かないとまた叱られるよ、きっと」 

 

 部員 

「ふーん、あしたから来なくていいらしい～」 

 

「あしたから 

練習に来なく

ていい！！」 
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カウンセリングのお作法 CON 

 

 

5 

 

 

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
何
か
が
伝
わ
っ
て
い
る 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
の
表
情
、
視
線
、
態
度
、
話
し
方
、
そ

し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
面
接
空
間
に
つ
い
て
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
表
情
で
す
。
無
表
情
に
な

ら
ず
、
柔
ら
か
い
自
然
な
微
笑
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

気
を
つ
け
る
点
は
、
楽
し
い
話
題
ば
か
り
で
は
な
い
の

で
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
顔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

 

視
線
で
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
が
特
に
大
切
な
内

容
を
話
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
し
っ
か
り
と
お
聴
き

し
ま
し
た
よ
と
う
な
ず
き
、
視
線
は
は
ず
し
ま
せ
ん
。

顔
や
目
を
見
つ
め
す
ぎ
る
と
圧
迫
感
が
あ
り
ま
す
。
視

線
を
合
わ
さ
な
い
時
間
が
長
い
と
、
無
関
心
の
よ
う
な

印
象
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

お
話
を
う
か
が
う
と
き
は
、
や
や
姿
勢
は
前
傾
に
し
、

ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
態
度
を
心
が
け
ま
す
。
筆
記

用
具
を
不
必
要
に
持
ち
続
け
た
り
、
自
分
の
鼻
や
髪
の

毛
に
触
れ
た
り
、
首
を
回
し
た
り
、
足
を
ゆ
す
っ
た
り

す
る
癖
が
あ
る
場
合
は
、
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

話
し
方
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
声
は
、
大
声
で
も

元
気
な
声
で
も
な
く
、
さ
さ
や
く
よ
う
な
声
で
も
な
く
、

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
話
し
方
に
合
わ
せ
ま
す
。
大
き

過
ぎ
る
声
は
威
圧
感
が
あ
り
ま
す
。
少
し
ゆ
っ
く
り
で
、

は
っ
き
り
、
ト
ー
ン
は
や
や
低
め
が
落
ち
着
い
て
い
る

印
象
で
す
。 

ま
た
、
話
す
速
度
が
速
す
ぎ
る
と
、
問
い
詰
め
ら
れ

る
気
分
に
な
り
、
考
え
る
時
間
が
な
く
、
窮
屈
な
感
じ

が
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
る
と
適
度
な
緊
張
か
が
な

く
な
る
た
め
、
テ
ン
ポ
も
意
識
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
が
話
し
や
す
い
雰
囲

気
を
つ
く
る
た
め
に
、
実
際
に
面
接
を
す
る
空
間
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
あ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
少
し
で
も
工
夫
で
き
る
と
こ
ろ
が
な

い
か
、
検
討
し
ま
す
。 

面
接
室
は
、
静
か
で
安
全
な
空
間
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
部
屋
の
壁
、
カ
ー
テ
ン
、
椅
子
、
机
な
ど
の
色
、

照
明
、
座
る
位
置
関
係
、
視
線
を
向
け
ら
れ
る
小
物
、

室
内
の
温
度
、
椅
子
の
座
り
心
地
な
ど
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
さ
ん
の
目
に
す
る
も
の
、
感
覚
に
ど
の
よ
う
な
影
響

す
る
の
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
清
潔
さ
も
重
要
で
す
。 

そ
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
服
装
も
個
性
的
に
な
っ

て
不
必
要
な
感
情
に
訴
え
て
い
な
い
か
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
や
ご
家
族
の
立
場
に
な
っ
て
準
備
し
ま
す
。

40 



6 

 

 カウンセリングの空間 

  

ノンバーバルメッセージ 大切です！ 

表 情  柔らかい自然なほほえみがベスト 無表情やニコニコし過ぎを避ける 

視 線 凝視し過ぎず、大切な話しのときは、急に視線をはずさない 

 態 度 やや前傾姿勢にし、ゆったりと落ち着いて話をお聴きします 

話し方 大きな声になりすぎないよう、ささやく声になりすぎないよう、      

クライエントさんの話し方に合わせます 

ゆっくり、はっきり、少しトーンは低めが落ちついて聞こえます 

早口すぎると問い詰められている印象 

面接空間 クライエントさんへの影響を点検する 

静かで安全なスペース  

    部屋の配色 照明 視線を向けられるカレンダーや観葉植物  

    室温 椅子のすわり心地 

カウンセラーの服装 個性的でないもの  
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カウンセリングのお作法(4)中島弘美 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
四
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
言
葉
か
け 

 
 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

「
な
ん
で
、
ど
う
し
て
」
っ
て
た
ず
ね
な
い 

 

「
な
ん
で
、
片
づ
け
ら
れ
な
い
の
！
」 

 
 

 
 

 
 

「
な
ん
で
、
勉
強
し
な
い
の
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

「
な
、
ん
、
で
、
何
回
も
同
じ
こ
と
を
言
わ
せ
る
の
！
」 

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
怒
鳴
っ
て
い
る
様
子
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
ど
も
に
対

し
て
、
言
い
訳
は
許
し
ま
せ
ん
と
ば
か
り
に
叱
り
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
ひ
ゃ
～
怖
い
よ
。
お
母
さ
ん
、
今
日
は
、
か
な
り
機

嫌
が
悪
い
」
と
、
子
ど
も
は
思
い
な
が
ら
、
何
も
言
え

ず
、
な
ん
で
の
嵐
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
母
親
の
セ
リ
フ
『
な
ん

で
』
と
い
う
言
葉
で
す
。
な
ん
で
言
葉
は
、
と
き
に
相

手
を
攻
撃
し
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
、
自
然
に
使
い
ま

す
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
で
き
る
だ
け
使
わ
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
「
な
ん
で
、
登
校
し
な

い
の
で
す
か
」
と
か
、
「
な
ん
で
、
う
つ
状
態
に
な
っ

た
の
で
す
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、
そ
う
な
っ
て
し
ま

っ
た
本
人
に
問
題
が
あ
る
と
問
い
た
だ
し
て
い
る

よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
う
な
り
た
く
て
、
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
言
葉
で
表
現
で
き

る
ほ
ど
の
明
確
な
理
由
は
本
人
も
わ
か
ら
な
い
の

で
こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ん
で
と
、
責
め
る
の
で

は
な
く
受
け
止
め
る
の
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
目

で
す
。
追
及
に
つ
な
が
る
よ
う
な
言
葉
は
使
い
ま
せ
ん
。

 

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
、
ど
ん
な
言
葉
か
け
が
適
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
こ
と
は
理
解
す
る
こ
と

で
す
。
「
何
か
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と

か
「
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
」

と
い
う
よ
う
に
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
を
た
ず

ね
ま
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
心
境
を
把
握
す
る
の

で
す
。 

で
も
・
し
か
し
も
要
注
意
な
言
葉 

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
要
注
意
ワ
ー
ド
は
、
「
で
も
」

や
「
し
か
し
」
で
す
。 

で
も
、
し
か
し
、
け
ど
、
け
れ
ど
、
の
言
葉
か
ら
話

し
は
じ
め
る
と
、
次
に
続
く
言
葉
は
、
相
手
を
言
い
く

る
め
る
よ
う
な
表
現
に
な
り
、
受
け
止
め
て
い
な
い
印

象
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
接
続
詞
を
耳
に
し
た
瞬
間
、
わ

か
っ
て
も
ら
え
て
い
な
い
と
感
じ
、
肩
を
落
と
し
ま
す
。

受
け
と
め
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
に
「
な
ん
で
」

「
で
も
・
し
か
し
」
の
よ
う
な
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん

の
気
持
ち
や
考
え
を
認
め
な
い
雰
囲
気
に
な
る
言
葉

は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中
で
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
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 なんで、できないの！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ひゃ～、こわいよ～     

 

 

 

 

 

 

 

はてな子さん「なんで、という言葉は、日常生活でよく使いますがカウンセリングではで

きるだけ避けているのですね。どんな理由からですか？」 

CON子さん「それは、クライエントさんが追及され、責められている気持ちになるから

です。たとえば、なんで登校しないの？とたずねられると、できないあな

たに問題あり！というノンバーバルメッセージになる可能性があります。

そのためできるだけ、なんでという言葉はかけないのです。そのほかには、

『でも』や『しかし』もあまり、使いません。反論するときに使う言葉だ

からです。」 

なんで、片づけ

られないの？ 

なんで、勉強

しないの？ 

な、ん、で、同じこと

を言わせるの！ 

 

 



カウンセリングのお作法(4)中島弘美 

38 

 

 

状
況
を
知
り
理
解
す
る
に
は
、 

出
来
事
そ
の
も
の
と
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を
把
握
す
る 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 事
実
と
感
情
を
通
し
て
状
況
を
理
解
す
る 

で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を

か
け
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

ポ
イ
ン
ト
は
、
事
実
と
感
情
、
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
聴
く
こ
と
で
す
。
実
際
、
何
が
あ
っ
た
の
か
の
事

実
そ
の
も
の
と
、
本
人
の
思
い
、
か
か
わ
っ
て
い
る
人

の
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
を
把
握
し
ま
す
。
特
に
家
族
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
関
係
者
理
解
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

 
 

 
 

 

判
断
や
解
釈
は
後
ま
わ
し
に
し
て
情
報
共
有 

あ
る
出
来
事
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
子
ど
も
が
二

学
期
か
ら
欠
席
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
し

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
人
、
父
親
、
母
親
、
ク
ラ

ス
担
任
の
先
生
な
ど
、
か
か
わ
っ
て
い
る
人
は
ど
う
感

じ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
ま
す
。 

反
省
の
言
葉
を
連
ね
る
人
、
〇
〇
が
悪
い
と
他
へ
の

批
判
を
口
に
す
る
人
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
と
方
法
や
答
え
を
す
ぐ
に
求
め
る
人
な

ど
、
困
難
な
出
来
事
に
対
し
て
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。

 

事
実
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ
る
と
、
ま

た
次
の
感
情
が
あ
ら
わ
れ
て
、
周
囲
に
影
響
し
ま
す
。

先
が
見
え
に
く
く
な
る
と
、
そ
の
と
き
に
、
誰
の
考
え

方
や
対
応
が
正
し
い
の
か
、
間
違
っ
て
い
る
の
か
の
犯

人
探
し
を
し
が
ち
で
す
が
、
判
断
や
解
釈
は
後
回
し
に

し
て
、
ま
ず
、
現
状
を
把
握
し
、
家
族
や
か
か
わ
っ
て

い
る
人
が
そ
の
事
実
を
正
確
に
共
有
し
、
今
後
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
協
力
し
て
動
け
る
よ
う
に
体
制
を
整
え

ま
す
。 

 

目
標
、
方
向
の
確
認 

 
 

 

「
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
、
ど
う
な
っ

た
ら
い
い
な
と
お
考
え
で
す
か
」 

で
き
る
、
で
き
な
い
は
別
に
し
て
、
関
わ
っ
て
い
る

人
が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
本
人
の
希

望
も
含
め
て
、
方
向
性
を
確
認
す
る
問
い
を
投
げ
か
け

ま
す
。
で
き
る
こ
と
や
や
れ
る
こ
と
が
少
な
い
場
合
は
、

今
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
現
状
維
持
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、

目
標
や
方
向
性
を
確
認
で
き
た
ら
、
そ
の
次
に
、 

「
そ
の
た
め
に
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
」
と
小
さ
な

目
標
、
達
成
可
能
な
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
た
ず
ね
ま
す
。

 

 カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
る
の
か
「
未
来
を
描

く
た
め
の
９
質
問
」
を
こ
の
あ
と
の
ペ
ー
ジ
に
加
え
ま
し
た
。

http://1.bp.blogspot.com/-WzitCKhVqno/VJF_UwQOAbI/AAAAAAAAp1k/qX7_AOq-294/s800/ball05_blue.png
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事実と感情 

だれがどのように感じているのかを区別して 

状況を理解する 

 
 

 

事実

出来事

担任の

感情

父の

感情

本人の
感情

母の

感情

二学期か

らすべて

欠席

なかなか本人の気持ちがつ

かめないな 担任

怠けているとは思わない

けれど、厳しく言っても

登校できるわけではない

し、困った 父

行きたいと思っているけ

れど、朝になったらおな

かが痛くて登校できない、

つらい 本人

どうして休み続けるのか

わからない、私の育て方

が間違っていたのか 母
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未
来
を
描
く
問
い
か
け 

ど
う
な
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
何
で
す
か
？ 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
験 
次
ペ
ー
ジ
参
照 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
べ
て
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
あ
と
に
解
説
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

解
説 

質
問
の
意
図 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
あ
な
た
が
希
望
す
る
就
職
先
や
職
種
は
何
で
す
か
？ 

２
将
来
、
就
職
す
る
こ
と
を
考
え
た
と
き
の
今
の
心
境
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
や
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。 

３
働
く
な
か
で
、
ど
ん
な
体
験
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す

か
？ 

●
１
か
ら
３
の
問
い
は
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
の
確
認

及
び
ど
う
な
り
た
い
と
願
い
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と

ど
の
よ
う
な
心
境
な
の
か
の
質
問
で
す
。 

４
就
職
す
る
ま
で
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
や
身
に
着
け
て
お
く
べ
き
こ
と
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
今
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
。
だ
い
た
い
で
き
て
い
る
状
態
を
数
字
の
⒑
で
き
て
い
な
い
状
態
を

⒈
と
す
る
と
、
今
の
あ
な
た
は
１
か
ら
⒑
の
数
の
ど
れ
ぐ
ら
い
で
す
か

。

 

●
４
は
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
す
。 

尺
度
の
質
問
で
す
。
状
況
を
数
字
に
置
き
換
え
て
答
え

も
ら
う
こ
と
で
、
異
な
る
視
点
か
ら
い
ま
の
状
況
を
把

握
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

５
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
数
だ
と
思
っ
た
の
で
す
か
？
で
き
て
い
る

と
こ
ろ
を
具
体
的
に
お
き
か
せ
下
さ
い
。 

●
５
は
、
う
ま
く
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
で
き
て
い
な
い
点
で
は
な
く
、
で
き
て
い

る
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
い
か
に
具
体
的
に
認

識
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

６
５
で
示
し
た
内
容
が
で
き
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
工
夫
や
努

力
を
し
た
の
で
す
か
？ 

●
６
は
、
対
処
の
質
問
で
す
。
う
ま
く
対
応
し
て
い
る

点
を
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
や
っ
た
の
か
と
問

い
ま
す
。
答
え
て
い
く
う
ち
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

７
４
で
答
え
た
そ
の
数
字
よ
り
も
、
ひ
と
つ
カ
ウ
ン
ト
を
あ
げ
る
と
し

た
ら
新
た
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

●
７
は
、
小
さ
な
目
標
設
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
未
来
が
描
け
ま
す
。 

８ 

そ
れ
を
実
行
に
移
す
た
め
に
あ
な
た
に
は
あ
と
何
が
必
要
で
す
か
。

 

●
８
は
、
ど
う
や
っ
た
ら
確
実
に
実
行
で
き
る
か
、
後

押
し
の
問
い
か
け
で
す
。 

９ 

卒
業
す
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
充
実

し
た
期
間
だ
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
？  

●
９
の
質
問
は
１
２
３
と
同
じ
意
味
で
す
。
こ
れ
で
一

巡
し
ま
し
た
。
４
以
降
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
言
葉
か
け
や
質
問
の
な
が
れ
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
に
つ
い
て
も
応
用
が
可
能
で
す
。
い
ま
の
困
難

な
状
況
か
ら
ど
う
な
っ
た
ら
い
い
と
思
う
か
、
さ
っ
そ

く
、
描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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就職を希望する学生さんへ 未来を描くための 9質問 

～カウンセラーがあなたに質問しますので、順序にしたがってお答えください～                                              

1 あなたが希望する就職先や職種は何ですか？   

2 将来、就職することを考えたときの今の心境はどのようなものですか？      

楽しみにしていることや気になっていることなど、おきかせください。 

3 働くなかで、どんな体験ができればいいなと考えていますか？ 

4 就職するまでに学ぶべきことや身に着けておくべきことがあるとすれば、今どれぐら

いのことができていると思いますか。だいたいできている状態を数字の 10、できていな

い状態を 1とすると、今のあなたは 1から 10の数のどれぐらいですか。 

5 どんなところからその数だと思ったのですか？できているところを具体的におきかせ

下さい。 

6 5で示した内容ができるために、これまでどんな工夫や努力をしたのですか？ 

7 4 で答えたその数字よりも、ひとつカウントをあげるとしたら新たにどんなことがで

きるとよいと思いますか？ 

8 それを実行に移すために、あなたにはあと何が必要ですか。 

9 卒業するまでにどのように過ごすことができれば、充実した期間だと感じるでしょう

か？  

 

それぞれの質問は、なんとなくたずねているのではなく、それぞれに意味があります。 

今回は、就職希望者への問いかけでしたが、困っている状況があるとしたら、どのよ

うなことについても、応用が可能です。 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
五
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
効
果
的
に
す
す
め
る
た
め
の
土
台
作
り 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

友
だ
ち
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
で
き
な
い 

 「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
お
い
し
い
も
の
を
ご
ち
そ
う
す
る
か
ら
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
て
よ
」 

友
だ
ち
か
ら
頼
ま
れ
る
と
、
そ
の
内
容
が
ど
の
ぐ
ら

い
深
刻
な
の
か
を
そ
れ
と
な
く
と
確
認
し
ま
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
場
合
は
、
せ
っ
か
く
の
お
話
で
す
が
と
、

お
断
り
を
し
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
か
な
り
困
っ
て
い
て
支
援
が
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
専
門
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

 

こ
の
対
応
を
、
固
苦
し
い
態
度
だ
と
感
じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
友
だ
ち
や
親
戚
は
、
日
常
生
活
で

す
で
に
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
お
引
き
受
け
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
冷

静
な
判
断
を
し
な
が
ら
、
話
を
聴
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
で
す
。 

さ
ら
に
、
大
学
で
私
の
講
義
を
受
け
て
い
る
学
生
さ

ん
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

客
観
的
な
立
場
で
成
績
評
価
を
出
す
立
場
に
あ
り
つ

つ
継
続
し
て
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
学
内

の
学
生
相
談
室
を
利
用
す
る
よ
う
に
伝
え
、
教
員
で
あ

る
こ
と
と
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
事
と
の
区
別
を
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
す
す
め
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ス
タ
ー
ト
時
点
の
基
盤
整
備
で

す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
相
談

内
容
そ
の
も
の
に
関
心
が
向
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
、

解
決
に
至
る
の
か
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
、
土
台

作
り
の
重
要
性
は
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
で
行
わ
れ
て
い
る
、
家
族

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
土
台
作
り
や
進
め
方
等
、
具
体
的

な
話
を
し
ま
す
。 

 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
枠
組
み
と
一
致
さ
せ
る 

 実
際
、
本
格
的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
は
じ
ま
る
と
き

に
は
、
最
初
に
契
約
を
し
ま
す
。
契
約
と
い
う
と
大
げ

さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
確
認
作
業
で
す
。

あ
と
か
ら
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
が
思
い

描
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
考
え
て

い
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
枠
組
み
に
、
ズ
レ
が
生
じ
な

い
よ
う
に
、
微
調
整
を
し
ま
す
。 

受
付 

ま
ず
、
ご
相
談
内
容
を
う
か
が
っ
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
が
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
お
引
き
受
け
で
き
る

か
を
明
確
に
し
ま
す
。
受
理
面
接=

イ
ン
テ
イ
ク
と
呼

ば
れ
、
困
っ
て
い
る
状
況
を
お
き
き
し
ま
す
。
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カウンセラーは友だちや親戚を 

カウンセリングしません 

 

 

 

 

  はてな子さん カウンセリング初学者 

                            ＣＯＮ子さん          

心理カウンセラー 

                         

 

 

 

 

 

 

 

ＣＯＮ子さんは、ＣＯＮ子さんのお友だちを、カウンセリングする

ことはできないのですね。 

 

そうなんです、友だちや親戚は、日常生活ですでに関係が成り立って

いて、冷静な判断をしながら、話を聴き続けることができないためです。

もしも困った状態にあるときは、専門機関を紹介します 
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イ
ン
テ
イ
ク 

受
理
面
接 

受
け
付
け
る
か
ど
う
か
、
引
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

受
け
つ
け
で
き
な
い
例
は
、
法
に
触
れ
る
問
題
行
動

に
よ
り
警
察
が
関
係
し
て
い
る
場
合
や
、
相
談
機
関
が

専
門
と
し
て
い
な
い
症
状
、
た
と
え
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル

使
用
障
害
の
相
談
で
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
の
と
き
、
病
院
等
で
心
理
治
療
の

た
め
に
投
薬
中
の
場
合
は
、
担
当
の
医
師
か
ら
診
療
情

報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
適
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
医
師
の
判
断
を
確
認
し
た
あ
と
、
カ

ウ
セ
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
並
行
し

て
投
薬
治
療
を
続
け
る
場
合
は
、
担
当
医
師
と
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
連
携
を
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
問
題
解
決

に
あ
た
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
状
況
変
化
に
と
も

な
っ
て
、
神
経
科
や
心
療
内
科
の
医
療
機
関
へ
の
受
診

や
他
分
野
の
専
門
家
を
紹
介
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
適
切
な
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
を
リ
フ

ァ
ー
と
い
い
ま
す
。 

相
談
窓
口
は
ひ
と
つ
に 

困
っ
た
状
況
に
な
る
と
、
回
復
の
可
能
性
が
あ
る
な

ら
な
ん
で
も
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
す
が
、
こ
こ
は
要
注
意
。
他
機
関
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
継
続
し
て
受
け
て
い
る
場
合
は
、
重
複
し

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
相
談

先
を
一
つ
に
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

在
籍
し
て
い
る
学
校
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
て
い
る
の
と
同
時
に
、
も
う
一
方
で
、
家
族

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
希
望
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
絞
る

必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。 

何
カ
所
か
で
相
談
を
す
る
と
、
め
ざ
す
方
向
は
同
じ

で
も
そ
の
機
関
に
よ
っ
て
支
援
方
法
は
微
妙
に
異
な

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
に
触
れ
る
と
、
ご
本
人

や
ご
家
族
が
混
乱
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
避
け
る
た
め
に

窓
口
は
必
ず
一
つ
に
し
ま
す
。 

支
援
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
ご
家
族
に
と
っ
て
、
適
切

な
相
談
機
関
た
ど
り
着
く
ま
で
に
、
労
力
を
使
う
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
在
籍
し
て
い
る
学
校
や
、

通
院
中
の
医
療
機
関
の
担
当
者
か
ら
紹
介
を
し
て
も

ら
う
の
が
ス
ム
ー
ズ
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

初
回
の
予
約
、
場
所
、
時
間
、
費
用 

相
談
内
容
が
確
認
で
き
れ
ば
、
初
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
予
約
に
話
が
移
り
ま
す
。 

面
接
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。
担
当
者
は
毎
回
同
じ

で
、
途
中
で
交
代
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

急
き
ょ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
話
し

た
い
、
た
ず
ね
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
原
則
は
で
き
な
い
の
で
、
約
束
し
た
日
時
に
直
接
お

会
い
し
て
、
そ
の
と
き
に
じ
っ
く
り
と
お
話
を
う
か
が

い
ま
す
。
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電 話 
•簡単にご相談内容をきかせていただきます 

説 明 
•カウンセリングの進め方について説明をします 

予約日
時 

•空き時間をお伝えします 

•ご都合の良い日時をお選びください 

面接当日 

•カウンセリング予約日時にお越しください 

初回面接 

•約90分ゆったりとお話をうかがいます 

•今後どのようにしていくのかについて話し合います 

次回の予約 

•1～2週間に1回のペースでお越しください 安定後は
月に1回など、間隔をあけてお越しいただきます 

カウンセリング
予約申し込み 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
タ
ー
ト 

場
所
・
時
間
・
費
用
・
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
誰
が
参
加
す
る
？ 

  

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

面
接
の
ス
ペ
ー
ス 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
場
所
は
、
来
所
し
て
い
た

だ
き
面
接
室
で
行
い
ま
す
。
他
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
外
か
ら
の
音
が

聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
集
中
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
お
話

を
聴
き
ま
す
。
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
場
所
で

お
こ
な
わ
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
れ
る
環
境
で
う
か

が
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
の

安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。 

時
間
と
費
用 

 

一
回
の
面
接
時
間
に
つ
い
て
で
す
。 

家
族
、
カ
ッ
プ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
九
十
分
。 

個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
六
十
分
で
す
。 

様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
、
遅
刻
し
て
来
ら
れ
た
場
合

は
、
残
念
な
が
ら
、
予
定
の
終
了
時
刻
ま
で
し
か
時
間

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
了
承
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

費
用
は
一
回
一
万
五
千
円
で
す
。 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
母
親
一
人
で
来
ら
れ
て

も
、
ご
家
族
四
人
で
来
ら
れ
て
も
同
じ
料
金
で
す
。 

前
日
ま
で
に
連
絡
が
あ
れ
ば
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
い

た
だ
き
ま
せ
ん
の
で
、
都
合
が
悪
く
な
っ
た
時
点
で
早

め
に
連
絡
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。 い

ろ
い
ろ
と
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、
負
担
を
か
け
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
前
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

誰
が
来
所
す
る
の
か 

不
登
校
状
態
で
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
希
望
さ

れ
て
い
る
と
き
、
子
ど
も
は
嫌
が
っ
て
行
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
の
で
最
初
は
親
だ
け
で
も
良
い
で
す
か
？

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ま

ず
親
御
さ
ん
だ
け
で
来
所
し
て
も
ら
い
、
様
子
を
う
か

が
い
ま
す
。
無
理
に
ひ
っ
ぱ
っ
て
連
れ
て
来
て
い
た
だ

く
必
要
は
な
く
、
二
回
目
以
降
の
来
所
は
ど
う
す
る
か

を
ご
家
族
と
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。 

学
校
に
よ
っ
て
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
通
う
と
そ

の
日
数
分
を
配
慮
し
て
く
だ
さ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

ご
家
族
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
す
す
め
方
が
最
適
で

あ
る
か
を
判
断
し
ま
す
。 

訪
問
面
接
の
オ
プ
シ
ョ
ン 

 

状
況
に
よ
っ
て
は
、
訪
問
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
必
ず
ご
本
人
の
了
解
を
得
て
か
ら

家
庭
訪
問
し
ま
す
。
決
し
て
急
に
、
家
に
押
し
掛
け
る

こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
十
分
に
準
備
を
し

て
納
得
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
目
に
か
か
り
ま
す
。

 

 

こ
こ
に
示
し
た
土
台
作
り
の
内
容
は
、
一
挙
に
ご
家

族
に
示
す
の
で
は
な
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
、
少
し

ず
つ
伝
え
て
い
き
ま
す
。
調
整
を
し
な
が
ら
、
よ
り
効

果
的
支
援
を
す
す
め
ま
す
。
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面接についてよくある質問 

 

 

 

Ｑ 本人がカウンセリングに行きそうにないのですが、最初は親だけでも良い

ですか？ 

Ａ はい。ご両親あるいはお母様だけが来所されてもかまいません。子どもさ

んが相談に初回から来られると良いスタートが切れますが、まず、お越しい

ただける方から様子をうかがい、カウンセリングをすすめます。 

Ｑ 子どもが学校を欠席しているので、相談に行きたいのですが、私の育て方

を指摘されるのではないかと内心気になって、決心がつきません。 

Ａ カウンセリングに行こうと思っても、敷居が高いと感じるかもしれません

ね。面接では、育て方を追及したり、親の態度を責めたりするようなことは

ありません。今後どのようにしていけば解決につながるのかについて、じっ

くり考えていきます。 

http://4.bp.blogspot.com/-urwitXwjncs/Ut0BQk-8AOI/AAAAAAAAdVY/QckKmdty0n4/s800/couple_setsumei.png
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
六
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
へ
の
期
待 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

こ
れ
ま
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん

や
ご
家
族
を
迎
え
る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を

つ
け
て
準
備
を
し
て
い
る
の
か
、
土
台
作
り
に
つ
い
て
、

話
し
て
き
ま
し
た
。 

で
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
予
約
日
時
が
決
ま
っ
て
、

面
接
に
来
ら
れ
る
と
き
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

面
接
室
で
起
き
て
い
る
の
か
、
今
回
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
期
待
と
い
う
点
に
、
注

目
し
ま
す
。 

 期
待
と
不
安
の
広
が
り 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
心
が
あ
る
人
は
、
関
連
の
本

を
読
ん
だ
り
、
ネ
ッ
ト
情
報
を
調
べ
た
り
し
て
、
お
お

よ
そ
の
様
子
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
、
自

分
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
行
こ
う
と
す
る
と
、
ど
ん

な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
っ
て
ど
ん
な
雰
囲
気
の
人
な
の
か

と
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
き
か
れ
る
の
か
、
手
厳
し
く
指

摘
さ
れ
て
嫌
な
思
い
を
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
不

安
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
な
じ
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
解
決
し
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
行
く
こ
と
、
そ
の
も
の
が

弱
者
の
証
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
行
こ
う
と
す
る
気

持
ち
を
う
や
む
や
に
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

ま
し
て
や
、
学
校
な
ど
か
ら
指
示
さ
れ
た
場
合
は
、

表
面
に
出
す
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
反
発
心
が
湧
く

人
も
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
問
題
で
、
学
校
の
先
生
か
ら
保
護
者
に
対

し
て
、
ど
こ
か
専
門
機
関
に
相
談
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
、

な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
学
校
か
ら
見
離
さ
れ
た
、
や
っ

か
い
も
の
扱
い
を
さ
れ
た
と
、
あ
る
種
の
寂
し
さ
や
悲

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 来
所
を
ね
ぎ
ら
う 

 

こ
の
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
始
ま
る
ま
で
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
の
中
や
、
家
庭
内
で
小
さ
な
嵐
が

起
こ
り
ま
す
。 

必
要
に
迫
ら
れ
て
、
あ
る
い
は
指
示
さ
れ
て
来
所
す

る
場
合
に
は
、
来
所
そ
の
も
の
が
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。 初

め
て
お
目
に
か
か
る
面
接
で
は
、
紹
介
者
に
つ
い

て
触
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
へ
の
期
待
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
不
安
の
広
が
り
は
ど
の
程
度
な
の
か
を

察
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
来
所
を
ね
ぎ
ら
い
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
目
的
を
説
明
し
ま
す
。 
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担任の先生からカウンセリングを紹介された 

期待？ 不安？ 悲しい？ 

 

 
 

                     

はてな子さん カウンセリング初学者  

 

                      ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

 

 

 

 

 

 

カウンセリングにいやい

や行く人もいるのですか？ 

 
はい、複雑な心境の人がいます。特に、子どもさんは教

師や医師などからすすめられて来たという人が多いです。

どのようなモチベーションで来られているのか、来所まで

の気持ちの移り変わりを理解することが大切です。 

 

 

カウンセリングに行きなさいって

言われた。担任の先生から見離された

気がする。悲しい。わたしって、迷惑

かけているのかも。 

 

行ってみたい気もするけれど、カウンセラーっ

てどんな人？お姉さんみたいな人だといいけど、

男の人だったら、いやだなぁ 
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初
回
面
接
の
壁 

い
や
い
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も 

困
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
話
を
き
く 

 

受
け
付
け
る
か
ど
う
か
、
引
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

少
し
傷
つ
い
て
い
る
か
も 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
喜
ん
で
や
っ
て
来
ま
し
た
と

い
う
子
ど
も
さ
ん
は
、
ま
ず
い
ま
せ
ん
。 

家
族
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
、
学
校
や
医
師
の
指
示

で
来
た
人
な
ど
、
動
機
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。 

中
学
高
校
生
の
女
子
の
な
か
に
は
、
一
度
行
っ
て
み

た
か
っ
た
と
い
う
生
徒
さ
ん
も
た
ま
に
お
ら
れ
ま
す

が
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

少
し
傷
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
や
っ
て
来
る
よ

う
で
す
。 

学
校
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
「
問
題
児
」

扱
い
を
さ
れ
た
り
、
先
生
で
は
手
に
負
え
な
い
か
ら
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
行
き
な
さ
い
と
紹
介
さ
れ
て
や
っ

て
く
る
な
ど
「
や
っ
か
い
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

た
り
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

子
ど
も
の
得
意
な
こ
と
好
き
な
こ
と
を
つ
か
む 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
生
活
指
導
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
い
と
こ
ろ
探
し
の
話
題
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
子
ど
も

全
体
を
理
解
す
る
た
め
に
、
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ

と
を
つ
か
み
、
ど
ん
な
ふ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
、
生
活
の
様
子
を
理
解
し
ま
す
。 

 

紹
介
者
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
家
族
と
の
関
係 

 

電
話
予
約
の
時
点
で
大
ま
か
な
様
子
は
把
握
し
て

い
ま
す
が
、
初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
、
改
め
て
、
来

所
の
経
過
を
う
か
が
い
ま
す
。 

「
○
○
先
生
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
ね
」 

と
確
認
を
し
た
あ
と
は
、
ご
家
族
に
充
分
話
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ま
す
。 

事
前
に
子
ど
も
さ
ん
が
、
紹
介
者
か
ら
の
指
示
に
納

得
せ
ず
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
行
く
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
場
合
は
、
要
注
意
で
す
。 

「
今
日
は
こ
こ
に
来
る
と
い
う
だ
け
で
、
大
変
で
し

た
ね
」
と
様
子
を
み
な
が
ら
伝
え
ま
す
。 

過
度
の
緊
張
な
ど
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
、 

「
気
分
が
悪
く
な
っ
た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」 

と
声
を
か
け
、
子
ど
も
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
で
き
る
だ

け
合
わ
せ
ま
す
。 

い
ろ
い
ろ
な
壁
を
乗
り
越
え
て
初
回
の
来
所
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
と
き
は
、
動
き
始

め
は
不
満
や
不
安
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

子
ど
も
さ
ん
に
少
し
ず
つ
ゆ
と
り
が
見
ら
れ
て
い

く
と
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
や
、
解
決
の
た
め
に
ま
わ
り
の
人
が
協

力
し
て
応
援
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。
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カウンセリングへ行くことに 

納得？ それとも 拒否？ 

 

 

 

 

 

 

    

わかった、行ってみるよ。 

行ったらきっと気持ちが軽くなるよって、学校

の先生が言っていたから。 

いやだ！ 

カウンセリングなんかに行きたくない。 

ぼくは悪い子じゃないし、何も困っていない！ 

別になんとも思わないよ。 

行けばいいんでしょ、行かないと、かあさんが

うるさいからね。 

おれってそんなにヤバイの？  

考えるのもめんどうだ～どうでもいいや 

と、内心は、複雑な気持ち 
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や
る
気
が
あ
る
？
や
る
気
が
な
い
？  

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
関
係
に
よ
り
徐
々
に
変
化
す
る 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

や
る
気
が
あ
る
？
な
し
？ 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
大
い
に
期
待
を
し
て
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
ト
ラ
イ
し
ま
す
と
、
意
欲
的
に
や
っ
て
く
る

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ
ん
が
い
る
と
し
ま
す
。
反
対
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
非
協
力
的
と
い
う
か
、
納
得

し
な
い
状
態
で
来
ら
れ
る
人
も
い
ま
す
。 

問
題
を
抱
え
て
い
る
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
も

同
様
で
す
。 

た
と
え
ば
、
母
親
は
子
ど
も
の
問
題
解
決
の
た
め
な

ら
何
で
も
し
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
面
接
に

同
席
し
て
い
る
父
親
は
、
母
親
ほ
ど
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
高
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

来
所
前
は
、
や
る
気
の
あ
る
人
、
や
る
気
の
な
い
人

と
区
別
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
、
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
来
ら
れ
て
い
る
と
き
、
子

ど
も
さ
ん
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
両
親
が
お
互
い
の
態

度
を
責
め
て 

「
こ
う
な
っ
た
の
は
あ
な
た
が
悪
い
」 

と
、
信
じ
き
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
問
題
は
、
こ
の

人
の
こ
こ
が
原
因
な
の
で
、
改
善
す
べ
き
だ
、
と
パ
ー

ト
ナ
ー
批
判
に
な
り
ま
す
。
批
判
さ
れ
る
側
も
居
心
地

は
よ
く
な
い
の
で
、
子
ど
も
の
問
題
は
気
に
な
る
け
れ

ど
、
参
加
す
る
の
が
煩
わ
し
く
な
り
ま
す
。 

日
頃
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
て
い
る
問
題
点
や
反
省
点

に
つ
い
て
受
け
と
め
な
が
ら
も
、
い
ま
の
状
態
を
継
続

し
た
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
な
ん
と
か
し
た
い
と
い

う
家
族
の
思
い
あ
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
押
さ
え
ま

す
。
こ
の
作
業
が
重
要
で
す
。 

そ
の
上
で
、
今
後
、
進
ん
で
ゆ
く
方
向
性
に
つ
い
て
、

家
族
と
と
も
に
考
え
ま
す
。 

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
か
」

 

と
、
投
げ
か
け
ま
す
。 

決
し
て
、
子
ど
も
さ
ん
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
な
態
度
を
と
る
の
で
す
か
な
ど
と
指
摘
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
族
が
望
ん
で
い
る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し

て
、
方
向
を
定
め
て
い
き
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ
に
一
致
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
学
校
で
の
出
来
事
、
家
で

の
様
子
な
ど
を
共
有
し
な
が
ら
、
同
じ
土
俵
に
徐
々
に

上
が
っ
て
い
き
、
歩
調
を
そ
ろ
え
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、
解
決
に
取
り
組
む

家
族
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
安
定
し
て
き
ま
す
。
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なんとかしなくてはという家族の思いをもとに 

どうなると良いのかの方向性を確認する 

 

また、ぼくのことでケンカしているみたい                   

母 親「夫は、仕事ばかりで、協力的ではありません。こんなことになったのは、父親がかかわら

ないからだと思います。夫は、私が口やかましいから、子どもが黙ってしてしまうという

のです。このことで、ケンカになってしまいます」 

父 親「話しあっているうちに、いつも大きな声になるので、子どもはケンカだと思っている気が

します」 

カウンセラー「子どもさんへの対応をめぐって、話しあっているうちにケンカになるのですね。  

それは、お二人ともが、この状況をなんとかしたいという強い思いの表れですね。

その思いは大切です。その思いをもとに、ここから先、どんな点に気をつけて親が

接していけばよいのかを考えていきましょう。 子どもさんが少しでも、落ち着い

ているときがあるとしたら、それはどんなときですか？、、、」 

あまりにも口やかま

しいから、子どもが

こうなったんだよ 

 

あなたがもっと子

育てにかかわって

くれないから、こう

なったのよ 

 

http://3.bp.blogspot.com/-4yZJA7grwJA/UU--yCUkKaI/AAAAAAAAO9g/yCAG-1evoXA/s1600/kenka_fuufu.png
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
七
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

家
族
を
視
野
に
入
れ
た
支
援 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

家
族
を
視
野
に
入
れ
た
支
援 

 

今
回
は
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
話
を

し
ま
す
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
言
え
ば
、
一
対
一
の
面
接
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
家
族
を
視

野
に
入
れ
た
面
接
あ
る
い
は
、
家
族
の
複
数
の
人
が
来

所
し
て
行
う
面
接
を
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
い

ま
す
。 

今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
、
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る

家
族
療
法
や
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
本
は
、
数
冊
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
、
心
理
、
社
会
福
祉
、

医
療
な
ど
の
分
野
で
家
族
対
象
の
支
援
に
関
す
る
文

献
や
研
究
が
数
多
く
あ
り
、
関
心
の
広
が
り
を
感
じ
ま

す
。 家

族
療
法
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
家
族
支
援
と

良
く
似
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
家
族
の

視
点
に
た
っ
て
、
家
族
と
と
も
に
問
題
解
決
等
の
支
援

を
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 特
徴
は
全
体
で
と
ら
え
る
視
点 

 

点
・ 

→ 

全
体
○ 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
大
き
な
特
徴
は
、
も
の
の

見
方
で
す
。
ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、
点
で
は
な
く
、
全

体
で
も
の
を
み
る
こ
と
で
す
。 

家
族
に
置
き
換
え
る
と
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
と
す
れ
ば
、
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い

る
家
族
、
学
校
、
地
域
な
ど
広
い
視
野
で
状
況
を
理
解

し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
に
、
全
体
で
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
を
持

つ
こ
と
で
、
気
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ら
の
考
え
方
は
、
地
域
の
出
来
事
、
学
校
、
企
業
、

組
織
で
の
事
象
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
が
多
く
、
相
互

作
用
か
ら
ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
の
か
、
の
理
解

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 家
族
療
法 

 

親
が
不
仲
で
離
婚
し
た
か
ら
子
ど
も
に
問
題
が
発

生
し
た
、
だ
か
ら
、
家
族
療
法
が
必
要
だ
と
い
う
図
式

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
言
動
は
、
家
族
に
問
題
が
あ

る
の
が
原
因
で
、
治
療
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。

一
見
、
も
っ
と
も
ら
し
く
、
飛
び
つ
き
た
く
な
る
発
想

で
す
。
実
は
、
こ
の
延
長
線
上
に
は
、
悪
者
追
求
し
か

な
く
、
変
化
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。 

本
来
、
家
族
療
法
は
、
家
族
や
関
係
者
が
い
か
に
協

力
し
て
問
題
解
決
を
し
て
い
く
か
と
い
う
、
家
族
と
と

も
に
問
題
解
決
を
す
る
、
関
係
者
協
力
支
援
で
、
家
族

の
回
復
力
、
解
決
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
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家族カウンセリングは 

回復力や解決力を引き出すアプローチ 

 

 

はてな子さん カウンセリング初学者  

ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

 

 

 

 

 

 

 

<視 点>  

   家族の良いところや、強みに注目しながら、どう変化していくのがよい

かを描きます

 

 

 

家族療法は、家族が協力して問題解決する

方法のことです。子どもについて困っている

ことがあれば、家族や学校など関係している

人が協力をすることです。 

心理や社会福祉、医療の領域で関心が深ま

っています。 

 

 

家族療法って、家族関係がよく

ないから、治療するっていうこと

ですか？ 

 

http://2.bp.blogspot.com/-BVak9gjCYSU/VkxLnUJm04I/AAAAAAAA0og/V18k0fM3Acw/s800/family_kenka_kakushitsu.png
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家
族
面
接
の
ポ
イ
ン
ト 

ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ 

家
族
の
中
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

初
回
面
接
で
家
族
と
関
係
づ
く
り 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
初
回
面
接
で
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
家
族
と
の
関
係
作
り
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
家

族
と
波
長
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

何
か
課
題
を
抱
え
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
を
理
解

し
つ
つ
、
一
方
で
、
家
族
が
そ
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
を
把
握
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、

ポ
イ
ン
ト
は
、
家
族
の
中
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
こ
の
信
頼
関
係
作
り
の
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
を
ジ

ョ
イ
ニ
ン
グ
と
家
族
療
法
家
の
ミ
ニ
ュ
ー
チ
ン
は
説

明
し
て
い
ま
す
。 

ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ
の
こ
と
を
さ
ら
り
と
書
い
て
い
ま

す
が
、
家
族
と
の
関
係
作
り
は
、
極
め
て
慎
重
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

来
所
さ
れ
る
家
族
は
、
と
き
に
反
省
を
口
に
し
た
り
、

問
題
は
、
別
の
何
か
に
あ
る
と
話
し
た
り
、
悪
い
の
は

〇
〇
だ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
の
受
け
と
め

方
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
高
校
を
中
退
し
て
働
き
た
い
と
言
い
出
し

た
子
ど
も
さ
ん
が
い
る
と
し
ま
す
。
子
ど
も
は
や
め
た

い
、
親
は
や
め
て
ほ
し
く
な
い
、
学
校
の
先
生
か
ら
問

題
は
家
庭
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
の
家
族
面

接
と
な
る
と
、
最
初
の
関
わ
り
が
大
切
で
す
。 

学
校
を
や
め
る
か
、
や
め
な
い
か
の
話
に
対
し
て
、

こ
れ
か
ら
家
族
が
ど
う
す
る
の
が
良
い
の
か
、
た
と
え

ば
二
十
歳
の
と
き
に
ど
う
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
の

か
を
考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
や
親
、
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
や
考
え
方
を
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 巻
き
込
ま
れ
ず
対
立
を
作
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
良
く 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。 

親
と
同
じ
立
場
に
た
っ
て
、
子
ど
も
に
話
す
こ
と
を

避
け
、
反
対
に
、
子
ど
も
の
言
い
分
に
耳
を
傾
け
過
ぎ

る
と
、
親
と
対
立
関
係
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

家
族
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
誰
か
ひ
と
り
だ
け
の

意
見
を
聴
い
て
い
る
と
、
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
で
、
別
の
家
族
と
意
見
が
分
か
れ
、
誰
か

の
行
動
を
攻
撃
的
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

で
す
の
で
、
家
族
の
中
に
そ
っ
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

 

一
方
で
、
家
族
の
誰
か
が
話
を
し
て
い
る
と
き
、
別

の
家
族
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
す
る
の
か
、
話
し
て
い

な
い
と
き
の
家
族
の
様
子
も
把
握
し
ま
す
。 

 

「
こ
ん
に
ち
は
、
き
ょ
う
、
こ
こ
に
来
ら
れ
て
ど
ん
な

話
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
、
ど
な
た
か
ら

で
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
」 

こ
の
よ
う
に
、
家
族
が
主
役
に
な
っ
て
話
せ
る
よ
う

な
配
慮
の
も
と
で
家
族
面
接
が
は
じ
ま
り
ま
す
。 
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家族との信頼関係作りがポイント 

  

 

ジョイニング（Joining with the Transaction）とは 

家族との信頼関係を築くため家族交流に参加させていただくこと 

ミニューチンの家族療法より 

 

・トラッキング（Tracking）   

→支持的コメント 家族が言ったことばの繰り返し 興味をもってきく 

カウンセラーがリードするよりも家族のあとをついていく 

・アコモデーション（Accomodation）  

→カウンセラーの行動を家族の交流に適合させる 家族構造の保持  

   例）権威的な父がすべて窓口になっていれば父を通して質問をする 

・マイム（Mimesis）       

→言葉遣い、しぐさ、感情的表現、比喩的表現等、言語、非言語的行動をまねる 
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家
族
面
接
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 
 

役
割
演
技
を
す
る
と
家
族
理
解
が
進
み
ま
す 

  

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
練
習
で
家
族
の
そ
れ

ぞ
れ
の
様
子
を
受
け
と
め
る 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
何
回

も
繰
り
返
す
と
、
演
じ
て
み
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

ま
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
最
初
に
心
が
け
る
の
は
、

家
族
そ
れ
ぞ
れ
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
交
流
す
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
ご
相
談
に
来
ら
れ
て
い
る
方
、
全
員
の

言
葉
と
言
葉
以
外
の
様
子
を
受
け
と
め
る
よ
う
に
し

ま
す
。 

面
接
の
と
き
は
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を
み
る
た

め
に
、
か
な
り
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
渡
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
面
接
室
で
の
様
子
を
し
っ
か
り
見
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
メ
モ
を
と
り
、
時
間
管
理
を
し
て
、
い
ま
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
家
族
は
、
ど
ん
な
お
気
持
ち
で
面
接
室
に

お
ら
れ
る
の
か
を
想
像
し
な
が
ら
、
す
す
め
て
い
き
ま

す
。 

 

演
じ
る
と
家
族
の
心
境
が
わ
か
る 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
役
、
お
父

さ
ん
役
、
お
母
さ
ん
役
な
ど
、
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
役

を
交
代
し
て
演
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

小
学
生
二
年
生
の
男
の
子
太
郎
く
ん
と
、
会
社
員
の

お
父
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
と
の
役
割
演
技
の
場
面
を
考

え
て
み
ま
す
。 

朝
に
な
っ
た
ら
お
腹
が
い
た
く
て
、
学
校
に
行
け
な

い
状
態
は
ど
ん
な
感
じ
か
な
？
と
子
ど
も
の
気
持
ち

に
な
っ
て
演
じ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
心
配
す
る
お
母

さ
ん
の
気
持
ち
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
お
父
さ
ん
の

気
持
ち
と
は
？ 

設
定
を
変
え
て
練
習
し
ま
す
。 

ど
う
し
て
も
子
ど
も
の
心
境
に
関
心
が
行
き
が
ち

で
す
が
、
仕
事
が
忙
し
い
状
態
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

来
ら
れ
た
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
、
そ
れ
を
ど
う
感
じ
て

い
る
の
か
の
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
な
ど
を
考
え
て
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
質
問
に
こ
た
え
て
い
き
ま
す
。 

す
る
と
、
母
親
の
心
境
は
わ
か
り
や
す
い
と
か
、
仕

事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
が
や
っ
と
少
し
理

解
で
き
た
と
か
、
あ
ま
り
家
に
い
な
い
お
父
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
対
応
が
苦
手
な
の
で
は
な
く
、
様
子
を
知
ら

な
い
だ
け
と
か
、
発
見
が
あ
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
課
題
も
、
不
登
校
や
プ
チ
家
出
、
進
路
変

更
希
望
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

次
の
頁
に
書
い
て
み
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
が
対
応
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
さ

ん
や
家
族
さ
ん
に
つ
い
て
も
演
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

最
初
は
少
し
恥
ず
か
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
役
に
な
り
き
っ
て
演
じ
る
こ
と
で
理
解
が
進
み
ま

す
。 
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家族面接のトレーニングをしましょう 

 

 

家族面接のロールプレイ（役割演技）をしてみましょう 4人組になります 設定サンプル 

設定 1 父親 母親 子ども（小学 2年生男子 太郎）お腹が痛くて学校に行けない 

設定 2 父親 母親 子ども（中学 2年生女子 はな）プチ家出 友人の家を泊まり歩く  

設定 3 父親 母親 子ども（高校 1年生男子 一郎）学校がおもしろくない、やめたい 

設定 4 父親 母親 子ども（高校 2年生女子 かな）情緒不安定 リストカット 

・初回面接の最初の 5分間  

カウンセラーのトレーニング課題『家族全員と何らかの形でかかわる』 

ことばかけの例 

きょうはどういったことで来られましたか？ どなたからでもお聞かせください 

これからどうなったら良いと思いますか？ 家族それぞれにたずねる 

 

キーワードのくり返し 大切なことばが話されたときにはくり返し 例 お腹が痛くなるのですね 

 

ふりかえり   カウンセラー役のうまかったところをコメントする 

       （＋α 家族面接ロールプレイのテーマ『家族のリソースは何か』） 

http://4.bp.blogspot.com/-Jnf06OBDHtk/Uab3iSrijbI/AAAAAAAAUOI/PDvvK0WyYYQ/s800/family.png
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
八
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

家
族
理
解
の
手
立
て 

家
族
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
知
る 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

家
族
理
解
の
手
立
て 

 

前
回
は
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
と

き
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
、
話
し
ま
し
た
。 

実
際
に
、
ご
家
族
と
お
会
い
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
す
る
ま
で
に
、
学
ぶ
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

 

大
き
く
分
け
る
と
、
家
族
の
こ
と
を
理
解
す
る
手
立

て
を
知
る
こ
と
つ
ま
り
、
ど
ん
な
家
族
な
の
か
を
ど
う

や
っ
て
知
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
も
う
ひ

と
つ
は
、
家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
技
術
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
家
族
理
解
の
手
立
て
に
つ
い
て
話
し

て
い
き
ま
す
。
内
容
は
、
家
族
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
家

族
構
成
図
＝
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
そ
し
て
、
家
族
評
価
＝
ど

ん
な
家
族
か
を
知
る
も
の
さ
し
に
つ
い
て
で
す
。 

ま
ず
、
家
族
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
ご
家
族
は
年
齢
も
メ
ン

バ
ー
も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
、
現
在
、

家
族
周
期
の
な
か
で
、
ど
の
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
の
か
に

つ
い
て
確
認
を
し
ま
す
。 

 家
族
の
発
達
段
階 

 

家
族
療
法
家
の
Ｊ
ヘ
イ
リ
ー
は
、
婚
約
期
・
新
婚

期
・
子
の
出
生
・
育
児
期
・
中
年
夫
婦
期
・
子
離
れ
期
・

老
人
夫
婦
期
・
老
年
期
の
痛
み
に
発
達
段
階
を
分
け
て

い
ま
す
。 

人
は
、
個
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
と
も
に
家
族
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

発
達
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

家
族
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
と
く
に
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
が
移
行
す
る
前
後
は
、
不
安
定
さ
が
と
も
な
い

ま
す
。 

望
ん
で
結
婚
し
た
も
の
の
ふ
た
り
で
波
長
を
あ
わ

せ
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
、
子
ど
も
の
誕
生
の
喜
び
と

も
に
、
子
育
て
の
忙
し
さ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
、

な
ど
の
節
目
で
、
そ
の
変
化
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
り
、

同
居
家
族
だ
け
で
な
く
、
年
齢
に
応
じ
て
、
拡
大
家
族

と
し
て
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

次
の
ペ
ー
ジ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
と
、
ス
テ

ー
ジ
に
求
め
ら
れ
る
第
二
次
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
示

し
ま
し
た
。 

ど
ん
な
家
族
も
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
す
ぐ

な
じ
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
ス
タ
イ
ル
を
築
き

上
げ
て
い
き
ま
す
。 
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家族ライフサイクル М.マクゴルドリックとＢ.カーター 1989 

家族ライフサイクル

の段階 

移り変わりの情緒

的プロセス 

発達をすすめるのに要求される家族状況内での 

第二次的変化 

1 自立した若者 両親・子どもの分離

の受容 

・出生家族からの分離 

・友人との親密な関係作り 

・仕事面での自己の確立 

2 新しく結婚した

夫婦 

新しいシステムへ

の献身 

・夫婦システムの形成 

・配偶者を含んでの拡大家族や友人との関係の

再編成 

3 幼児のいる家族

 

新しいメンバーを

受け入れる 

・子どもを含めた夫婦システムの調整 

・子育ての役割をする 

・親の役割、拡大家族との関係の再調整 

4 青年期の子ども

のいる家族 

子どもの独立を認

めていくため家族

の世代間境界を柔

軟性にする 

・青年期の子どものシステムからの出入りを受

容するため、親子関係をシフトする 

・中年夫婦や仕事の問題に再焦点化 

・老年への関心を持ち始める 

5 子どもたちの 

門出と移動 

家族システムへの

出入り口の増大の

受容 

・二者関係としての夫婦システムの再調整 

・親子関係を大人同士の関係に発展させる 

・配偶者の親・きょうだいや孫を含めての関係

の再編成 

・両親の老齢化や死に対処すること 

6 老年期での家族 

 

世代的な役割の移

行を受け入れる 

・自分および夫婦の機能を維持し、身体的な衰

えに目を向け、新しい家族や社会での役割選

択を試みる 

・中年世代が中心的な役割をとれるよう支援 

・配偶者、仲間の死に対処し、自らの死の準備

をする 

・生涯をふりかえり、統合する 

http://3.bp.blogspot.com/-ELM5mMZjJpY/Vv3bR-ylWkI/AAAAAAAA5V4/3VomBsUQkIsJL6TQuw83ocvCcPFF95pOg/s800/couple_baby_dakko.png
http://1.bp.blogspot.com/-mYQq4exu1r0/UgsrtPEjY8I/AAAAAAAAXI0/Ifz4fLczbU0/s800/roujinsya_couple.png
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家
族
理
解
の
手
立
て 

 

家
族
構
成
図
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
か
ら
読
み
解
く 

    

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 家
族
構
成
を
知
る 

 

家
族
面
接
は
、
家
族
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

必
要
で
す
。 

ま
ず
は
、
家
族
構
成
を
知
る
こ
と
で
す
。 

父
母
は
？
き
ょ
う
だ
い
は
何
人
か
、
祖
父
母
や
そ
の

ほ
か
に
同
居
人
は
い
る
か
な
ど
、
家
族
の
メ
ン
バ
ー
を

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

家
族
の
情
報
は
、
面
接
の
申
し
込
み
の
と
き
に
、
電

話
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
多
く 

「
ご
家
族
を
教
え
く
だ
さ
い
。
何
人
家
族
で
す
か
、

ど
な
た
が
お
ら
れ
ま
す
か
？
」 

と
、
き
き
な
が
ら
メ
モ
と
り
ま
す
。 

そ
の
記
録
が
、
家
族
構
成
図
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
で
す
。

 

電
話
の
時
点
で
は
、
家
族
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
簡

単
に
う
か
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
初
回
に
来
ら
れ
た
受

付
で
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
、
年
齢
、
学
年
な
ど
を

記
入
し
て
も
ら
い
、
初
回
面
接
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
点

で
、
面
接
に
来
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
来
て
い
な
い

人
も
含
め
て
、
家
族
全
員
の
把
握
が
で
き
ま
す
。 

 お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
？ 

 
一
緒
に
住
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
近
く
に
住
ん
で
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
、
と
い
う

話
の
な
か
で
、
暮
ら
し
て
い
る
中
で
ど
の
よ
う
な
登
場

人
物
が
お
ら
れ
る
の
か
も
把
握
で
き
ま
す
。 

二
年
前
に
母
が
亡
く
な
っ
た
と
か
、
こ
の
間
ま
で
父

は
、
単
身
赴
任
を
し
て
い
た
と
か
、
実
は
長
生
き
し
て

い
る
ペ
ッ
ト
が
い
て
、
家
族
も
同
様
だ
と
い
う
話
な
ど

が
あ
り
、
家
族
の
歴
史
が
見
え
て
き
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
子
ど
も
さ
ん
が
問
題
を
か
か
え
て
い
る

と
き
、
ど
の
よ
う
な
人
が
こ
の
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か

と
た
ず
ね
る
こ
と
で
、
関
係
者
な
ど
を
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

家
族
構
成
か
ら
推
察 

 

ま
た
、
名
前
、
年
齢
、
家
族
の
人
数
の
情
報
を
得
る

こ
と
で
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
内
容
や
、
性
格
や
心

理
的
な
話
題
に
触
れ
る
前
か
ら
、
家
族
の
特
徴
が
わ
か

り
ま
す
。 

多
人
数
の
家
族
や
、
男
兄
弟
の
多
い
家
族
、
ひ
と
り

親
家
族
、
名
前
や
年
齢
差
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
が
ら

な
ど
、
自
然
に
感
じ
取
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

み
な
同
じ
文
字
が
使
わ
れ
て
い
た
り
、
お
父
さ
ん
が

全
員
の
名
前
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
き

ょ
う
だ
い
の
年
齢
が
離
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
で
家

族
構
成
か
ら
伝
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 
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家族構成を知る はてな子さんの家族構成ジェノグラム 

父 冬男   53歳 会社員 

母 秋子   53歳 ボランティア活動 

兄 春樹   22歳 大学 4年生 

私 はてな子 20歳 大学 2年生 

 

ジェノグラム家族構成図の書き方の例  

男＝▢ 女＝〇     

問題を抱えているとみなされる人 回 ◎  

死亡 ▢〇に×印 または ■ ●  

婚姻関係  

離婚 

別居      

子ども 出生順に左から右へ記入 

同居 点線で囲む 

氏名 年齢 学年 職業などを記入 

ペット＝◇ 

 

 

   

   

冬
男 

会
社
員 

秋
子 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

春
樹 

大
学
四
年 

は
て
な
子 

大
学
二
年 

22

2 

53 

20  

 
53 
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家
族
理
解
の
手
立
て 

 

オ
ル
ソ
ン
円
環
モ
デ
ル 

き
ず
な 

・ 

か
じ
と
り 

  

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

ど
ん
な
家
族
？ 

 

「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は
、
ど
ん
な
お
母
さ
ん
で
す

か
」 と

た
ず
ね
ら
れ
る
と
、
返
答
し
や
す
い
け
れ
ど
、 

「
あ
な
た
の
ご
家
族
は
ど
ん
な
ご
家
族
で
す
か
」 

と
な
る
と
、
な
か
な
か
答
え
づ
ら
い
で
す
。 

日
頃
、
家
族
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
す
る
見
方
を
し
て

い
な
い
た
め
、
適
切
な
表
現
は
む
ず
か
し
い
で
す
。 

 

以
前
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
家
族
の
全
体
を

見
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
家
族
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
、
理
解
す
る

と
き
に
、
手
立
て
と
な
る
家
族
評
価
、
「
家
族
を
ど
の

よ
う
に
み
る
の
か
」
の
も
の
さ
し
の
例
に
つ
い
て
、
オ

ル
ソ
ン
の
円
環
モ
デ
ル
を
最
初
に
紹
介
し
ま
す
。 

 家
族
評
価 

 

オ
ル
ソ
ン
は
、
家
族
を
理
解
す
る
際
に
、「
き
ず
な
」

と
「
か
じ
と
り
」
の
二
つ
の
尺
度
か
ら
家
族
を
評
価
し

ま
し
た
。 

ま
ず
、
き
ず
な
と
は
、
家
族
が
お
互
い
に
対
し
て
持

つ
情
緒
的
結
合
で
す
。
そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
バ
ラ
バ

ラ
、
サ
ラ
リ
、
ピ
ッ
タ
リ
、
ベ
ッ
タ
リ
の
四
分
類
し
、

な
か
の
二
つ
を
よ
り
健
康
度
が
高
い
と
し
ま
し
た
。

（
次
頁
オ
レ
ン
ジ
の
矢
印
部
分
） 

か
じ
と
り
と
は
、
状
況
的
、
発
達
的
ス
ト
レ
ス
に
応

じ
て
、
家
族
シ
ス
テ
ム
の
権
力
構
造
や
役
割
関
係
、
関

係
規
範
を
変
化
さ
せ
る
能
力
で
す
。
融
通
な
し
、
キ
ッ

チ
リ
、
柔
軟
、
て
ん
や
わ
ん
や
に
四
分
類
し
て
、
な
か

の
二
つ
を
よ
り
健
康
度
が
高
い
と
し
ま
し
た
。 

き
ず
な
に
つ
い
て
は
、
家
族
お
互
い
が
、
離
れ
過
ぎ

ず
、
ひ
っ
つ
き
す
ぎ
な
い
、
サ
ラ
リ
、
ピ
ッ
タ
リ
の
中

庸
が
よ
り
健
康
的
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。 

か
じ
と
り
は
、
家
族
の
行
動
す
る
と
き
の
パ
タ
ー
ン

が
、
厳
格
に
固
す
ぎ
ず
、
か
と
い
っ
て
、
い
つ
も
混
乱

し
な
い
、
家
族
内
の
規
範
は
あ
る
程
度
、
キ
ッ
チ
リ
あ

る
い
は
、
柔
軟
で
あ
る
家
族
が
、
よ
り
健
康
度
が
高
い

と
評
価
し
ま
し
た
。 

た
と
え
ば
、
家
族
の
き
ず
な
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

る
と
、
子
ど
も
の
年
齢
が
小
さ
け
れ
ば
、
よ
り
べ
っ
た

り
の
方
向
に
向
か
い
や
す
い
で
す
。
そ
し
て
、
年
齢
が

上
が
る
と
と
も
に
適
度
な
距
離
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
か
じ
と
り
に
つ
い
て
も
、
同
様
、

子
ど
も
の
年
齢
と
と
も
に
家
族
の
行
動
や
状
況
に

徐
々
に
変
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
家
族
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
か
ら
も
理
解
が
で
き
ま
す
。
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 家族評価 

 

    ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

 

はてな子さん カウンセリング初学者 

 

 

 

オルソン円環モデル 

きずな 

cohesion 

バラバラ 

disengagement 

サラリ 

separated 

ピッタリ 

connected 

ベッタリ 

enmeshment 

かじとり 

adaptability 

融通なし 

rigid 

キッチリ 

structured 

柔軟 

flexible 

てんやわんや 

chaotic 

 

きずな ➡ 家族のお互いに対して持つ情緒的結合 

夫婦関係 親子の連合 内的境界(時間・空間・意思決定) 外的境界(友人・趣味・余暇活動)  

かじとり➡ 状況的、発達的ストレスに応じて家族システムの権力構造や役割関係、関係規範を変化さ

せる能力 

リーダーシップ しつけ 問題解決の相談 役割関係 きまり 

 

「家族システムの理論的・実証的研究 オルソンの円環モデル妥当性の検討」1999年 立木茂雄より 

はてな子さんの家族のことをうか

がいますが、どんなご家族ですか？ 

表現がむずかしいですね、それで

は、家族の尺度について紹介します 

 

 

家族ですか、四人家族で、えー

っと、母は、父は、家族について

何を言ったらいいかわからない 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
九
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

家
族
理
解
の
手
立
て 

そ
の
二 

ミ
ニ
ュ
ー
チ
ン
の
家
族
構
造 

か
そ
く
く 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

家
族
構
造
は
境
界
線
と
提
携
と
権
力 

 

さ
ま
ざ
ま
な
家
族
療
法
の
ス
タ
イ
ル
が
誕
生
し
て

拡
が
り
始
め
た
こ
ろ
、
理
論
の
枠
組
み
に
応
じ
て
、「
○

○
派
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
家
族
療
法
構
造
派
の
話

を
し
ま
す
。 

 

「
構
造
派
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ル

バ
ド
ー
ル
・
ミ
ニ
ュ
ー
チ
ン
で
す
。 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
つ
ま
り
、
日
本
の
児
童
相
談
所
に
あ

た
る
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
子
ど
も
や
家
族
に
か
か
わ
り
、

同
僚
と
と
も
に
研
究
を
重
ね
、
支
援
を
し
ま
し
た
。 

な
か
で
も
摂
食
障
害
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

健
康
的
に
機
能
し
て
い
る
家
族
は
、
適
切
に
組
織
化

さ
れ
た
構
造
を
持
つ
と
主
張
し
、
問
題
を
抱
え
て
い
る

家
族
の
再
構
造
化
を
目
標
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
家
族
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
の
概
念
を

三
つ
あ
げ
ま
し
た
。 

・
境
界
線(

Ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｙ) 

＝
家
族
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
関

与
し
て
い
る
か
、
子
ど
も
世
代
、
親
世
代
、
祖
父

母
世
代
等
の
区
別
を
境
界
線
で
あ
ら
わ
す 

・
提
携(

Ａ
ｌ
ｉ
ｇ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ) 

＝
家
族
の
う
ち
、
だ
れ
と
だ
れ
が
組
ん
で
い
て
、
協

力
関
係
か
、
相
反
す
る
関
係
か 

・
権
力(

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ) 

＝
家
族
の
相
互
作
用
の
な
か
で
、
だ
れ
が
影
響
力
を

持
っ
て
い
る
か 

 

境
界
線
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
話
し
ま

す
。 親(

夫
婦)

世
代
と
、
子
ど
も(

き
ょ
う
だ
い)

世
代
の

境
界
に
つ
い
て
は
、
固
い
、
明
瞭
、
あ
い
ま
い
、
の
三

つ
の
状
態
が
あ
る
と
示
し
て
い
ま
す
。 

境
界
線
が
固
い
場
合
は
、
家
族
は
バ
ラ
バ
ラ
で
遊
離

状
態
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
お
互
い
に
関
心
を
持
ち
に

く
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
も
少
な
い
と
い
う

状
態
で
す
。 

明
瞭
な
境
界
線
を
主
と
す
る
家
族
は
、
健
康
度
が
高

い
状
態
で
す
。
適
切
な
距
離
感
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

あ
い
ま
い
な
境
界
線
を
主
と
す
る
家
族
は
、
そ
の
構

成
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
関
し
て
お
互
い
に
引
き
込

ま
れ
、
必
要
以
上
に
関
与
し
過
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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構造派 サルバドール ミニューチン  

                   

                     ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

はてな子さん カウンセリング初学者 

 

 

 

 

 

 

健康的に機能している家族は、適切に組織化された構造を持つと主張しました

家族構造 

概念 

境界線 

Boundary 

提 携 

Alignment 

権 力 

Power 

ミニューチンは、三十年ほど前に日本

にやって来たこともあるのですよ。 

当時、少しずつ増えていた摂食障害の

子どもとその家族へのアプローチで注目

され、子どもと親世代の境界があいまい

で、お互いに巻き込まれる状態を示しま

した。 

 

 

家族療法の構造派？ 

少しずつ難しくなってきた気がしま

す。巻き込まれる状態って、過保護、過

干渉の親っていうかんじなのかな。 
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家
族
理
解
の
手
立
て 

そ
の
二 

 

か
ら
み
あ
っ
た
家
族 

あ
い
ま
い
な
境
界
線 

    

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 病
的
な
状
態 

 

あ
い
ま
い
な
境
界
線
や
、
固
す
ぎ
る
境
界
線
が
極
度

の
場
合
は
病
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

そ
の
あ
い
ま
い
な
境
界
線
に
つ
い
て
さ
ら
に
説
明

し
ま
す
。 

親
が
子
ど
も
の
領
域
に
入
り
込
ん
で
い
る
状
態
と

は
、
た
と
え
ば
、
子
ど
も
が
子
ど
も
自
身
で
対
応
す
べ

き
と
こ
ろ
を
親
が
代
わ
り
に
行
動
す
る
状
況
で
す
。 

そ
し
て
、
子
ど
も
の
方
か
ら
親
や
夫
婦
の
領
域
に
侵

入
し
て
い
く
場
合
も
同
じ
で
す
。
両
親
の
会
話
に
入
っ

て
行
き
、
一
方
の
親
に
つ
い
て
過
度
に
心
配
す
る
な
ど

で
す
。 

こ
の
よ
う
な
家
族
を
あ
み
の
目(=

メ
ッ
シ
ュ)

の
よ

う
に
か
ら
み
合
っ
た
家
族
と
表
現
し
、
明
確
な
境
界
を

引
く
こ
と
が
健
全
さ
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。 

 親
の
領
域
に
子
ど
も
を
巻
き
込
ま
な
い 

 

大
人
の
領
域
に
関
心
を
持
ち
過
ぎ
て
い
る
、
あ
る
い

は
心
配
し
過
ぎ
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
親
や
大
人

か
ら
す
る
と
、
子
ど
も
が
親
や
大
人
た
ち
の
領
域
に
入

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま
り
、
子
ど
も
の

侵
入
を
許
す
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

親
世
代
と
子
ど
も
世
代
の
境
界
線
が
あ
い
ま
い
に

な
り
、
大
人
の
立
場
と
子
ど
も
の
立
場
の
区
別
が
不
明

確
に
な
り
ま
す
。 

「
お
母
さ
ん
、
ど
う
し
て
、
あ
ん
な
に
だ
ら
し
な
い

お
父
さ
ん
と
離
婚
し
な
い
の
？
」 

な
ど
と
子
ど
も
が
発
言
し
、
母
親
が
夫
に
対
す
る
愚

痴
を
わ
が
子
に
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
習
慣
が

定
着
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。 

子
ど
も
世
代
に
は
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
親
や
大
人
は
、
同
世
代
で
し
か
理
解

で
き
な
い
事
情
や
会
話
が
あ
り
ま
す
。 

 仲
良
し
家
族
の
落
と
し
穴 

 

お
母
さ
ん
と
娘
が
ど
ん
な
こ
と
も
話
し
あ
え
て
、
ま

る
で
姉
妹
の
よ
う
な
親
子
だ
と
い
う
状
況
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
仲
良
し
家
族
の
落
と
し
穴
が
あ
る
か
も
し
れ

せ
ん
。
母
と
娘
が
密
接
に
な
り
す
ぎ
て
、
二
人
が
提
携

し
て
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
の
父
に
対
応
す
る
構
図

な
ど
で
す
。 

母
と
娘
の
距
離
が
近
い
こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
な

の
か
、
相
手
の
思
い
を
代
弁
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
態
で
す
。
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家族のメンバーそれぞれが、どのように関与しているか、子ども世代、親世代、

祖父母世代等の区別を境界線であらわす 

 

固い境界線 

Rigid boundary  

明瞭な境界線 

Clear boundary 

あいまいな境界線 

Diffused boundary 

遊離家族 

Disengage family 

  

健康的な家族 

 

からみあった家族 

Enmeshed family 

 

 

 

 

境界線  

boundary 
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家
族
理
解
の
手
立
て 

そ
の
二 

 
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
・
チ
ャ
イ
ル
ド 

親
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
子
ど
も 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

ひ
と
り
親
家
族 

 

最
近
は
、
離
婚
数
増
加
の
影
響
も
あ
り
、
ひ
と
り
親

家
族
が
増
え
て
い
ま
す
。 

親
と
子
の
二
人
だ
け
の
家
族
や
、
ひ
と
り
親
と
き
ょ

う
だ
い
だ
け
の
少
人
数
家
族
の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も
、

子
ど
も
が
ひ
と
り
親
と
の
か
か
わ
り
が
密
に
な
り
、
た

と
え
ば
、
母
親
の
相
談
相
手
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 Ｐ
Ｃ
＝
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
・
チ
ャ
イ
ル
ド 

 

さ
ら
に
、
年
下
の
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
す
る
機
会

が
多
い
と
、
子
ど
も
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
る

で
も
う
ひ
と
り
の
親
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
Ｐ
Ｃ
＝
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
・
チ

ャ
イ
ル
ド
と
呼
び
ま
す
。 

 

も
う
ひ
と
り
の
親 

 

親
は
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
年

長
の
子
ど
も
を
た
よ
り
に
し
て
用
事
を
言
い
つ
け
、
子

ど
も
も
そ
の
事
情
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
に
、
年
下
の

き
ょ
う
だ
い
に
対
し
て
親
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
子
ど
も
は
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
。
背
伸
び

を
さ
せ
た
り
、
大
人
扱
い
を
し
す
ぎ
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
ま
わ
り
の
大
人
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

最
近
で
こ
そ
少
な
い
で
す
が
、
き
ょ
う
だ
い
の
多
い

家
族
の
長
男
や
長
女
は
、
も
う
ひ
と
り
の
父
親
や
母
親

の
よ
う
に
末
っ
子
た
ち
に
対
応
す
る
こ
と
が
昔
か
ら

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
を
問
題
視
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
の
お
互
い
の
関
係
や
か
か
わ
り

か
ら
、
親
・
大
人
世
代
と
子
ど
も
世
代
の
区
別
す
る
視

点
を
忘
れ
な
い
で
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

   

参
考
文
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佐
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家族のうち、だれとだれが組んでいて、協力関係か相反する関係か 

連合 二者が第三者と対抗して提携する場合 

      例 アルコール使用障害の父に対して、母と子は連合して父に対抗する 

同盟 二者が第三者とは異なる共同の目的のために提携することで、第三者と 

の敵対関係を含まない 

 

 

権力 個々の家族メンバーが相互作用の過程を他者に与える影響力 

 

   

提  携 

Alignment 

権  力 

Power 

ＰＣ (parental child)とは 

年長の兄や姉が、年下のきょうだいの世話をする、親のような

役割をする子どものこと 

境界線侵害 
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
十
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル 

家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

質
問 

 
 

か
そ
く
く 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
家
族

を
ど
う
や
っ
て
元
気
に
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な
疑
問
が
あ
り
ま
す
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
や
っ
て
き
た
家
族
が
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
問
い
か
け
に
応
じ
な
が
ら
現
状
の
さ
ま
ざ

ま
を
語
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

今
回
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
に
つ
い
て
の
話
で

す
。 

 魔
法
の
言
葉
？ 

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
だ
れ
も
が
元
気
に
な
る
魔
法
の

よ
う
な
言
葉
を
知
っ
て
い
る
と
、
思
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
と
に
か
く
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。 

魔
法
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
持

っ
て
い
る
技
術
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
家
族
が
問

題
だ
と
か
大
変
だ
と
か
を
表
現
し
て
い
る
状
態
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
と
ら
え
る
、
柔
軟
な
も
の

の
見
方
で
す
。 

そ
の
上
で
、
家
族
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
大
切
な
こ
と
は
、
話
を
き
い

て
理
解
し
た
こ
と
を
て
い
ね
い
に
確
認
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

 理
解
し
た
こ
と
を
伝
え
る 

 

「
い
ま
、
お
話
し
さ
れ
た
こ
と
は
、
〇
〇
〇
と
い
う

こ
と
で
す
ね
」 

 

と
把
握
し
た
事
実
を
言
葉
に
し
て
、
聞
き
も
ら
し
は
な

い
か
、
聞
き
違
い
は
な
い
か
、
お
互
い
に
確
認
し
ま
す
。

 

 

今
日
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
来
ら
れ
た
の
は
、
息
子

さ
ん
の
こ
と
で
、
学
校
を
休
ん
で
い
る
こ
と
、
家
に
い

る
と
き
は
、
元
気
だ
け
れ
ど
、
朝
に
な
っ
た
ら
登
校
で

き
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
話
し
合
い
を
し
て
特
に
思
い
あ

た
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
で
大
変
お
困
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

家
族
の
話
し
た
言
葉
を
つ
か
っ
て
、
総
ま
と
め
を
し

ま
す
。 

し
っ
か
り
と
聴
い
て
い
な
い
と
行
き
違
い
が
起
こ

り
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

家
族
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
正
確

に
受
け
止
め
て
ま
と
め
ま
す
。 
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カウンセラーは面接のときにどんなこと

を家族に伝えているのですか？ 

カウンセラーの言葉で、気持ちがとても

楽になったり、安心したりすると思うので

す。魔法の言葉のような、何か特別なメッ

セージがあるとしたら、学んでみたいです。 

どのようなメッセージを家族に伝え

ているのかに興味があるのですね。 

だれでもすぐに元気になるような魔

法の言葉があるわけではないのですが、

家族が問題だとか大変だとか表現して

いる状態に対して、柔軟なものの見方を

持つことが求められます。 

その上で、家族へメッセージを伝える

ことになります。たとえば肯定的意味づ

けです。 

 

 

何か、新しいことを伝えるより

も、まずはカウンセラーが家族の

話を聴いて、理解したことやわか

ったことを伝えるのが大切なの

ですね。 

それと、なにより、柔軟なものの

見方を持っておくことですね。 

 

 

メッセージが、ときには、家族にフィッ

トしない場合もあります。 

私たちのことをわかっていないと信頼

関係まで危うくなります。 

家族が何を伝えたがっているのかを想

像しながら、言葉そのものを大切に聴き、

今日のお話では〇○ということがわかり

ましたと、家族について理解したことを確

認しながら伝えることが欠かせません。 

 

はてな子さん カウンセリング初学者 
ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

 

家族へのメッセージ 

理解したことを伝える 
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家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル 

リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ 

リ
ラ
ベ
リ
ン
グ 

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

    

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
肯
定
的
な
意
味
づ
け 

さ
ま
ざ
ま
な
面
接
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
技
法

の
ひ
と
つ
に
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
似

た
技
法
に
リ
ラ
ベ
リ
ン
グ
や
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
コ
ノ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。 

リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
現
在
問
題
だ
と
感
じ
ら
れ

て
い
る
課
題
や
症
状
、
行
動
や
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
見
方
、
新
た
な
枠
組
み
を
つ
け
る
こ

と
で
す
。 

同
じ
事
象
で
も
、
ラ
ベ
ル
を
貼
り
直
す
こ
と
で
、
新

た
な
意
味
を
見
い
出
す=

こ
れ
を
リ
ラ
ベ
リ
ン
グ
と
い

い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
の
張
り
替
え
で
す
。 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
ご
本
人
や
家
族
が
納
得
し
て
、
受
け

止
め
ら
れ
る
よ
う
な
肯
定
的
な
意
味
を
つ
け
る
こ
と=

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
、
も
の
の
見
方

を
転
換
す
る
こ
と
で
、
行
動
変
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
技
法
の
中
で
現
在
、
も
っ
と
も
用
い
ら
れ

て
い
る
名
称
は
、
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
で
す
が
、
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
、
三
つ
と
も
同
じ
で
す
。 

例
を
あ
げ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

不
登
校
状
態
に
あ
る
子
ど
も
が
、
家
族
と
話
し
合
い

を
し
て
、
終
業
式
だ
け
は
行
っ
て
み
よ
う
と
決
心
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
目
標
と
す
る
登
校
日
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
す
。 

「
あ
ん
な
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
か
ら
い
ろ
ん

な
事
が
出
来
な
い
の
だ
」 

と
家
族
が
語
っ
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
が
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ら
ど
う
対
応
し
ま
す
か
？ 

神
経
質
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
ね
。

と
家
族
が
話
し
た
言
葉
を
受
け
と
め
な
が
ら
、
こ
れ
は

登
校
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
証
拠
で
す
と
、
伝
え
ま
す
。

家
族
の
反
応
を
確
か
め
な
が
ら
、
ほ
か
に
登
校
に
向
け

て
子
ど
も
さ
ん
な
り
に
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
る
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
と
？
問
い
か
け

ま
す
。 

神
経
質 

→ 

真
剣
に
考
え
る 

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
家
族
に
最
も
フ
ィ
ッ

ト
す
る
か
を
考
え
つ
つ
変
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
か

か
わ
り
ま
す
。
家
族
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
見
極
め
が

む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
切
な
の
は
、
も
の
の

見
方
の
柔
軟
性
で
す
。 
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リフレイミング 肯定的な意味に置き換える表現 

 

 

 

 

 

  

 

 

リフレイミング 

reframing 

再び枠組をつける 

 

ポジティヴコノテーション 

positive connotation 

肯定的意味づけ 

 

 

家族の中で、問題とされる課題や症状、行動や

状況について、これまでとは異なる枠組みを新た

につけなおし、同じ事象に対して異なる見方を示

すこと 

リラベリング relabeling 

=再びラベルを貼るという言い方もある 

 

現在、家族が問題だと感じて抱えている課題や

症状、行動や状況に対する受け入れがたい思いに

対して、カウンセラーが肯定的な意味づけを行う

ことで、家族それぞれのものの見方に変化をもた

らそうとすること 

ネガティヴからポジティヴへ 

 

 

 

http://4.bp.blogspot.com/-tlSU8W_nbuM/VXOT24_f5WI/AAAAAAAAuEc/BW1kptsmfj8/s800/machi_circle_frame_big2.png
http://4.bp.blogspot.com/-q4m8AFwUSI8/WEOPKWa3bnI/AAAAAAABAK0/v5isH7kt09wVo5x-tY627iZ1oo4o-n7KQCLcB/s800/bijutsu_kansyo2.png
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家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル 

柔
軟
な
も
の
の
見
方 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
き
の
注
意 

 

つ
ま 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
聴
く
こ
と
よ
り
も
大
切
？ 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
さ
ん
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
重
要
さ
よ
り

も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
何
を
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
伝
え
る

の
か
に
関
心
が
向
き
が
ち
で
す
。 

技
法
を
知
る
と
す
ぐ
に
そ
れ
を
用
い
る
の
は
問
題

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
、
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
を
学
ん
だ
途
端
に
、
試
し

て
み
た
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
と
き
に
、
家
族
に
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
場
合
が
あ
り
、

そ
の
と
き
は
、
信
頼
関
係
が
危
う
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

 

届
か
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ 

も
の
ご
と
を
前
向
き
に
考
え
ま
し
ょ
う 

最
近
は
、
折
に
触
れ
て
そ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
前
向
き
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
回
復

で
き
な
い
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

困
っ
て
い
る
ご
本
人
や
家
族
に
と
っ
て
安
心
が
で

き
、
納
得
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

 

 
私
た
ち
家
族
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い 

 

信
頼
関
係
を
築
く
の
は
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
が
、

関
係
が
崩
れ
る
と
き
は
一
瞬
で
す
。 

大
き
な
意
味
を
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
影
響
が
大
き

い
か
ら
こ
そ
効
果
的
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
こ

と
も
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
か
ら
神
経
質
だ

と
い
っ
た
け
れ
ど
、
話
し
た
こ
と
を
否
定
さ
れ
て
い
る

が
し
た
と
か
、
子
ど
も
の
こ
と
を
一
番
よ
く
わ
か
っ
て

い
る
の
は
、
親
な
の
に
、
批
判
さ
れ
た
と
い
う
対
立
感

情
が
わ
く
な
ど
、
家
族
が
受
け
止
め
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

家
族
の
表
現
を
重
視 

 
 

リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
は
頻
繁
に
使
い
す
ぎ
る
と
意
味

が
薄
れ
ま
す
。
ま
た
、
言
い
換
え
ば
か
り
し
て
い
る
と
、

家
族
が
気
付
く
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
家
族
の
後
か
ら
そ
っ
と
つ
い
て
い
く
ぐ
ら
い
の
ペ

ー
ス
が
適
切
で
す
。 

面
接
の
と
き
は
で
き
る
だ
け
家
族
の
使
う
表
現
を

重
視
す
る
こ
と
で
す
。 
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あなたが入院することになったら、どんな心境？ 

 

 

  

 

さまざまな角度から入院を考えてみましょう 

 

リフレイミングの例 

生活習慣を見直す機会   全集読破できる特別休暇   家族へ改めて感謝 

       

なんで病気に

なったのかな 

家族や周りの

人に迷惑をか

ける 

仕事も遅れる

ことになる 

手術や入院は

正直なところ

いやだなぁ 

 

 

http://1.bp.blogspot.com/-3ZA7JhF-1Z8/VfS7LsesU3I/AAAAAAAAxYc/WZ0syEi1Nmk/s800/kanbanj_kyuukachuu.png
http://3.bp.blogspot.com/-qNnO5DDK0HE/VIhPH_heP_I/AAAAAAAApmw/uHQ2L5gJhLY/s800/nyuin_family.png
http://1.bp.blogspot.com/-5g6wbbCK7Wg/U32NlrkOyhI/AAAAAAAAgyM/xnQk4YMe8yk/s800/hospital_ansei.png
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
十
一
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル
② 

時
間
軸
に
そ
っ
て
質
問
す
る 

 

質
問 

 
 

か
そ
く
く 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法
」
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
学
び
始
め
た
人
を
対
象
に
、
面
接
の
す
す
め
方

に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 今

回
は
、
家
族
を
支
援
す
る
た
め
の
面
接
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
問
い
か
け
て
情
報
を
集
め
、
理
解
を
し
、

整
理
す
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。 

 

当
オ
フ
ィ
ス
に
相
談
に
来
ら
れ
る
方
の
特
徴
は
、
子

ど
も
さ
ん
の
相
談
は
不
登
校
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

大
人
の
場
合
は
う
つ
状
態
な
ど
が
最
も
多
い
で
す
。 

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
さ
ん
の
相
談
を
想
定
し
て
、
記

し
ま
す
。 

 
 面
接
で
何
を
た
ず
ね
る
の
か 

 

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
面
接
練
習
を
し
て
い
る

と
、
何
を
き
い
た
ら
よ
い
の
か
と
戸
惑
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

よ
く
あ
る
の
は
、
登
校
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
経

過
を
く
わ
し
く
た
ど
り
、
何
か
思
い
当
た
る
こ
と
は
な

い
か
と
い
っ
た
質
問
に
か
た
よ
る
こ
と
で
す
。
過
去
の

話
は
、
原
因
追
求
や
対
応
の
ま
ず
さ
、
家
族
の
弱
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
り
、
解
決
像
が
遠
の
き
ま
す
。 

家
族
全
体
を
理
解
す
る
た
め
に
、
解
決
に
つ
な
が
る

よ
う
な
強
み
、
な
ん
と
か
や
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
た
ず
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
か 

 

子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
の
場
合

は
、
家
庭
の
生
活
の
流
れ
を
知
る
と
か
な
り
の
行
動
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
お
う
ち
で
の
み
な
さ
ん
の
様
子
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
朝
、
一
番
早
く
起
き
る
の
は

ど
な
た
で
す
か
？
そ
の
次
は
？
そ
れ
か
ら
、
登
校
す
る

ま
で
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
」 

と
、
ひ
と
つ
ず
つ
ゆ
っ
く
り
う
か
が
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
曜
日
ご
と
の
習
い
事
等
を
た
ず
ね
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
一
日
の
流
れ
や
、
一
週
間
の
予
定
、
ど

ん
な
人
た
ち
が
家
族
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
な
ど

を
時
間
に
沿
っ
て
た
ず
ね
ま
す
。 

 

う
か
が
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
整
理
を
し
ま
す
。
た

と
え
ば
、
時
間
軸
に
そ
っ
て
表
に
す
る
と
、
聞
き
忘
れ

が
な
い
か
も
ひ
と
目
で
確
認
で
き
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 
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カウンセリングの勉強で、家族面接の練

習をしました。けれど、どんな質問や言葉

かけをしたらよいのかわからなくて困りま

した。黙っているわけにもいかず、焦りま

した。 

面接で、家族にどんな話をたずねたらよ

いですか。 

家族に何をきいたらいいのかわからないの

は、最初はありがちなことです。 

確かに焦りますね。 

家族が困っている問題点の話ばかりでなく、

生活がどのようなものか、カウンセラーの頭の

なかで、イメージできるようにバランス良く質

問するのがポイントです。 

習慣化していて、自然にできているところを

たずねます。 

このとき、家族の良いところやうまくやれて

いる点をみつけられるとよいですね。 

たとえば、時間軸にそって質問をします。 

子どもさんが起きてから、登校するまでの朝

の様子はどうですか？と、ゆっくりと、具体的

にたずねていきます。 

「一日どのように過ごしておられま

すか？」って問いかけるのですね。 

なるほど、そうすると、学校には行っ

ていないけれど、塾には行っているとか

いうことも自然にわかりますね。 

それをまとめて、表にするとわかりや

すいですね。 

やってみます！ 

 

 視覚化 

 家族からうかがった内容を時間の順番

に表にします。すると、家族の生活の様子

がよくわかります。さらに、聞きもらして

いる点についても明確になります。 

視覚化することを目的に、問いかけをし

ていくと、ききやすいですよ。 

 

はてな子さん カウンセリング初学者 ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

 

面接で家族に何をたずね

たらよいのかわからない 
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家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル
② 

 

視
覚
化 

う
か
が
っ
た
話
を
整
理
し
表
に
す
る 

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
・
心
配
な
点 

 

 コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

    

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 朝
起
き
て
か
ら
、
登
校
す
る
ま
で 

 

と
く
に
、
詳
細
を
た
ず
ね
る
時
間
帯
は
、
朝
起
き
て

か
ら
登
校
す
る
ま
で
と
、
欠
席
し
た
あ
と
の
過
ご
し
方

で
す
。 

ま
ず
、
子
ど
も
は
何
時
頃
、
ど
ん
な
ふ
う
に
起
き
る

の
か
そ
し
て
、
朝
食
や
身
支
度
な
ど
、
登
校
準
備
を
す

る
様
子
を
う
か
が
い
ま
す
。 

朝
の
家
族
の
ド
ラ
マ
確
認
で
す
。 

こ
の
と
き
の
様
子
か
ら
、
ひ
と
り
で
起
き
る
の
が
苦

手
と
か
、
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
い
と
か
、
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
と
か
、
ト
イ
レ
に
長
い
間
入
っ
て
い
る
な
ど
、

子
ど
も
の
特
徴
が
把
握
で
き
ま
す
。 

 そ
の
と
き
家
族
は
ど
う
し
て
い
る
か 

 

同
じ
時
刻
に
父
や
母
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
を
尋

ね
ま
す
。
た
と
え
ば
、
何
度
も
母
親
が
大
き
な
声
を
か

け
て
起
こ
し
に
い
く
と
か
、
父
は
朝
早
く
出
勤
す
る
と

か
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
行
動
に
親
が
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
、
親
が
い
つ
も
苦
労
し

て
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
を

つ
か
み
ま
す
。 

さ
ら
に
、
寝
る
前
の
様
子
も
同
様
に
た
ず
ね
ま
す
。

 

 

学
校
が
休
み
の
土
曜
日
、
日
曜
日
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
の
か
、
家
族
の
習
慣
や
長
期
休
み
に
つ
い

て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
頭
の
な
か
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
で

き
る
よ
う
に
、
質
問
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

家
族
と
話
し
合
い
な
が
ら 

 

こ
の
よ
う
に
家
族
の
生
活
に
つ
い
て
う
か
が
う
だ
け 

 
 

 
 で

、
気
付
き
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、

自
然
に
で
き
て
い
る
こ
と
を
面
接
で
表
現
す
る
だ
け

で
、
た
と
え
ば
、
学
習
塾
に
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る

な
ど
の
情
報
か
ら
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス(

強
み)

が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
欠
席
し
て
い
る
こ
と
ば
か
り
が
目

立
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
で
き
て
い
る
部
分
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
今
後
、
ど
う
行
動
す
る
の
が
よ
い
の
か
ヒ

ン
ト
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。 

 

次
に
示
す
の
は
三
つ
の
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
表
で
、

情
報
整
理
ツ
ー
ル
で
す
。 

も
と
も
と
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
家
族
へ
の
支
援

の
た
め
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

抱
え
た
家
族
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
面
接

で
用
紙
を
準
備
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。 
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家族の一日の流れ(一週間の様子)を知る 

   

時刻／家族 子ども 母 父 

5：00 

5：30 

6：00 

6：30 

7：00 

7：30 

8：00 

8：30 

9：00 

 

 

 

21:30 

22:00 

22:30 

23:00 

例 

 

母に起こされて起床 朝食パン 

洗面/着替え/カバンの用意 

トイレ約 30分 

登校  

 

    欠席連絡 母 

 

 

 

      ゲーム  

入浴 

就寝 

起床 

朝食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就寝 

起床 

朝食 

出勤 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰宅 

 

 

 

   就寝 

 

http://4.bp.blogspot.com/-g8lbwJ1rbVQ/UOJXmPUfH2I/AAAAAAAAKHs/nrOCUwUywok/s1600/virus_benpi.png
http://3.bp.blogspot.com/-XV9unw0joao/VMItdfEi3XI/AAAAAAAAqt4/K0_iOGYifM0/s800/hikikomori_toukoukyohi.png
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家
族
を
支
援
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル
② 

 

三
つ
の
家 

心
配
・
強
み
・
希
望 

家
族
と
と
も
に
記
入 

 

家
族 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

紙
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
出
す 

 

解
決
に
向
か
う
た
め
に
は
、
何
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

い
き
な
り
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
と
問
い
か
け

て
も
、
何
も
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
し
、
で
き
そ
う
な
気

持
ち
に
も
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
整
理
し
な
が
ら
、
家
族
の
強
み

に
注
目
を
し
て
、
ど
ん
な
行
動
を
し
て
い
く
と
良
い
の

か
を
共
同
で
考
え
て
い
く
、
そ
の
ツ
ー
ル
が
三
つ
の
家

で
す
。
面
接
で
は
用
紙
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
出

し
て
、
参
加
者
全
員
に
見
え
る
よ
う
に
準
備
し
ま
す
。

 

 

問
題
を
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
家
族
は
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
や
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
気
持

ち
か
向
い
て
、
頭
の
中
が
混
乱
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
し
ば

し
ば
家
族
自
身
が
、
う
ま
く
や
れ
て
い
る
点
に
気
が
つ

い
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
情
報
を
整
理
す

る
こ
と
で
、
次
の
行
動
が
見
え
て
き
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
作
業
の
手
順
を
説
明
し
ま
す
。 

 心
配
の
家 

安
心
の
家 

 

 

ま
ず
、
「
家
族
の
こ
と
で
、
い
ま
心
配
な
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
」
と
問
い
か
け
て
、
家
族
の
言
葉
を

Ａ
心
配
の
家
の
欄
に
記
入
し
ま
す
。(

次
ペ
ー
ジ) 

つ
ぎ
は
、
「
な
ん
と
か
や
れ
て
い
る
こ
と
や
、
う
ま

く
い
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
」
と
問
い
、

Ｂ
安
心
の
家
の
欄
に
記
入
し
、
Ａ
と
Ｂ
を
交
互
に
記
入

し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
は
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
ま

す
。 Ｂ

安
心
の
家
の
欄
を
埋
め
て
い
く
な
か
で
、
で
き
て

い
る
こ
と
、
や
れ
て
い
る
こ
と
を
目
で
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
家
族
の
力
に
な
り
、
少
し
ず
つ
自
信
を
回

復
し
な
が
ら
つ
ぎ
の
行
動
へ
つ
な
が
り
ま
す
。 

 希
望
の
家 

こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
か 

 

問
題
点
や
強
み
を
把
握
し
た
後
は
、
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
で
す
。
話
し
合
い
な
が
ら
、
Ｃ
希
望
の
家
の
欄
に

記
入
を
し
ま
す
。 

小
さ
な
目
標
を
立
て
な
が
ら
、
家
族
か
ら
こ
ん
な
こ

と
が
必
要
だ
と
解
決
策
が
生
み
出
さ
れ
る
の
を
待
ち
、

家
族
の
話
し
合
い
を
見
守
り
ま
す
。
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三つの家 家族とともに話し合い共同でまとめる作業 

 

 

 

                                

Ａ心配の家(問題・リスク) 

不安 心配 足を引っ張るもの 

Ｂ安心の家(強み)   

できていること うまくいって

いるところ 

Ｃ希望の家(望み・ゴール)  

今後、何が必要か       

どうなる必要があるか 

 

例  

学校を欠席している 

 体調が悪く朝起きられない 

 外に出かけない 

 言い方のきつい子がいる 

 体育 苦手 

 給食食べられないものがある 

 お父さん 仕事が忙しい 

    

 

 

例  

学習塾に行く 

 病院の検査では異常なし 

 休みの日は元気 

 仲良しの友だちがいる 

 本を読むのが好き 

 学校の先生と関係良好 

 お母さん 昼間は自宅にいる 

 

 

例  

 土曜日日曜日は家族で外出 

少しずつ朝早く起きて、家の

手伝いをする 

 

少しの時間学校に行き、すぐ

帰ってくる 

  

  

  

  

 

参考文献  

井上薫・井上直美編著「子ども虐待防止のための家族支援ガイド-ｻｲﾝｽﾞ・ｵﾌﾞ・ｾﾃﾌﾃｨ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ入門-」明石書店 2008 年 

http://1.bp.blogspot.com/-VjaBJeDcIA8/U8XlPyFRbbI/AAAAAAAAi7Y/BNVp3BKdEKs/s800/kazoku_kaigi.png
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法
第
十
二
回
Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

家
族
の
意
見
を
調
整
す
る 

 

 

質
問 

 
 

か
そ
く
く 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法
」
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
初
学
者
を
対
象
に
、
対
人
支
援
の
基
本
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

前
回
は
、
家
族
面
接
の
と
き
に
何
を
質
問
す
る
の
か

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
状
況
を
う
か
が
っ

た
あ
と
、
ど
う
す
る
の
か
、
と
く
に
、
家
族
の
意
見
調

整
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。 

 家
族
の
意
見
が
異
な
る
と
き 

 

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
話
を
聴
い
て
い
る
と
、
今
後
ど
の

方
向
に
進
む
の
か
、
ど
う
し
た
い
の
か
、
意
見
が
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
不
登
校
状
態
に
あ
る
子
ど
も
の
希
望
と
、

両
親
の
思
い
が
異
な
る
と
家
族
で
の
話
し
合
い
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
意
見
を
言
わ
な
い 

 

よ
く
あ
る
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。 

高
校
一
年
生
、
十
五
歳
男
子
の
イ
チ
ロ
ウ
く
ん
は
、

両
親
と
と
も
に
学
校
の
紹
介
で
、
相
談
に
来
ま
し
た
。

 
一
学
期
の
途
中
か
ら
欠
席
日
数
が
増
え
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
科
目
の
単
位
が
取
得
で
き
な
い
た
め
、
留
年
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

両
親
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
よ
い
の
で
、
高
校
を
卒

業
す
る
の
が
自
然
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
イ
チ

ロ
ウ
く
ん
は
、
学
校
生
活
も
お
も
し
ろ
く
な
い
し
、
留

年
に
な
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、
高
校
を
や
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

息
子
を
ど
う
説
得
す
る
の
が
よ
い
の
か
頭
を
悩
ま

せ
る
両
親
と
、
親
の
意
見
に
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
考
え
る
子
ど
も
と
の
あ
い
だ
で
調
整
が
必
要
で
す
。

 

 

こ
こ
で
、
大
切
な
の
は
、
中
退
し
な
い
方
が
い
い
よ

と
か
、
自
由
に
生
き
た
ら
い
い
よ
と
か
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
価
値
観
に
基
づ
く
意
見
は
話
さ
な
い
こ
と
で
す
。

 

「
留
年
に
な
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
や
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
ね
」 

と
、
本
人
の
思
い
を
受
け
と
め
つ
つ
、 

「
ご
両
親
は
、
で
き
れ
ば
卒
業
す
る
の
が
い
い
と
い

う
お
考
え
な
の
で
す
ね
」 

と
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
受
け
と
め
、
意
見
が
一
致

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。 

誰
か
を
支
持
し
た
り
、
説
得
し
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
家
族
全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
役
目
で
す
。 
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たとえば、子どもが学校をやめたいと話

していて、親はやめさせたくないと思って

いるような場合、カウンセラーはどうする

のですか？ 

私は、子どもの気持ちも親の気持ちもわ

かるような気がします。 

 

何か家族に乗り越えないといけない課題が

あると意見がまとまらないことありますね。 

そのとき、忘れていけないことは、それぞれの

意見を大切にすることです。 

だれか一人の味方にならない、だれかの敵に

ならない、家族全体の応援をするのです。そし

て、家族が意思決定できるように意見調整を

します。 

 

 

 

子どもとの個別面接と、両親面接を組み

合わせることもできるのですね。 

学校の先生や、親には話しにくいこと

も、話せるかもしれません。 

確かに学校の先生に向かって、ストレー

トにやめたいって言えないですね。 

 

 本人の本心を確かめる 

 どのような背景や経過があって、そのよ

うな気持ちになっているのか、つかむため

に、個別面接を取り入れることもあります。 

本当のところ、どんな気持ちなのか、留

年しないならどうなのかなど、できるだけ、

本人の気持ちに沿うために、カウンセラー

が、直接ご本人から話を聴きます。 

 

 

はてな子さん カウンセリング初学者 

ＣＯＮ子さん 心理カウンセラー 

 

家族の意見がまとまっていない

ときはどうすれば？ 
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家
族
の
意
見
を
調
整
す
る 

 

家
族
面
接
に
子
ど
も
と
の
個
別
面
接
＋
両
親
面
接
を
取
り
入
れ
る 

 

 

 

    

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 家
族
全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
調
整 

 

意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
と
き
、
親
御
さ
ん
か
ら
、

 

「
考
え
が
甘
い
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
か
ら
も

言
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」 

と
、
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
本
人
は
、

 

「
俺
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
」 

と
、
ま
す
ま
す
、
ま
と
ま
ら
な
い
雰
囲
気
で
す
。 

い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
頭
に
置
き
な

が
ら
、
本
当
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
思
い
な
の
か

に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
調
整
の
た
め
に
動
き
ま

す
。 

 個
別
面
接
お
よ
び
両
親
面
接
を
取
り
入
れ
る 

 

二
回
目
以
降
の
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、
子
ど
も

と
親
と
別
々
に
話
を
聴
き
ま
す
。 

個
別
面
接
は
、
子
ど
も
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
一
対
一

で
話
を
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。
親
や
学
校
の
先
生
の
前

で
は
話
し
に
く
い
場
合
や
本
心
を
つ
か
む
た
め
で
す
。

 

「
子
ど
も
さ
ん
だ
け
で
お
話
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ

て
も
い
い
で
す
か
」 

と
、
両
親
に
許
可
を
取
り
、
も
ち
ろ
ん
、
本
人
に
も

確
認
し
て
か
ら
、
話
に
耳
を
傾
け
ま
す
。 

 本
当
は
ど
う
し
た
い
で
す
か
？ 

 

あ
く
ま
で
も
主
人
公
は
子
ど
も
本
人
で
す
。
決
し
て

な
ん
で
や
め
た
い
の
？
と
追
及
す
る
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
何
を
希
望
し

て
い
る
の
か
を
確
か
め
ま
す
。
同
級
生
と
同
じ
時
期
に

卒
業
で
き
る
方
法
が
あ
る
と
し
た
ら
ど
う
？
と
た
ず

ね
る
こ
と
で
、
何
を
望
ん
で
い
て
何
を
避
け
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
を
つ
か
み
ま
す
。 

や
め
て
ど
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
あ
い
ま

い
な
場
合
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返

さ
れ
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
す
ぐ
に
や
め
た
い
わ
け
で

は
な
い
と
確
認
で
き
る
事
が
多
い
で
す
。 

一
方
、
両
親
と
の
面
接
で
は
、
親
と
し
て
何
を
大
切

に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
在
籍
し
て
い
る
今

の
学
校
を
や
め
さ
せ
た
く
な
い
の
か
、
高
校
卒
業
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
の
か
、
そ
の
他
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
情
報
な
ど
、
詳
し
く
う

か
が
い
ま
す
。 

留
年
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
が
出
て
く

る
と
、
高
校
を
や
め
た
い
、
や
め
て
は
い
け
な
い
だ
け

の
話
に
な
る
た
め
、
い
ま
の
時
点
で
で
き
る
こ
と
、
確

か
め
る
こ
と
を
家
族
と
考
え
て
い
き
ま
す
。 
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留年するぐらいだったら高校をやめたいイチロウくん 高校一年生 

 

 

 

 

時間がかかっても、高校は卒業する方が良いと思う 父と母 

 

家族の意見がまとまっていない場合はどうするのか？ 

家族面接 →子どもと個別面接 →両親面接 →再び家族面接 

 

留年するなら高校やめたい 

http://2.bp.blogspot.com/-6IWh6ZQ8nsQ/V9ppefE9lkI/AAAAAAAA9q4/47WfgSv_hdQpn3UhVqri_kJWlS5mP8OKQCLcB/s800/school_tani_otosu_boy.png
http://4.bp.blogspot.com/-0IhHGPcd4Iw/WWxNfoScwUI/AAAAAAABFlU/4pww_8meel8Y_eVeripqTDmHzg9oXjZDACLcBGAs/s800/nayamu_boy2.png
http://2.bp.blogspot.com/-czUVrB9AipQ/VCOJ1IbFr_I/AAAAAAAAm3Q/ekPAmUE0Riw/s800/school_ryunen.png
http://4.bp.blogspot.com/-YDenFSgpY_M/V7kx2UyCzuI/AAAAAAAA9JA/9d-RSdUWGLUGFU9ckRJm-Jtsh8yrwUAtwCLcB/s800/document_taigaku_negai.png
http://1.bp.blogspot.com/-ox2eqGyAdKo/V-Nn4RYWg0I/AAAAAAAA-DY/KKeo2A4Pzw8VV4bNBA94CWM4_mF3f4lcwCLcB/s800/shinpai_ojisan.png
http://3.bp.blogspot.com/-882AGVdFZnc/WQA-NmApkJI/AAAAAAABD6A/AkX4BnA78gY5xEIDPeyp4fqXmk93LoMtgCLcB/s800/pose_atama_kakaeru_woman.png
http://3.bp.blogspot.com/-HSk7UTinQ30/VmFjx7g3Z0I/AAAAAAAA1ZY/l51O7CcUXsc/s800/school_soudan_woman_boy.png
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家
族
の
意
見
を
調
整
す
る 

 

二
十
歳
の
と
き
に
ど
う
な
っ
て
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

 

家
族 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

異
な
る
視
点
で
の
質
問 

 

個
別
面
接
と
両
親
面
接
の
あ
と
、
再
び
全
員
で
家
族

面
接
を
行
い
ま
す
。 

す
ぐ
に
高
校
を
や
め
て
、
何
か
を
は
じ
め
た
い
わ
け

で
は
な
い
と
わ
か
る
と
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
か
の
話
を
し
ま
す
。
対
立
で
は
な
く
、

同
じ
土
俵
の
上
で
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
や
、
お
互
い
に
対
す
る
気
持
ち
に
つ
い
て

問
い
か
け
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
イ
チ
ロ
ウ
く
ん
に
、 

 

「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
高
校
を
や
め
る
と
い
う

こ
と
に
反
対
す
る
の
は
、
ど
ん
な
理
由
か
ら
だ
と
イ
チ

ロ
ウ
く
ん
は
思
い
ま
す
か
」 

と
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
視
点
で
状
況
を
考
え
る
よ
う 

な
質
問
を
し
て
、
両
親
の
前
で
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
返
事
に
対
し
て
両
親
か
ら
の
気
持

ち
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

ど
う
な
っ
て
い
た
ら
い
い
？
将
来
を
考
え
る 

 

ま
た
、
ど
う
し
て
も
高
校
の
話
に
な
り
が
ち
な
の
で
、

あ
え
て
、
焦
点
を
先
に
し
ま
す
。 

「
イ
チ
ロ
ウ
く
ん
が
た
と
え
ば
、
二
十
歳
の
と
き
に

ど
う
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
か
？
お
父

さ
ん
は
？
お
母
さ
ん
の
お
考
え
は
？
」 

そ
し
て
、
本
人
に
も 

「
二
十
歳
と
か
ニ
十
五
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
に
ど
う

な
っ
て
い
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？
」 

高
校
一
年
生
十
五
歳
の
と
き
に
、
五
年
後
、
十
年
後

を
考
え
る
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
先
を
考
え
る
こ
と
で
、
家
族
全
員
で
同
じ
方
向
に

進
ん
で
い
け
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
そ
の
将
来

の
た
め
に
い
ま
で
き
る
こ
と
を
共
通
で
考
え
る
よ
う

に
面
接
で
す
す
め
て
い
き
ま
す
。 

 

家
族
と
学
校
と
の
調
整 

 

家
族
の
調
整
と
と
も
に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
家
族

の
許
可
を
得
て
、
学
校
訪
問
を
し
ま
す
。 

留
年
に
な
ら
ず
に
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
に
、
最
低
何
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
各
科

目
の
今
後
の
出
席
や
課
題
に
つ
い
て
、
補
講
、
仮
進
級

な
ど
、
学
校
の
ル
ー
ル
を
把
握
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
学
校
と
家
族
の
あ
い
だ
の
調
整
を
お

こ
な
い
、
家
族
、
学
校
、
専
門
機
関
が
連
携
を
し
て
、

支
援
を
す
る
体
制
を
整
え
ま
す
。 
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意見調整のためにどんな質問を投げかけるか 

両親の意見を本人にたずねる質問 

「お父さんとお母さんが高校をやめるということに反対するのは、どんな理由からだとイチ

ロウくんは思いますか」 

 

 

将来像をともに考えることができるような質問 

「イチロウくんがたとえば、二十歳のときにどうなっていたらいいなと思いますか？お父さ

んは？お母さんのお考えは？」 

 

将来について親の意見を想像する質問 

「お父さんお母さんは、イチロウくんが 20歳とか、25歳ぐらいの

ときに、どんなふうになっていてほしいと考えていると思いますか？」 

http://3.bp.blogspot.com/-PxSxOKBm_58/V8jqdyy-dXI/AAAAAAAA9gM/Jpy1PgazKdIjDKIpiUcCxTS85kP7a3jXgCLcB/s800/pose_syourai_man.png
http://2.bp.blogspot.com/-3Vwq1zcO5s8/V9vBh10SyeI/AAAAAAAA94Q/OBBms7BXPOskgkMK9u4WA6nM1YxvwG1uQCLcB/s800/moratorium_man.png

